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第一章　英雄凱旋



　気がつけば――彼は暗くら闇やみと静寂の中で全身を拘束されていた。

　光は無い。音も無い。何本もの革帯ベルトで座席に縛り付けられた状態では手を伸ばして周りを確かめる訳にもいかない。漆黒と無音が充満する場所でしかも身動きさえ出来ない状態となれば、得られる情報など皆無に等しい。ただ己の呼吸音の響き具合と嗅きゆう覚かくに伝わってくる鉄や油の匂においから、自分が何ど処こか鋼鉄製の密室に閉じ込められているのだろう――という程度の想像が成り立つだけだ。

　身体を揺すってみるが、座席は固定されているらしく微動だにしない。

　まるで深しん淵えんの底に沈み込んでいるかの様な圧迫感ばかりが在る。

「……う……あ……」

　純粋な疑問が脳裏を過よぎる。

　どうして自分はこんな処ところに縛いましめられているのだろうか。

「……お……おれ……は……」

　記憶が混濁している。

　どうにも意味の在る形に思考がまとめられない。

　何かきちんとした理由は在った筈はずなのだ。

　此こ処こは何処か。現い在まは何い時つか。自分は何者か。

　きちんと全て知っている筈なのだ。ぼんやりとだがそれは分かる。

　だが……まるで掌てのひらですくった水が指の隙すき間まからこぼれ落ちて行くかの様に、思考が紡いだ端から分解されていってしまう。頭の中で記憶を配置し、筋道の通った論理を組み立てる――普段はわざわざ意識すらする事の無い作業でさえ、ひどく困難になっている。発作的に何かが脳裏に閃ひらめく事は在っても、そこから形を成す事が出来ない。まるで下等生物の様に、ただ状況に対する反射的で断片的な思考が脳裏を無意味に回り続けている。

　分からない。何も思い出せない。

　曖あい昧まい模も糊ことした意識の底で真実を掴つかもうとする手が滑り続けるばかりだ。

　だが――

「…………？」

　不意に――鋼鉄の軋きしむ音が響いた。

　分厚く幾重にもなる鋼鉄の層によって外界より遮断されていた領域に、諸々のものが流れ込んでくる。音。光。そして清浄な空気。容赦無く鼓膜に切り込んでくる明るさに対して彼は反射的に眼を細め――

　逆光の中で揺らめくほっそりとした人影。

「ショウゴ様！」

　不安と焦燥を孕はらんだ声が響いた。

　ショウゴ――カシバ・ショウゴ。

　香か芝しば省しよう吾ご。

　脳裏に閃ひらめいた文字列が自分の名前なのだと思い出すのに彼は数秒かかった。やはり何ど処こかが錆さび付いているかの様に思考がまともに回らない。ものを考えようとしても泥の中で足あ掻がくが如ごとく遅々として進まず――ただ苛いら立だちだけが募っていく。自分が自分である事にさえすぐには確信が持てない有様だった。

「……俺おれは……俺……は……」

　彼は何度も何度も頭の中で呪じゆ文もんの様に繰り返す。

　香芝省吾。香芝省吾。香芝省吾。香芝省吾。香芝省吾。香芝省吾。香芝省吾。香芝省吾。

　――本当にそうか？

　発作的に脳裏を過よぎる疑念。

　だが――

「……俺は……香芝……省吾だ…………」

　声に出してみる。

　そうする事でようやく彼は――香芝省吾はわずかばかりの安心を得る事が出来た。

「ショウゴ様!?　大丈夫ですか――ショウゴ様!?」

　伸ばされた手がもどかしげに彼の身に食い込む革帯ベルトの金具を外し始める。

　程なくして拘束は緩み、省吾の身体には自由が戻った。

　だが彼の身体は屍しかばねの様に座ったまま動かない。手足の反応が鈍いのだ。麻ま痺ひしている訳ではないのだが――身体と精神が上う手まく接続されていない感じがする。長い間使っていなかった道具の使い方を改めて思い出すかの如く、いちいち筋肉の動かし方を一つ一つ意識する事で、ようやく指先が痙けい攣れんする様に動くだけだ。

「ショウゴ様！　ショウゴ様!?」

　白い光の中から鋼鉄の小部屋に入ってきたのは――金髪碧へき眼がんの少女であった。

（…………綺き麗れい……だ……）

　ぼんやりと省吾はそんな事を思う。

　清せい楚そ。可か憐れん。優美。端麗。繊細。その容姿を示すべき幾つもの言葉が脳裏を過る。僅わずかな緩みも隙すきも無く整ったその顔立ちは神秘的ですらあった。こうして手を触れられる様な距離に在ってさえ、まるで名匠の手になる人形の様に、生身の人間としての俗臭を――汚濁を感じない。髪は黄金、瞳ひとみは青玉、肌は白磁……そう言われても信じてしまいそうな美び貌ぼうだった。

　自分の名を呼ぶこの少女は誰だれだろうか。

　よく知っている筈はずなのに思い出せない――

「ショウゴ様！」

　ぼんやりとした表情を浮かべたまま身動きすらしない省吾を、少女は両腕で抱き締めた。

　その身体の柔らかさと、ほのかに香る甘い匂においには覚えが在る。

　ほんの数時間前には省吾が自分から抱き締めた相手だ。今にして思えば発作的とはいえよくそんな大胆な真似が出来たと自分でも思う。その直前の接キ吻スですら省吾にとっては初めての経験だったのに。

「……………………メリ……ニ……？」

　第一位の姫ひめ巫み女こ――メリニ・コードラン。

　その名をきっかけとして急速に意識の輪郭が明確さを増す。

　自分がどうして此こ処こに居るのか。

　自分は今まで何をしていたのか。

　自分の――

「メリニ……か……」

「はい。ショウゴ様」

　少女が僅わずかに安堵の表情を示しながら頷うなずく。

「……メリニ……俺おれは……」

　ばらばらに遊離していた細かな記憶の断片が、相互に噛かみ合いながら形を成す。

　日常。花か梨りん。暗転。異世界。召喚。〈レネゲイド〉。『聖せい廟びよう』。二つの月。神。奇き蹟せき術。擬ぎ神しん杖じよう。姫巫女。『代行者パニツシヤー』。跳ねる少女。鋼鉄の巨人。〈イコノクラスト〉。ラヴィゾンの街。荒野。爆発――

「俺は――」

　あの『代行者』が爆発して。

　我に返って呆ぼう然ぜんとしている内に頭痛がしてきて。

　それから…………どうも気絶していたらしい。

　それが緊張と疲労の結果なのか、それとも急激に〈イコノクラスト〉との感覚接続を断ち切られたからか、あるいはもっと何か別の理由が在るのか。省吾自身にもよく分からないが――

「……俺は……勝ったんだよな……？」

「はい」

　メリニは省吾を抱き締めたまま優しく言った。

「ショウゴ様は見事に勝利されました。あの自存する大災厄――破壊不可能とまで言われた『代行者』を倒されたのです」

「…………」

　言われても実感が湧わかない。

　記憶は戻りつつあるが――それでも尚なおあの戦いの最中の記憶に関しては、何ど処こか磨すり硝子ガラス越しに観ている光景の様に曖あい昧まいな部分が残っている。自分の記憶ではなく、他人のそれを覗のぞいているかの様に臨場感が無いのだ。自分が言った言葉も全て覚えてはいるものの――何を思って自分がそんな言葉を口にしたのかがよく分からない。

「御覧ください――ショウゴ様」

　メリニに言われて省吾は瞬まばたきし……そしてようやく周囲の光景を認識した。

　先まず眼に入ったのは空中に浮かぶ巨大な影だった。

「……これは……」

　まるで天てん蓋がいの如ごとく頭上一杯に広がる巨体。

　圧倒的な……あまりに圧倒的な大きさの物体が空中に浮かんでいる。雲よりも遙はるかに明確な輪郭と存在感を持つそれが、のしかかる様にして省吾の上に在るのだ。

　それが飛行船であると気付くのに省吾は数秒を要した。

　全長四百メートルにも達するかの様な、恐ろしく巨大な浮力槽を持つ超大型飛行船が省吾達の頭上に悠然と佇たたずんでいるのである。肉眼で観ていながらもひどく現実味を欠いた様な――見上げているだけで遠近感が狂いそうな代物だ。あまりにも巨大過ぎて『人工物』というものの持つイメージから大幅に逸脱している。それが空に浮かんでいるとなれば尚なお更さらの事であった。

　しかも――飛行船の貨物部らしい処ところから何十本というワイヤーが垂れ下がり省吾達の乗る鋼鉄の塊かたまりを吊つり下げようとしている。

　即ち――巨人像の頭部と胸の一部を。

〈イコノクラスト〉。秘密結社〈レネゲイド〉の造り上げた最強最大の兵器。

　鋼鉄の肉体を持つこの巨大擬神機は、その内包する動力源の強大さ故に、万一の事故を避けるべく通常は五分割して保管されるのだという。省吾とメリニが乗っているのはその五分割された機体の一部であった。

　改めて空を見回せば、他にも同型とおぼしき四隻の巨大飛行船が空中に静止している。それらの下にも何十本ものワイヤーが垂らされ、やはり〈イコノクラスト〉の『部品』に接続されている。どうやら飛行船はワイヤーを巻き上げてそれぞれの部品を貨物部に収納する作業を行っているらしかった。

　五隻の超大型飛行船に繋つながれた巨人の部品。

『砕かれた操り人形』――そんな連想がふと省吾の脳裏を過よぎった。

　恐ろしく印象的で異様な光景である。

　しかし――

「ショウゴ様――」

　メリニが指し示したのは飛行船でもなければ分割された〈イコノクラスト〉でもない。

　彼女の手は遙はるか下方を向いていた。

　二人の眼下――灰色の荒野。

　そこに無数の点が蠢うごめいている。

　まるで蟻ありの様に見えるが、無論そんなものがこの距離で見える筈はずも無い。〈イコノクラスト〉の擱かく座ざした地点を囲む様にしてそれらは大きな輪を成していた。

「……人…………？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく省吾。

　眼下に見えるのは無数の群衆だった。一体何人居るのか――とても数えられない。距離が在るので一見すると点に見えただけである。だが眼を凝こらせばその点の一つ一つが人間であり、殆ほとんどの者がこちらを見上げているのだという事が分かる。

「なんなんだ……一体……？」

「ラヴィゾンの街の住人達――ショウゴ様がお救いになられた人々です」

「俺おれが……？」

　確かに省吾はラヴィゾンの街を護まもる為にただ無我夢中で戦った。先にケインパクスの街で見た惨劇を繰り返さない為に、彼は巨大擬神機〈イコノクラスト〉を駆って『代行者パニツシヤー』に挑んだのだ。

　だが……具体的に省吾はラヴィゾンの街の事を何か知っていた訳ではない。顔や名を知っている人間が居た訳でもない。ましてや実際に省吾が行ったのは『代行者』を倒す事だけである。ラヴィゾンの街を護ろうとして戦ったのは事実だが――いざ戦いが終わり、こんなに多くの人々を自分が『救った』と言われても実感が湧わかない。

　しかし――

「…………俺が……」

　省吾が救った無数の人々。

　男が居る。女が居る。老人が居る。子供も居る。

　耳を澄ませば飛行船のプロペラが立てる轟ごう音おんの隙すき間まから彼等が何事か叫ぶ声が聞こえてくる。眼を凝らせば遙かな地上で彼等が省吾を見上げ、両手を振り上げている姿も見える。

　最初それが何を意味するのか省吾にはよく分からなかった。

　人々の姿はあまりに小さく叫ぶ声もあまりに遠い。彼等は『群衆』という名の一つの塊かたまりに過ぎず、大地に蠢く点の一つ一つがそれぞれ一人の人間である事を――それぞれの人生を生きて、喜怒哀楽を持っている存在であると即座に意識するには、あまりに距離が在り過ぎた。

　だが――

「彼等はショウゴ様に救われた事を感謝しています」

　メリニは言った。

「彼等はショウゴ様を讃たたえているのですよ」

「俺おれを……？」

「はい。自分達を救った英雄として――ショウゴ様を」

　じわり……と理解が胸に広がる。

『英雄』。

　長く長く憧あこがれ続けていた存在。

　それは政治と経済と法律と――最も早はや諸々のものによってガチガチに固められてしまったあの世界では夢想の種にしかなり得なかった概念だ。

　どれだけ望んでも、いかに願っても、決して手が届く事は無いのだと省吾は自分に言い聞かせて諦めていた。まして彼には天才的な頭脳も身体能力も無い。精神力も人並みだ。だからこそそれは、いつか苦笑を伴って語られるであろう少年の日の憧どう憬けいに過ぎない筈はずだった。

　しかし今――

「……英雄……俺が……」

　背筋をぞくりとした寒気の様なものが走る。

　それが一種の感動なのだと省吾は悟っていた。度を超してしまい胸の内だけでは処理しきれない感情が身体の方にまで影響を及ぼしているのである。



    

  
    
      



    

  
    
      「……英雄……」

　興奮と実感が彼の中で成長してゆく。

　地上から彼を仰ぎ見る無数の人々の視線が、それを事実として裏打ちしていた。見分けられる筈はずも無いし聞き分けられる筈も無いのだが――省吾には人々の笑顔と歓声が一つ一つはっきりと確認できる様な気がした。

　あの数多くの人々が省吾を英雄と認めている。

　百人か。千人か。数えられない。

　恐らくは今までの人生で省吾が出会ってきた人間以上の数の人々が此こ処こに集まり、香芝省吾という人間を英雄として讃たたえているのだ。

　一人一人、省吾と同じく自我を持った人間達が揃そろって省吾を褒め称たたえている。

　こんな事が在るのか。在り得るのか。

　なんて――なんて高揚感。

　身体が……震える。

「俺おれが英雄……」

「はい。ショウゴ様は英雄です」

　頷うなずきメリニは省吾を支えて立たせた。

　高所恐怖症の者が見れば思わず貧血を起こしてよろめきそうな高さだが――今の省吾には全く気にならなかった。ただただ濃密な興奮が熱となって彼を支えている。

　彼の起立に呼応するかの様に人々の声が大きくうねった。

「はは……ははは……はははははは…………」

　最初はぎこちなく。やがて自然に。

　笑い声が省吾の口から漏れる。

　足下から文字通りに沸き上がる人々の歓声を全身に浴びながら――省吾はしばし恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。



　　　



　世界は滅亡の危機に瀕ひんしていた。

　五百年前に滅んだ神の遺のこした呪じゆ詛そ――即ち神罰の代理遂行者たる『代行者パニツシヤー』によって人類は確実に滅亡への道を歩んでいたのである。

　摂理として人を滅ぼす威力と権能を与えられた『代行者』に対してこの世界の人間は打ち勝つ術すべが無い。そもそも人間は『代行者』に近付く事さえ出来ない。この世界の物質の中に遍あまねく存在する定義記述――『存在子イグジス』によって人間は『代行者』に近付けば滅びるしか無いと規定されている。

　またたとえ何らかの形で『代行者パニツシヤー』を遠隔攻撃する事が可能だとしても、神の残影たる『代行者』は強大な奇き蹟せきの力を持っており、生半可な力ではそれを滅ぼす事はおろか、その脅威を防ぐ事さえ叶かなわない。

　故にこそ……この世界における『代行者』とは『天災』や『運命』の同義語であった。

　甘受すべきと予あらかじめ定められたどうしようもない災禍。

　人々は『代行者』によって引き起こされる惨劇を前にする度、神の怒りの大きさに恐れ戦おののき、ただ伏してそれが自らの上に訪れない事を祈る――それももう居ない筈はずの神に――事しか出来ないのだった。

　だが……不可能と知っても尚なおそれに挑み足あ掻がくのが人間の常である。

　秘密結社〈レネゲイド〉。

　全ての原因たる神殺しの下手人達――『五人の罪人』の末まつ裔えいたる彼等はこの数百年もの間、営々と神の呪のろいを解く方法を模索してきた。

　具体的には神の復ふく讐しゆう代理人たる『代行者』十六体全てを討ち滅ぼすその方法を。

　そしてその為に彼等は百年を超える歳月を費やしてその為の最終兵器――奇蹟によって駆動し奇蹟によって制御され奇蹟によって敵を屠ほふる巨大擬神機〈イコノクラスト〉を開発したのである。

　だがそれだけでは『代行者』を滅するには足りない。

　摂理として『代行者』が人間を殺す権能を持つのであれば……〈イコノクラスト〉を操る者にはその摂理の外側に在る者が必要だ。即ち『存在子イグジス』の無い物質で構成された肉体を持ち『原罪』を免れたる清き人間――この世界の者ではない人間が。

　既に〈レネゲイド〉五百年の歴史の中で『この世界の者ではない人間の世界』――異世界の存在は確認されていた。故に〈レネゲイド〉は大規模な召喚儀式を執り行い、最終的に喚よび出された香芝省吾という十七歳の少年が〈イコノクラスト〉の御者として『代行者』と戦う事になったのだ。

〈イコノクラスト〉は創造主〈レネゲイド〉の予想をすら上回る圧倒的な強さで『代行者』を倒し香芝省吾は英雄として凱がい旋せんした。

〈レネゲイド〉の思惑通りに。

　そして……



　　　



　五隻の飛行船は『聖せい廟びよう』に向かう帰路についていた。

〈フルヴァス〉。〈エルハムイ〉。〈ウィズデン〉。〈パーボスク〉。〈エデニート〉。

　この五隻の超大型硬式飛行船は〈レネゲイド〉が〈イコノクラスト〉と並行して建造していたものである。

　対『代行者パニツシヤー』兵器たる〈イコノクラスト〉は破損や故障によって行動不能の状態に陥る可能性は当然に考慮される。兵器とはそもそも壊れる事が前提の代物だからである。故にそうした状態――即ち〈イコノクラスト〉が自力帰還が不可能な状態に陥った場合、速やかにその機体を回収する為の手段としてこの飛行船団は建造された。

　後に〈イコノクラスト〉各部を運搬できる積載性能に加えて、不測の事態に対処できる様にと〈イコノクラスト〉を簡易整備する為の設備や、姫ひめ巫み女こ達が搭乗し〈イコノクラスト〉の各種制御術式を遠隔操作する為の設備も備えた形で改修が行われ――この超大型飛行船は五隻一組で〈イコノクラスト〉の移動基地としての機能を持つに至った。

　それはともかく――

「特に異常は無い訳ね？」

「おう」

　顔を顰しかめて聞いてくる少女に省吾は頷うなずいて見せた。

　少年の様に黒髪を短めに整えた髪型をしてはいるが、彼女の性別を見間違う者はまず居まい。メリニ程ではないにしても、とても整った愛らしい顔立ちをしている。大人の女性としての色いろ艶つやを備えるには未まだ数年の時を要するかもしれないが、現時点でも器量という意味では並外れている。黙って立っていれば清せい楚そ可か憐れんという言葉を添えても違和感は在るまい――一いつ旦たん口を開けば小憎らしい台詞せりふがぽんぽんと遠慮無く出てくるが。

　勅て使し河が原わら花か梨りん。

　省吾と一緒にこの世界に飛ばされてきた彼の従姉妹いとこである。

　中学生の癖に、現時点でもほぼありとあらゆる能力が省吾よりも上という、彼の劣等感を抉えぐる為に存在している様な少女でもある。勉強は勿もち論ろん、運動能力でも花梨の方が明らかに上だ。単純な腕力なら未だ省吾の方が強いだろうが――もし喧けん嘩かになれば合気道をやっている花梨の方が恐らく強いだろう。

　男としても年長者としても何かと付き合いにくい相手ではある。

　それでも省吾と花梨が何ど処こか兄妹の様な関係を維持できているのは、自意識過剰や驕きよう慢まんさとは縁遠い省吾の性格と、十年を超える永い付き合いの末に獲得した、微妙な距離感の賜たま物ものであろう。

「まあ自覚症状が出てないだけかもしれないけど――」

　腕を組みながら花梨は呟つぶやく。

　彼と花梨が今居るのは飛行船〈フルヴァス〉の船室である。

〈イコノクラスト〉関連の施設に積載容量を喰くわれているので、広さとしては六畳程度の狭苦しいものだが――その分、ソファや備え付けの家具は見るからに高級そうな代物であった。窓の外を流れる風景やプロペラの轟ごう音おんと振動が無ければ、此こ処こが飛行船の中だとは思えない位だ。もっとも――よく見ると家具の類たぐいは全て床に螺ね子じ止めされている様ではあったが。

　船室内には省吾と花梨の他にメリニの姿も在る。

「大丈夫だって」

　省吾は自信たっぷりに言う。

「一応医者にも診て貰もらった訳だし」

　省吾は擱かく座ざした〈イコノクラスト〉から救出された直後、簡単にではあるが姫ひめ巫み女こ達の連れてきた医師の診察を受けている。その際には『特に問題は無い』と言われていたのだが――

「どれだけ当てになるか分からないでしょ」

　と花梨は不機嫌そうに言う。

「お前――それは失礼だろ、医者の人に」

　省吾は英雄だ。

　それなりに腕の在る医者が彼を診察しただろう。まさか英雄を診るのにわざわざ藪やぶ医者を連れてくる様な真似は〈レネゲイド〉もすまい。

　しかし――

「そもそも私達とこの世界――確かソロン、だっけ？　――此こ処この人間の体構造が全く同じかどうかも分からないでしょ」

「……え？」

「ほら。やっぱり考えてなかった」

　露骨な溜ため息をついて見せる花梨。

「見た目がそっくりだからあまり意識しないんだろうけど。私達とこのソロンの住民とでは別の世界に育ってきた種族なのよ？　外見が似てるからって全く同じ生き物とは限らないでしょ。こっちの医者が省君の身体をきちんと診察出来る保証なんて無いのよ」

「…………」

　思わず眼を瞬まばたかせる省吾。

　言われてみれば確かにそうだが――傍らのメリニを見ても『似ているだけで別種の生き物かも』とか言われても実感が湧わかない。せめてどこぞのファンタジーの様に耳が尖とがっているとか尻尾しつぽが生えているとかなら分からないでもないのだが。

「百歩譲ってこちらの人間が全く私達と同じだとしても――よ。こっちには私達が知らない病原菌とかも在るかもしれないのよ？」

「…………」

「省君、天然痘って知ってる？」

「そ――そりゃまあ」

「あれ、現在は世界的に絶滅宣言されてるのよ。一部の研究機関は遺伝子サンプルとか持ってるみたいだけど、自然界にはもう存在しない病原菌なんだってさ」

「それがどうした」

「こっちはどうなのかしらね？」

「…………」

「天然痘ならまだいいわよ。対処法も分かってるし。私達にとって未知の病原菌がこっちに在った場合、どうなると思う？　抗生物質が無かった時代には肺炎だって立派に致死的な病気だったのよ？」

「…………」

　畳み掛ける様に言われて省吾は口ごもるしかない。

「いや……しかし……じゃあどうしろってんだよ？」

　こちらの世界に抗生物質とかワクチンとかが在るかどうかも分からない。

　しばらく暮らしてみて、省吾と花梨は大体このソロンの――少なくとも〈レネゲイド〉周辺の――文明レベルは、言ってみれば十八世紀から十九世紀辺りのものであるという事が分かっている。印象的に一番近いのはアメリカの西部開拓時代――いわゆる西部劇でお馴な染じみの世界だ。

　銃は在る。蒸気式の自動車も在るが馬車の方が幅を利かせている。鉄道は在るが電車は無く、冷蔵庫や洗濯機は無論存在せず、通信と言えば専もつぱら手紙に頼っている。チーズもバターも手作り。写真機は存在するが高価で未まだ一般的ではない。

　こういった点は現時点でのソロンも西部開拓時代と大差ない。

　だが……その一方でこのソロンという世界には省吾達の世界には無かったものが在る。

　奇き蹟せき術だ。

　この超特殊技術が存在するお陰でソロンの歴史は省吾達の世界のそれとは単純に比較する事が出来ない。文明の発達の仕方が異なるのだ。旧世紀めいた世界でありながら――巨大ロボットが実用兵器として存在する。未だ動力と言えば蒸気機関が主流である様な文明なのに奇蹟術を使った通信機や超高速演算装置等が存在していたりもする。

　とはいえ……省吾達が知る限りこの奇蹟術の触媒として必要な『聖体』はこの世界においても金よりも、恐らくは宝石よりも遙はるかに貴重な品であり、一般社会で普通に流通しているものではない。この為に、奇蹟術に頼らない技術体系もそれなりに発達しており、それは前述の通り――省吾達の知る世界の歴史と似た様な発展ぶりを示しているのだった。

　ちなみにジェンナーが天然痘の予防ワクチンとして牛痘ウイルスが有効であると発表したのは十八世紀末だ。

「細かい事はまた調べていかないといけないだろうけど、とりあえず健康にしてる事が第一でしょ。だから規則正しい生活リズムと食事、適度な運動。これは絶対に必要よ」

「……お前はＰＴＡのおばはんか」

　異世界に来て巨大ロボットに乗って戦って英雄になって――尚なおかつこんな夏休み前の小学生みたいな事を言われるとは思ってもみなかった。

「基本よ基本。健康は全ての基本」

　花梨が言う。

「大体、〈イコノクラスト〉と省君を繋つないでいる奇き蹟せき術だってどういう代物なのか私達には分からないんだから。どんな影響が出るか分かったもんじゃないでしょ」

「そう言われればそうだけど」

「今更、止やめろとは言わないけど。せめて自分の身体には気を遣ってって言ってるの」

「分かったよ」

　花梨が省吾を心配して言ってくれているのは彼にも分かっている。

　とはいえ……『英雄』としての第一歩を踏み出した自分に高揚している部分が省吾には在る訳で、そこに何やら水をぶっかけられた様な気がしてあまり愉快でないのも事実だ。

「それからメリニ」

「はい」

　それまで黙って二人の会話を聞いていたメリニが応じる。

「御願いがあるんだけれど」

「なんでしょう？」

「私と省君に奇蹟術を教えて欲しいのよ。基本的な処ところだけでもいいから」

「……花梨？」

　驚いて思わず従姉妹いとこを見る省吾。

　どちらかと言えば彼女はこの奇蹟術に対してはある種のイカサマを見る様な、胡う散さん臭いものに対するのと同じ様な視線を注いでいたと思ったのだが――〈イコノクラスト〉の戦いを見て考えが変わったのだろうか。何にしても彼女がそんな事を言い出すとは思ってもみなかった。

「それは……構いませんが……」

　珍しくメリニが困惑の表情を浮かべる。

「わざわざ学ばれなくとも私達姫ひめ巫み女こにお申し付けいただければ大抵の事は代わりに」

「そういうのじゃなくて」

　花梨はメリニの台詞せりふを遮さえぎって言った。

「さっきの話、聞いていたでしょ？　省君の身体の異常とかが奇蹟術に絡むものであった場合、奇蹟術に関する知識を少しでも知っていれば早めに察知する可能性が増える筈はずよ」

「それは……そうかもしれませんね」

「だから。とりあえずは基礎的部分だけでもいいから」

「…………」

　しばらくメリニは思案していた様であったが、すぐに花梨に向き直って頷うなずいた。

「分かりました。ですが教師役にも適性が在りますから……少しお待ちいただけますか。適切な人材を上と相談致します。姫ひめ巫み女こに限って言っても奇き蹟せき術に関しては私よりもハーチェッタの方がずっと造ぞう詣けいが深いですし」

「御願い」

　花梨は頷く。

「省君も異論は無いわよね？」

「そりゃまあ」

　省吾としても奇蹟術を――いわゆるファンタジーもので言うところの『魔法』を使える様になるのは願ったり叶かなったりだ。これが現実である事は百も承知だが……それでもどうせなら魔法も使える方が恰かつ好こう良いではないか。

　それはさておき――

「…………」

「――なに？」

　自分を見つめる省吾の視線に気付いてその意味を問い質だたす花梨。

「いや……なんかお前、俺おれのマネージャーみたい」

　英雄のマネージャーというのも何やら変な話だが。

「私は最初からその積もり。省君、頼りないし。その内、きっちり管理マネージメント料は貰もらうわよ」

「……へえへえ」

　省吾は肩を竦すくめて見せた。



　　　



　秘密結社〈レネゲイド〉拠点『聖せい廟びよう』内。

　五氏族族長専用議事室。

　巨大な縦穴――巨大擬神機〈イコノクラスト〉の整備格納場を見下ろす様に設けられたこの部屋は、言ってみれば〈レネゲイド〉という生物の頭ず蓋がい骨こつに相当する部分だった。

　全ての意思決定を行う五氏族の長五人が集まる場所であり、この五人が一斉に死亡する様な事態となれば事実上〈レネゲイド〉は崩壊する。他の施設や人員は幾らでも代替が利くが、五氏族の長と〈イコノクラスト〉が失われてしまえば〈レネゲイド〉五百年の悲願もその瞬間に死ぬ。

　それ故にこそ〈レネゲイド〉の持つ幾つかの拠点の内、最も警備が厳重で、物理的な頑強さにおいても最強を誇る場所である。

　使用時には隣接する詰め所に完全武装の護衛達が必ず待機しており、その中には奇蹟師達も混じっている。必要とあれば彼等はこの議事室に防御力場を張り巡らせ、大砲の直撃をも跳ね返す事が出来る。もっとも地下に位置するこの議事室に大砲を撃ち込もうとするのならば、先まず大量の土砂という装甲を引き剥はがさねばならない訳だが。

　部屋自体も、一見すれば広い空間に議事用の円卓が置かれているだけの様に見えるが、正規の出入口以外に『聖せい廟びよう』の縦穴に直結する可動壁が一つ、更に非常用の脱出路に通じる隠し扉が一つ設けられている。

　今この〈レネゲイド〉の頭とう蓋がいに脳を担当する五人が集まっている。

　即ち――

　バルド・コードラン。

　パルマス・ルースポリテ。

　タイロイド・マブロ。

　ネロ・オトルチ。

　ゼブロン・インペラス。

　五人の長達の内、四人はそれぞれ定位置につき〈レネゲイド〉最高権力者たる証としての座に身を沈めている。例外は長達の中でも最も若い人物――ネロ・オトルチであった。

　権力者というよりはその男だん妾しようの様な印象の――優美でありながら何ど処こか蠱こ惑わく的な毒をその容よう貌ぼうに含んだ色白の青年は、書類を片手に起立している。議事は現在彼が報告する場面となっている様だった。

「ラヴィゾンの街の反応ですが――」

　ネロは言って他の四人の感想を窺うかがう様に円卓を見回した。

「〈イコノクラスト〉回収後に残してきた部下からの報告では、街の話題は〈イコノクラスト〉の正体についてが大半になっています。修道会の影響がどれだけ在るかが問題でしたが――現時点では修道士達も具体的な行動に出ている様子は無く、街の住人には〈イコノクラスト〉に対して好意的な感情を持っている者が多い様です」

　対『代行者パニツシヤー』戦における初陣は〈イコノクラスト〉の完全勝利に終わった。

　だが――その際に〈イコノクラスト〉は暴走。これを強制的に停止させる為に〈レネゲイド〉は遠隔操作で〈イコノクラスト〉の部品の幾つかを仕方なく爆破。その結果として〈イコノクラスト〉はラヴィゾンの街の側そばの荒野で身動きがとれなくなった。

　元々〈イコノクラスト〉が対『代行者』戦において破損し擱かく座ざする可能性は考慮されていた。故に〈イコノクラスト〉発進の直後、〈レネゲイド〉の回収用大型飛行船五隻がラヴィゾンの街に向けて発進されており、戦闘終了直後に到着。押し寄せようとするラヴィゾンの街の住人数千を遠ざけつつ、〈イコノクラスト〉内に閉じ込められていた省吾を救出した上で、迅速に〈イコノクラスト〉を五つの基礎状態に解体して飛行船に積み込み、『聖せい廟びよう』に帰還した。

　だが……何分にも初めての作業という事も在り、回収部隊の作業は当初の予定よりも遅延した。しかも近くに野次馬が来ない様にと簡易の柵さくはその場で設けたものの、遮しや蔽へい物の無い荒野で擱かく座ざしたままの〈イコノクラスト〉の存在は、街の中からでも眼にする事が出来た筈はずだ。この為、およそ半日近い時間〈レネゲイド〉の最重要機密兵器は衆目に晒さらされる事になったのである。

「まさか初陣でいきなり暴走するとは思わなかったからな」

　パルマスは神経質そうな仕草で髪を撫なで付けながら言った。

　丸顔のこのルースポリテ家の長はちらりと横目で隣席の人物に意味ありげな視線を向けて言葉を続ける。

「制御術式の見直しが必要かもしれんが……」

「それはそれとして既に作業は始まっている」

　責任を問われたとでも思ったのか――やや不機嫌な調子でタイロイドが言う。

〈イコノクラスト〉の制御術式の大半は彼の率いるマブロ家の研究成果だ。五氏族の中でも事実上第二位の権勢を誇っているのは各種奇き蹟せき術式開発の実績に依よる処ところが大きい。逆に言えばその信頼性への疑問は即座にマブロ家の権力基盤の揺らぎにも通じる。

　見るからに学者然としたその顔を――いかにも几き帳ちよう面めんで頑固そうな細面を大きく歪ゆがめながら彼は口早に言った。

「あの四人目の『救世主』に対する個別情報が余りにも少な過ぎた。だが実戦における情報から既に修正した術式の記述開発に入っている。遅くても三日後には新型の制御術式が完成している筈だ。そもそも――」

「――結構」

　タイロイドの苛いら立だたしげな弁明を遮さえぎる様に言ったのはバルドである。

「その点については問題ないと判断する。今議論すべきはラヴィゾンの街の扱いについてと修道会への対応だ」

　バルドの言葉にタイロイドは顔を顰しかめて黙り込み、パルマスは満足げに頷うなずく。ゼブロンはいつもの様に巌いわおの如ごとく表情を動かさず無言で――ネロは柔らかな微笑を浮かべたままやはり無言で一同の反応を見守っている。

「やはり『代行者パニツシヤー』との戦闘を含めれば、半日以上も〈イコノクラスト〉を衆目に晒したままだった事は無視できない影響を民心に与える筈だ。〈イコノクラスト〉はその存在を民衆に認知されてしまった。写真を撮った者も居るだろう」

　写真機は未まだ高価で個人で所有している者は少ない上、純機械式の写真機は対象が長時間静止しているのが前提の代物だが――感光に時間がかかるのである――半日も〈イコノクラスト〉がその場に静止していたのならば撮影した者は何人も居るだろう。ちなみに奇蹟技術を併用した写真機は瞬間的に撮影できるが、操作が難しい上に一般に出回る様な金額の代物ではない。

「つまり――〈イコノクラスト〉の存在は集団幻覚でも虚言でもなく事実として認識されてしまったという事だ」

「その事についてですが」

　ネロが不自然にわだかまる沈黙の中に言葉を投げ入れた。

「私から提案が在ります」

「提案？」

　怪け訝げんそうに尋ねたのはパルマスだ。

　彼は五氏族の長の中でも最も年若いネロの事を何ど処こか侮る様な処ところが――もっとはっきり言えば自分達よりも明らかに格下だと見ている様な部分が在る。会議を動かすのはバルド、自分、そしてタイロイドの三人であって、ネロとゼブロンはただ報告と認可と追従するのが役割だと勝手に思い込んでいるらしく……ネロが他を差し置いて提案する事に違和感を感じているのだろう。

「コードラン卿きようの発言通り、既に〈イコノクラスト〉の存在は事実として認知されています。実際に擱かく座ざしたままのイコノクラストに触れたり写真に撮ったりした者も居る様ですから、集団幻覚や証拠の無い噂うわさとして誤ご魔ま化かす事は出来ますまい」

「それがどうしたね？」

　とパルマス。

「最も早はや誤魔化せないのであれば――むしろ現状を逆手に取ってしまう方が得策かと」

「逆手に取る？」

「つまり――」

　ネロは微笑を深めて一同を見回す。

「ラヴィゾンの街で〈イコノクラスト〉の存在を公開してしまうのです」

「…………」

　パルマスとタイロイドが意外そうに顔を見合わせる。

〈イコノクラスト〉は〈レネゲイド〉の最高機密だ。

　しかしこの扱いはあくまでもそこに使われている『聖遺物』の存在を隠いん蔽ぺいし〈レネゲイド〉独自の奇き蹟せき技術や機械技術に関する情報の漏ろう洩えいを防ぐ為のものである。〈イコノクラスト〉そのものの存在を隠す為のものではない。

　そもそもあれだけ目立つ〈イコノクラスト〉を秘密裏に運用する事など出来る筈はずも無いのだ。だからこそ〈イコノクラスト〉の存在それ自体が世間に知れ渡る事は、不可避の事態として最初から想定済みだった。

　いや。それどころか――

「それは……時期尚早なのではないのか？」

　パルマスが顔を顰しかめて言う。

〈レネゲイド〉が描いた予定計画表の中には〈イコノクラスト〉を大々的に一般民衆へ公開する事も元々織り込み済みになっていた。

　この巨大擬神機によって『世界を救う救世主』の存在を人々の間に浸透させ、その圧倒的な権威を背後から操る――その事によって〈レネゲイド〉は『代行者パニツシヤー』を全て滅ぼした後の世界を支配するという野望を持っている。この目的が在ったからこそ『罪人』として誹そしられ罵ののしられ、五百年間雌伏の時を過ごしながらも、〈レネゲイド〉は絶える事無く、むしろ組織としての力を秘密裏に蓄えながら〈イコノクラスト〉を造り上げる事が出来たのである。

　この目的の為には一般の民衆に『自分達が何に救われたのか』という事を認知させなければならない。効率良く誤解無くこの認識を広める為には、積極的に情報の流布に介入して行く必要が在る。その為の計画もパルマスとその部下達が編へん纂さん中だった。ルースポリテ家は傘下に大小百にも達する隊商キヤラバンを抱えており、それがこの家の資金源となっている訳だが――情報の流布にはこの隊商を利用するのが手っ取り早いからである。

　しかし……　元々〈イコノクラスト〉の存在を公にするのは民衆の反応を細かく分析してからの予定だった。いきなり初陣から一週間という時期に細かな情報分析も行わずに公開してしまうのはいささか乱暴だ。

「民衆が無責任な流言飛語に惑わされる前に、我等がはっきりと教育しておいた方が良いでしょう。正体不明のままではこれに便乗する輩やからが出ないとは限らない」

「まさか――」

「〈イコノクラスト〉の機体そのものを造るのは我等以外にも可能だろう」

　ネロの意見に口添えする様にバルドが言う。

「実際に機体の殆ほとんどはリヴィス社の工場で鋳造しているのだからな。設備さえ在れば外見だけでも造り上げるのは不可能ではない。そうなれば〈イコノクラスト〉の偽物を造って救世主を騙かたる者も出る可能性は在ろう。現時点では『聖遺物』の事は公開できん以上、我等の〈イコノクラスト〉が本物である事を主張する訳にもいかん」

「それはそうですが……修道会の動きが未まだ分からないのですよ。彼等の影響力は無視できない。〈イコノクラスト〉を崇あがめる風潮が一定まで広まるまでは、陰からの情報操作に徹した方が良いと思われますが。そもそも〈イコノクラスト〉の背後に居るのが我々だと知れば修道会がどう出るか――元々死にたがりの馬ば鹿か者共だ。大喜びで『粛正』の名の下に治安士共の大群が我等に戦いを挑んでくるでしょう」

　修道会。

　正式にはエクノドラス真教修道会と呼ばれる集団は、単なる宗教組織の枠を越え、この世界における事実上の統一連邦政府機能を担っている。

　基本的にこの世界では、人類の生存領域とは広い大地の上に点在するものでしかなく、比較的規模の大きな街が周囲の小さな町や村を従えてそのまま自己完結的な小国家として機能を果たしている場合が多い。そして街と街は交易以外にはあまり交流も無く――普段は互いに影響を及ぼし合う事は無い。

　だが、当然ながら街から街へと渡り歩く犯罪者や、街の外部に拠点を構える山賊の類たぐいも皆無ではなく……これらを取り締まる為に各街の間を行き来して情報交換をしたり、犯罪者を街から街へと追尾する統一的な組織が必要となる。また街同士の諍いさかいも皆無ではなく、これを調停する『第三者』が必要になってくる。

　その機能を担っているのが修道会だ。

　彼等は元々宣教師として関係者をあちこちの街に派遣しており、前記の様な機能を果たす為の下地が出来ていた処ところに、他にそれを担う組織の存在も無い為、次第に単なる宗教組織から、一種の連邦政府的な組織へと変化していったのだ。

　治安士と呼ばれる修道士は修道会がそうした機能を果たす様になった過程で生み出されたものであり、事実上の強制力――即ち警察力、軍事力、もっと露骨に言えば武力に相当する者達だ。

　住民の間に大きな動きが在れば当然に彼等は出てくる。

　また――修道会はその教義の関係上、〈レネゲイド〉とは相あい容いれない。

　修道会の基本教義は『代行者パニツシヤー』信奉に在る。

　即ち『人類はかつて神を裏切った罪人であり現在の苦難はその報いである。よって人類は悄しよう然ぜんとしてその裁きを受け入れ、神の赦ゆるしを乞う事こそが正しい在り方である』――これが修道会の考え方だ。要するに抗あらがっても無駄ならば、徹底的に伏してその脅威が過ぎ去るのを待つ――それでも駄目ならば進んで滅びを『正しい事』として受け入れる事で恐怖を忘れる――という事だ。

　当然ながら修道会にとって〈レネゲイド〉の創始者である処の五人――即ち神を殺した五人は『五人の大罪人』として憎むべき教敵となっている。反対に〈レネゲイド〉の者達に言わせれば修道会は敗北主義であり、最初から神の呪のろいと戦う事を放棄している馬ば鹿かの集団だ。

　両者の関係は事実上『敵』と言っても良いだろう。

　もっとも〈レネゲイド〉の存在は巧妙に隠いん蔽ぺいされており――その存在が公的に確認された事は無い。その為、未まだ〈レネゲイド〉と修道会が正面から衝突した事は無かったが。

　しかし――だからこそ修道会は『代行者』を現に倒してのけた〈イコノクラスト〉を見過ごす事はあるまいし、それを拝もうとする住民達の動きを看過する事も無いだろう。

　無論――修道会も組織の肥大化に伴い、信仰心の希薄化が進んでいる。恐らく末端の者達は買収や脅迫である程度動きを操れる俗物に過ぎない。

　だが、修道会本部――固定的なものではなく、大量の馬車と蒸気車によって構成される一大旅団キヤラバンだという噂うわさだが――から派遣されてくる叩たたき上げの治安士達は、その限りではない。

「無論〈レネゲイド〉の名は伏せます」

　ネロが平然とした様子で言った。

「表向きの〈イコノクラスト〉の所有者はネロ・リヴィスという事になります」

　ネロ・リヴィス。

　これはネロがしばしば〈レネゲイド〉外部に対して使う偽名である。

　彼は五氏族の中でも特に外部との渉外役を担う事が多く、偽装として青年実業家ネロ・リヴィスというもう一つの顔を持っていた。無論『リヴィス』の名を冠した会社組織は先のバルドの発言からも分かる様に実際に存在し――此こ処この上げる収益は〈レネゲイド〉の重要な資金源の一つとなっている。

「一般人や修道会の治安士共には奇き蹟せき術の詳細など分かりますまい。『新型の超大型擬神装置』と説明してやれば、ある程度の追及はかわせます。元々リヴィス社には重機械製造の部門が在りますから」

「しかし――」

　タイロイドが口を挟む。

「いくら修道会が奇蹟術を軽んじる傾向が在るとはいえ……実際に〈イコノクラスト〉を調べられて『聖遺物』を発見されてはとても誤ご魔ま化かせまい」

「無論それについても対策は用意済みです」

　ネロは艶つややかに微笑ほほえんだ――タイロイドの言葉をまるで待っていたかの様に。

「現在――リヴィス社の工場でもう一体の〈イコノクラスト〉を組み立てさせています」

「……なんだと？」

　パルマスが驚きの表情を浮かべる。

　これにはタイロイドやパルマスは無論、普段は殆ほとんど表情すら変えないゼブロンですら驚いた様だった。声こそ漏らさないものの、この寡か黙もくな武人は淡い不審の表情を浮かべてネロを睨ねめ付けている。

「何い時つの間にそんなものを……いやそれ以前にそんな勝手な事を……！」

　パルマスが円卓を叩いて叫ぶ。

「別に改めて何かを造った訳ではありません。元々在った〈イコノクラスト〉の予備部品の流用ですよ」

　ネロは微笑を絶やさずに言った。

　確かに兵器である〈イコノクラスト〉は過酷な環境で稼働させられるのが大前提であり、当然ながら損耗する部品も多い。大は装甲板から小は螺ね子じの一本に至るまで丸ごともう一体の〈イコノクラスト〉が組み上げられる程の部品は元々用意されていた。

「無論――これは形だけを似せた偽物です。最低限の奇き蹟せき術と蒸気機関を使って簡単な動作をする程度の代物でしかない。しかしそれでも充分に修道会の眼は誤ご魔ま化かせる筈はずです。彼等は〈イコノクラスト〉の実戦をその眼で見ていないでしょうから」

「しかし……」

　タイロイドは納得していない様だった。

「しかしそれでは『代行者パニツシヤー』を倒す事など出来ないと誰だれにでも分かるぞ？」

「無論その通りです」

　ネロは満足げに頷うなずく。これも予想済みの言葉であったらしかった。

「ですからそれは――我等が『英雄』のお陰という事で」

「…………」

「まさか修道会の治安士共も彼を解剖するとまでは言いますまい？」

　つまり――ネロは『代行者』を倒した圧倒的な力は、〈イコノクラスト〉ではなく省吾のものであると説明する積もりなのだ。『異世界人』という一語を掲げておけばその能力が如い何かにべらぼうなものだと説明されても否定はしにくい。異世界への接触は〈レネゲイド〉のみが有する技術であって他の者達はそもそも異世界人がどんな存在なのかも知らないのだから。

「召喚儀式の事はどう説明する？」

「それは無論――『偶然』という事で」

　タイロイドの言葉に皮肉な微笑ほほえみを見せながらネロは言った。

　修道会にも奇蹟師は――修道会内部では一般と区別する為にわざわざ『御み業わざ使つかい』という名を冠して呼んでいるが――存在する。立場は違えど奇蹟術に対する理解は基本的に同じである以上、細かな召喚技術の術式を調べられれば、それが莫ばく大だいな『聖体』を必要とする事――つまりは『聖遺物』を隠いん匿とくしている〈レネゲイド〉以外には不可能な行為であると知られてしまう。

　だが――

「人為的な召喚儀式の結果ではなく、偶然、何らかの事故か特殊な現象の作用によって、彼はこちらの世界に飛ばされてきた、という事にしておけば良いかと」

　別の言い方をすれば――異世界人たる省吾がこちらの世界に居るいきさつについては知らぬ存ぜぬを通すという事である。

「下手に隠すよりは偽物でも見せてしまった方が納得させ易やすい。偽物の〈イコノクラスト〉――便宜上〈イコノクラスト２〉と致しますが――これをラヴィゾンの街に輸送し、救世主共々『お披露目』をする、これが私からの提案です」

「それで修道会の治安士共が本当に納得するかどうかだが……」

　パルマスが尚なおも不審そうな表情で言う。

「駐在治安士はともかく……本部の派遣治安士は教義原理主義者の連中も多い。生半可な買収や丸め込みは効かないぞ。そもそも奴等は『代行者パニツシヤー』から逃げる事さえ信仰に背く行為と考えているからな。ましてその『代行者』を倒してしまった事実そのものに、どう反応するのか……」

「そちらについても対策は考えております」

　とネロ。

「消してしまうにしても、あるいは何らかの手段で懐柔するにしても、本部からの派遣治安士がラヴィゾンの街に着くのは未まだ数日かかるでしょう。派遣治安士は駐在治安士に較くらべると圧倒的に数が少ないですから。要はそれまでに〈イコノクラスト〉及びショウゴ・カシバの存在を既成事実にしてしまえば良いのです」

「ふむ……」

　思案の表情を示すタイロイドとパルマス。

　バルドが更に言い添える。

「修道会とて街の人間全てを粛正する訳にもいくまいよ。修道会本部の治安士が派遣されてくる前に、可能な限り速やかに街の住人を一人でも多く我等のシンパにしてしまう事が重要だ」

「……なるほど」

　不承不承といった感じではあるが頷うなずくタイロイド。遅れてパルマスも頷いた。

「既に『お披露目』の計画案は作成済みです」

　ネロは一同を見回して言った。

「万事お任せあれ」

「待て。ネロ・オトルチ――貴殿が全て取り仕切るのか？」

　パルマスが顔を顰しかめて言う。

　元々〈イコノクラスト〉の公開に関する計画を取り仕切っていたパルマスとしては横から手柄を取られるかの様にも思えるのだろう。そもそも『救世主』の『お披露目』は今後の〈レネゲイド〉の権力分布にも影響を及ぼす可能性が高い重大な一件だ。ネロ一人に任せておいて、オトルチ家だけの都合の良い形で実行されては困る。

「御心配なく」

　ネロはあくまで笑みを絶やさない。

「どちらにせよこの一件は五氏族の協力が必要です。だからこそこの場で議題として提案した次第です。計画の詳細を記した書類はすぐにお渡し致しますし、実際に『救世主』をお披露目する際には姫ひめ巫み女こ達を護衛役兼通訳として側そばに付けますので、私の独断で事を進める事は出来ません」

「…………ならば……良いが」

　不承不承といった様子ではあったがパルマスは納得した様だった。

　ネロは確認する様に一同を見回すが――殊更に異を唱えようとする者は居ない。パルマスとタイロイドは多少の不信感をその表情に残しているが、バルドもゼブロンも表だって反対していない。

「ではその様に」

　満足げに頷うなずいてネロはそう宣した。



　　　



　眼が覚めると……見慣れぬ部屋の情景が視界に入ってくる。

　ぼんやりとその意味を考えながら省吾は身を起こした。

　十年以上慣れ親しんできた自分の部屋を構成する、諸々のものが無い。漫画や小説の詰まった本棚も。壁に貼はられたポスターも。開けば街中の雑音が飛び込んでくる窓も。小学校入学の時に祖母に買って貰もらって以来、ずっと愛用している机も。通販で買ったパイプベッドも。そしてその上に置かれたパソコンとその液晶ディスプレイも。

　代わりに在るのはやたら重厚な――あくまで省吾の感覚でそう見えるだけという事だが――造りの部屋の佇たたずまい。

　そもそもの広さが三倍以上。ベッドは木製で天てん蓋がいが付いている。窓を閉ざすのは木製の鎧よろい戸ど。部屋の端に在る文机には陶器製らしきインク壺つぼとペン立てが置かれている。蛍光灯の代わりに照明はあちこちに置かれたランプ。

　西欧の貴族の屋敷を思わせる雰囲気の中で――何故か壁布やカーペットには何ど処こかアイヌ文化を思わせる抽象記号の模様が描き込まれて独特の景観を成していた。

「…………」

　ベッドに腰掛けながら改めて部屋の中を眺める。

　見慣れないのは当然だ。

　元々こちらの文化に未まだ慣れ親しんだ訳でもないのに……此こ処こは昨日まで彼があてがわれていた部屋ですらない。飛行船で『聖せい廟びよう』に戻ってきた省吾が案内されたのは、救世主として働く事に対する報酬の一部――即ち一軒の屋敷であった。

『聖廟』の近くに建てられたこの屋敷は、元々ルースポリテ家が所有していた建物を急きゆう遽きよ改装したものであるらしい。

　三十坪弱の土地に建てられた５ＬＤＫの一軒家で育った省吾にしてみれば、その屋敷は殆ほとんど大邸宅と言って差し障りなかった。鉄柵さくの門扉だけでも彼は先まず圧倒され、玄関に至るまでに在った花壇を見て呆ぼう然ぜんとし、中に入れば入ったで大小二十の部屋に加えて、食堂、厨房、食料庫、挙げ句に中で泳げそうな風呂場――と省吾はひたすら圧倒されっぱなしだった。

　しかもこれが先日までただの高校生だった省吾の持ち物になるという。

　それこそ物語の中では別に不思議でも異様でもない展開だが、実際に『これが貴方あなたの所有物です』と目の前に出されてしまうと、途方もない違和感が先ず脳裏を過よぎる。

　何はともあれ……　省吾、花梨、そして護衛及び世話係として五人の姫ひめ巫み女こがこの屋敷に住む事になった。

　昨夜は省吾は姫巫女の一人であるセネカに案内されてこの部屋に入り、疲れもあってかそのまま簡単に寝入ってしまった。

「……そろそろか」

　鎧よろい戸どから漏れる光はもう朝である事を示している。

　そろそろ姫巫女の中の誰だれかが――恐らくはメリニが起こしに来るだろう。

　そんな事を考えていると。

「おはようございます」

　扉の向こう側から声が聞こえる。

「ショウゴ様。起きて居られますか？」

「あ――ああ」

　意外にも声はメリニのものではなかった。

「……おはよう」

　欠伸あくびを噛かみ殺してベッドから降りながら省吾も挨あい拶さつを返す。

「失礼します」

　そう断ってから入ってきたのは姫巫女の一人――ペルテア・インペラスであった。

　ベッドサイドの小さな机の上に置いて在る眼鏡を手にとって掛ける。

　レンズを介して急速に鮮明さを増す視界の中で――何やら興味深そうな表情を浮かべて彼の方を見つめているペルテアと眼が合った。単に視線を向けるのではなく……明らかに何かの思惑を込めて彼に向けられる眼まな差ざし。少し気け圧おされるものを感じながらも省吾はペルテアに尋ねた。

「な……なに？」

「いえ――」

　ペルテアがにっこり笑って言う。

「眼鏡を外された方が素敵だな――と」

「そ……そうかな……」

　御世辞ともとれる台詞せりふであるがこの少女が言うと何故か嫌味が無い。

「眼鏡が無いと歩くのも難しいですか？」

「いや……そういう訳でも無いけどさ」

　省吾の視力は決して良いとは言えないが、目が悪くなり出したのが比較的遅かった為に、あまり近視は進行していない。大抵の場合、近視というものは成長と共に進行する傾向が在り――恐らくは肉体がそういう形に最適化されてしまうのだろう――目が悪くなり始める時期が早ければ早い程、視力も下がりやすいのだそうだ。

「細かい部分がね……」

　近視がとことん進むと裸眼では階段の上り下りさえ距離感が掴つかめずに難しくなるが、省吾の場合はそこまで酷ひどくはない。精々離れた場所の人間の顔が見分けにくくなる程度だ。

「じゃあ眼鏡無しでも大丈夫ですね」

「うん？　何の話？」

「装いの話です」

　とペルテア。

　相変わらず話が見えずに戸惑う省吾に彼女は『失礼します』と断って歩み寄り――有無を言わさず彼の寝間着に手を掛けて腰帯を解き始めた。

「ちょ――ちょっと君」

「ペルテアです。どうか覚えてくださいな」

　少し悪戯いたずらっぽく笑ってペルテアが言う。

「ペルテア。服くらいは自分で着替え……」

「動かないでくださいましね？　御心配なく――お許し無しに襲ったりしません」

　ペルテアはからかう様な口調で言いながら困惑する省吾の寝間着を脱がせ、下着一枚の状態にさせると――上半身裸の省吾に両腕を回して抱き付いた。

　小柄なペルテアの白い頬ほおが省吾の胸に押し付けられる。

「ちょっ――ちょっと？」

　素肌の胸に感じる柔らかさの感触に焦あせる省吾。

　だが構わずペルテアは省吾の胸に頬を付けたまま、ごそごそと何かを背中の方でしていたかと思うと――すっと滑らかな動きで身を離し、何やら紐ひもの様なものを引っ張って彼の胸を一周させた。

　どうもこれはこちらの世界でのメジャーの一種らしい。

　紐には等間隔で印が織り込まれていて、ペルテアはその印を口の中で読み上げて数えている様だった。ちなみにこちらの世界は十六進法とそこから派生した八進法が基本らしく、紐の印も等間隔に八つ違う色のものが並んだ後に再び同じ色に戻って八色が続く――という配置になっている。

　更にペルテアは慣れた動作で紐ひもを滑らせ、胴回り、首周り、腰回りを計測。更に腕の長さや股下の長さなどをてきぱきと測っていく。

「なにしてるんだ……？」

　何となく想像はついたものの……黙って測られているのも何となく手持ち無ぶ沙さ汰たというか気恥ずかしい感じがするので、そうペルテアに声を掛けてみる。

「ショウゴ様の御衣装を調整する為に細かい部分を測っております」

　想像通りの答え。

　確かに仕立屋そっくりの作業であってペルテアの動きに淫いん靡びなものは全く無いのだが、目的がどうあれ省吾としては上半身裸の状態で女の子に抱き付かれたりすると落ち着かない。まあペルテアは姫ひめ巫み女この中では二番目に小柄で――一番小さいのはアフィニエ・オトルチである――傍はた目めにはこうして省吾に抱き付いても子犬か何かが飼い主にじゃれついている様な微笑ほほえましい雰囲気が在るのだが、当の省吾はそんな客観的な見方をする様な余裕は無かった。

　何しろ――姫巫女はどの少女も相当な器量好しである。

　ペルテアも例に漏れず相当に可愛い。



    

  
    
      



    

  
    
      　顔立ちが整っているのは無論として――長い黒髪を全て後方に流してそれを白いリボンでポニーテール状に束ねており、蒼あおと白を基調にした衣装と相まって、見るからに健康的というか装いに清潔感が在る。きびきびした動作の為か、幼いながらも何ど処こかきりっとした目鼻立ちの為か、姫ひめ巫み女こ達の中でも特に闊かつ達たつな印象が強い。同じ姫巫女でもメリニやセネカは何ど処こか儚はかない風情が付きまとうのだが――この少女に限ってはそういった雰囲気は全く無い。

　姫巫女筆頭のメリニによると、このペルテアは武人としての側面を強く持つインペラス家の出で――彼女もインペラス家の者の例に漏れず幼い頃から武術を仕込まれているのだという。小柄な体たい躯くの為に一見するととてもそうは見えないが、姫巫女の中では素手での格闘から銃器を使った戦闘まで最も強いのは間違いなくペルテアなのだそうだ。

「衣装って……なんでまた？」

　省吾は既に〈レネゲイド〉から何着かの服を与えられている。

　全体的にこの世界の男性の衣装は余裕のあるゆったりとした作りになっているらしく、〈イコノクラスト〉の御者装束パイロットスーツを作る際にもわざわざ細かく計測する事など無かったというのに――今更わざわざこんなに細かく省吾の体格を調べて一体どんな衣装を仕立てる積もりなのか。

「近々、宴うたげと式典が在りますので。それにその後も色々と礼服を着用される機会は在りますでしょうし――この際、きっちり測っておこうという事になりまして。他はともかく礼服は目測で作る訳にも参りませんし」

「はあ……」

　礼服を目測で作ると何がいけないのかよく分からないが、こちらの習俗の類たぐいは今一つ把握しきれていないので……そう言われると省吾としては黙って従うしかない。

「御面倒かもしれませんが……此こ処こは私の父の顔を立ててくださいませ」

　ペルテアは手首や指の長さまで測って、鉛筆の様なもので自分の手の甲に数字らしき記号を書き込みながら――そんな事を言った。

「……なんの事？」

「公の場でのショウゴ様の御衣装を仕立てるのは、インペラス家の役目になっておりますので。メリニからお聞きになっておられると思いますが、我がインペラス一族は他の四氏族に較くらべて武家としての側面が強いですから、武人の衣装の仕立てには一家言在るんですよ」

　とペルテア。

「武人……って。俺おれの事？」

「無論、ショウゴ様の事ですよ。『代行者パニツシヤー』と戦いこれを屠ほふる――これを武人と言わずして何と言いましょうか」

　必要な部分は全て測り終えたらしく、身を離して紐ひもを懐に収め、視線を省吾の顔に戻しながらペルテアは笑った。

「武人……ねえ」

　省吾は何ど処こか落ち着かないものを感じた。

　武人。

　別に何らかの格闘技に秀でている訳でもないし、自覚も心得も無い自分がそんな言葉を冠されるとは思ってもみなかった。

　とはいえ古来より『英雄』とは大抵の場合に何らかの戦いで功績を挙げた者を指すだろうから――英雄即ち武人という考え方は間違ってはいないのだろう。

　実際に省吾は〈イコノクラスト〉に乗って戦った訳だし……そもそも武道で言うところの『段位』とは元々『何人殺したか』を示す数字であった訳で、『代行者パニツシヤー』一体を屠ほふっている省吾はさしずめ『英雄道・初段』といった処ところでもあるのかもしれない。

　そんなとりとめの無い事を考えていると――

「まあうちは五氏族の中でも末席ですから。何かと言い訳でもつけて介入しないと、ないがしろにされちゃうんですよね」

　あっけらかんとした口調で言うペルテアの台詞せりふが耳に引っかかった。

「ないがしろって――」

「要するにどれだけショウゴ様の身の回りを取り仕切るかで〈レネゲイド〉の中での立場や地位も変わってきますからね。今やショウゴ様に関する事柄は些さ細さいな事でも〈レネゲイド〉の権勢争いにも影響を及ぼす訳です」

「……え？」

　思ってもみなかった台詞に省吾は思わず身を固くする。

　だがペルテアはそんな彼の様子に気付いているのかいないのか――朗ほがらかな口調で言葉を続けた。

「あれ？　御存じありませんでしたか？」

「いや……」

「カリン様は気付いておられる様でしたから、てっきりお聞きになっているかと思っておりました。大体……それぞれ五氏族の長が一人ずつ姫ひめ巫み女こを出しているのもそのせいですよ。世話役を一任してしまって他の氏族に出し抜かれない為です。ほら――どうしてもショウゴ様も身近に居る者に情が移るでしょう？」

「…………」

　確かに血の繋つながりの在る無しは在っても、基本的に姫巫女は五氏族の長の娘や妹がなっている。だがよく考えれば優秀な者を姫巫女にするというだけの基準なら、こうも綺き麗れいに一人ずつという割り振りにならない事だってあるだろう。

　だが――

「そんな事……俺おれに言っちゃっていいのか？」

　省吾の寵ちよう愛あいや関心を引きつける事が姫ひめ巫み女こ達の役目であるのならば――それは黙っていた方が良い筈はずだ。何も知らない相手を操る方が遙はるかに楽だという程度の事はさすがに省吾にも分かる。

「いいんじゃないですか？　ちょっと考えればすぐ分かる事ですし」

　あっけらかんとペルテアは言った。

「それに」

　ペルテアは屈託の無い口調で続ける。

「私としては、ショウゴ様にはそういった事も全て飲み込んだ上で尚なお堂々としておられる様な『英雄』になって頂きたいので。私も姫巫女の端くれですから……お仕えする救世主様には立派な方であって欲しいです」

「は……はあ……」

「はい。終わりです。お疲れ様。服を着てくださってもいいですよ――と」

　ぽん――と省吾の胸を掌てのひらで叩たたいてペルテアは言う。

「それともこのまま私を可愛がってくださいます？」

　まるでファーストフード店の店員が『ご一緒にポテトも如何いかがですか？』と問うかの様な気楽さだった。メリニの反応とは異なる以上、ペルテアのこうした言動はこちらの世界の標準的な価値観というより、ペルテア個人の個性から来るものなのだろう。

「…………」

　慌てて省吾はペルテアに背中を向けた。

　なんだかんだ言っても十代の少年――ペルテアのスキンシップにやけに元気になっている部分が在る訳で。今までは努めて考えない様にしていた訳だが、こうも露骨に言われると意識せざるを得ない。

「あはは。そっか。ショウゴ様。御経験無いんですか？」

　ペルテアは省吾の背中を眺めながら面白そうに言った。

「…………笑うな」

　呻うめく様な口調で言う省吾。

　心情的にはメリニ一筋な彼であるが――無節操に反応する自分の肉体が恨めしい。まああくまで省吾の女性の趣味としてはメリニが一番というだけで、ペルテアや他の姫巫女が魅力的である事には変わりなく、その意味では仕方の無い事かもしれないが。

「ごめんなさい。でも私も無いからおあいこですし」

　これまた何の躊躇ためらいも気負いも無くペルテアはそんな事を言ってくる。

「いや、おあいことかそういうもんでも」

　言いながらも、ふと――省吾はこの姫巫女とは男女の関係にはならなくても友達にはなれる様な気がした。この大らかさはむしろ友人として好感が持てる。

「――うーん。そっか。それでメリニの事も抱かなかったんですね」

　言われて省吾はぎくりと身を強こわ張ばらせた。

　どうもその手の話は完全に筒抜けらしい。まあペルテアの言う『姫ひめ巫み女この誰だれが省吾の寵ちよう愛あいを得るかという事が〈レネゲイド〉内部の権勢に影響する』というのなら当然の事かもしれないが。

　しかし……改めて考えてみるととんでもない話だ。

　省吾にしてみれば好みの少女に手を付けるというだけの事かもしれないが、背後には恐らく何十人、いや何百人、ことによれば何千人の思惑が絡み付いている事になる。

　こんな事を聞かされてはたとえ花梨の眼が無くともメリニに手を出し辛づらい。

　あるいは――そんな省吾の気持ちさえ計算しての事であるとすれば、このペルテアという少女はこう見えてもかなりの策士という事になる。

　それはともかく――

「メリニって私が見ても綺き麗れいですからね。ひょっとしてショウゴ様、女性に興味がないのかと心配しちゃいましたよ」

「君な……」

　うんざりした表情を浮かべて言う省吾にペルテアは笑いながら言った。

「ペルテアです」

「……ペルテア。何か君、性格変わってないか？」

　実を言えばペルテアと二人っきりで話をするのはこれが初めてだ。

　だがどうも――メリニ達と一緒に姫巫女として省吾に接している時とはやや雰囲気が違う。無論今でも彼女は姫巫女として省吾の前に立っているのであろうが、何というか普段の様な『公の場の振る舞い』とは違う感じがする。

「こっちが地なんですけどね」

　とペルテアは肩を竦すくめて言った。

「でもショウゴ様が女性に興味が無い方が未まだ良かったかな」

「……どういう事？」

「メリニはコードラン家に引き取られた後、ひたすら救世主に尽くす様にって育てられてきましたから。私やハーチェッタ、アフィニエ、セネカは元々それぞれの氏族の長の血縁者や親しん戚せきですけど、メリニはその為だけに引き取られた子です」

「…………」

　それは確かにメリニからも聞いた話だ。

「逆に言えば彼女にはそれしか無いですから。ショウゴ様の御寵愛を得られなければ彼女は存在している意味が在りません。だからもしショウゴ様がメリニを女性として魅力的だと思われるのなら、誤ご魔ま化かさないできちんと可愛がってやって欲しいんですよね」

「……そんな無茶な」

　そういう理由で男女がベッドを共にするのはおかしいと省吾は思う。

「ショウゴ様の世界ではどうだか知りませんけど、私達の、それも〈レネゲイド〉の世界はそういう処ところなんですよ。大体……私だって父はインペラス家の長ですけど、娘をショウゴ様の護衛役と側女にする為に教育してきた訳ですし」

「……それは……でも……」

「まあうちはちゃんと兄や姉が居ますから一人くらいはそういうのに使っても問題無いんでしょうけど」

「……そういう言い方、やめてくれないかな」

　さすがに省吾は顔を顰しかめて言う。

　如い何かなる場面でも人間の自由意志が最優先される世界――そんなものは幻想に過ぎないという程度の事は省吾も理解している。個々人の喜怒哀楽など関係無しに世界が動いているという事も分かってはいる。人間が道具の様に使われる事も別にこの世界に限った事ではないのだろう。

　だがそれが自分の目の前で、しかも自分を中心として行われていて――それを抵抗無く受け入れられるかとなると話は別だ。

　自分は特別だから――その一事を以もつて何の疑問も感じない程、省吾は傲ごう慢まんでもなければ鈍感でもない。むしろ自分の恣し意いで一人の人間の存在理由まで左右されてしまうなどという状況を、省吾は気持ち悪いと思ってしまうのだ。省吾もメリニもペルテアも同じ人間だ。なのに感情も意志もない人形の様に扱われている現実が此こ処こに在る。それが省吾に落ち着きを無くさせる。

　もし自分がメリニやペルテアの立場だったとしたら……彼女等と同様に平然としていられる自信は無い。

「申し訳ございません。でも本当の話ですよ。まあ――ハーチェッタやセネカ、アフィニエの事情は詳しく存じませんけど、でも私の場合は、納得ずくですから別に気にして貰もらわないでも良いですよ？」

「気にするなって言われても……」

　省吾は溜ため息をつく。

　何というか……言葉や価値観の違う外国人どころか、根本的に感覚の違う別種の生物と話をしているかの様な違和感が付きまとう。メリニ達が日本語を喋しやべり、美しくはあるものの平凡な人間の姿をしているからこそ、余計にその違和感は重いものとなって省吾の上にのしかかってくる。

　理屈では分かるのだ。こんな話は別に珍しくない。歴史を紐ひも解とけばいくらでも見つかるであろうし政略結婚だの何だのは今の世界にだって幾らでも溢あふれているだろう。誰だれもが自分の望んだ理想的な人生を送っている訳ではない。

　しかし……

「あはは。本当に平和な国から来られたんですね」

　懊おう悩のうする省吾を見てペルテアが笑う。

　まるで馬ば鹿かにされたかの様に聞こえて省吾は一瞬、かちんときたが――

「本当に――まぶしい位」

　ひどくその一言が重く響いた様な気がして。

「ペルテア――」

「メリニには悪いけど私もちょっと本気で頑張ってみようかな」

　首を傾かしげてペルテアが言う。

「……は？」

「いえいえこっちの話」

　そう言うペルテアの口調はもうあっけらかんとしたものに戻っていた。

「とにかく――ショウゴ様はお優しいですけど、ならもう少しメリニの事、考えてやってくださいましね。ついでに私も可愛がって貰もらえると尚なおいいんですけど」

「どうしてそうなるかな……っていうか一夫多妻制なのか、ここは？」

「イップタサイセイ？」

　ペルテアが首を傾げる。大抵の日本語は分かっている様だが、こうしてたまに特殊な単語だと彼女等も知らない場合が在る。

「一人の夫に対して妻が何人もいるって事だよ。こっちの世界では夫婦は一人ずつが常識じゃないの？」

　考えてみればそもそも統一的な法律とかも在るのかどうか。

　省吾の印象ではこの世界の文明基準レベルは十九世紀から二十世紀初頭といった雰囲気だが、奇き蹟せき術などという特異な技術体系が存在する上、『代行者パニツシヤー』の様な問答無用な代物が存在している以上、省吾達の世界の文明基準と綺き麗れいに合致するとは思えない。今のところ、全く理解できない様な事態には出くわしていないものの、政治経済や法律的な概念をどれだけ省吾の常識で推し量る事が出来るのかは謎なぞだった。

　ただ……

「夫婦は一人ずつですけど、そんなの関係ないと思いますよ」

　ペルテアは苦笑して言った。

「ショウゴ様は『救世主』――英雄な訳ですから」

「……え？」

　思わず眼を瞬まばたかせる省吾にペルテアはごく普通の……まるで天気の話をするかの様な気負いの無い口調で言った。

「普通の人間と同じ常識や道徳を当て嵌はめる必要は無いじゃないですか」

「……そうか。そうかな」

　呟つぶやく省吾。

　確かに筋は通っているだろう。英雄は普通の人間でないから英雄なのだ。ならば普通の人間を律する為の常識や道徳なぞ当て嵌める事にこそ無理が在る。そういう考え方も確かに在るだろう。

「どうなさいました？」

　不思議そうにペルテアが尋ねてくる。

「いや……別に」

　曖あい昧まいな笑顔を取り繕いながら省吾は言った。



　　　



　照り付ける太陽の下で乾涸ひかららびていく大地。

　そんな荒野の片隅に――まるで墨をこぼしたかの様にわだかまる影が在った。

　辺りに幾つも転がる岩や地面の隆起によって生み出される無数の影――その中に在って、それはあまり目立たない存在ではあった。だが……もしこの場に注意深い者が居ればそれが如い何かに異常な代物であるかという事に気付いたかもしれない。

　それは……人の形をしていた。

　無論それだけならば異常でも何でもない。人間の姿は周囲には無いが、人型の影の本体が必ずしも人である必要は無い。岩やその他の影がたまたま相互に組み合わさって人の輪郭に似た影が生み出される可能性も在るだろう。

　だがそれは全く動かない。

　他の影がじりじりと太陽の移動に従ってその形を変え、延びる方向を転じていくにもかかわらず……それは大地に染みついた模様の様に厳然とそこに留まり存在し続けている。一見すればそれは影そのものなのだが、一定時間を通して見ればそれが太陽光の遮断によって生み出されたものでない事が分かる。光とは全く独立してそれはそこに在り続けていた。

　実体を持たない黒い人型の平面。

　拡大鏡でも翳かざして眺めれば、それがただ黒いのではなく……ある種の文字が途方もない密度で書き連ねられた結果なのだと分かる。そしてその文字が読める者ならば例外なくその文字が延々と繰り返しつつ示す内容に慄りつ然ぜんとした事だろう。

　それは呪のろいだった。

　人間全てに対する怒りと憎しみと恨みが何百万――否、何百億という文字を費やして書き連ねられたものだった。あるいは全てを読み解く事が出来れば、解読者は己が人間である事に絶望して自ら命を絶つかもしれない。この影の様なものに込められた呪のろいの深さはそれだけのものが在った。

　影は――『代行者パニツシヤー』と呼ばれるものだった。

　滅んだ神の遺のこした自律型超高密度呪じゆ詛その集合体。それが影の正体だ。人間に裏切られ殺される事となった神の恨みを受けて、ひたすら人間に復ふく讐しゆうする――復讐し続ける、それだけのもの。何の感慨もなくただ人間を苦しめ続ける為の実体無き仕掛け。それ故にこそ、それは人間には決して打ち払う事の出来ぬ災厄であり、この脅威に晒さらされた者達にはただ運命の同義語としてしか語り得ぬ絶対的殺さつ戮りく者。

『代行者』は思考していた。

　彼等の思考は人間のそれとは明らかに異なる。彼等の思考に感情などと言う夾きよう雑ざつ物ぶつは一切無い。ただ与えられた使命――人間を可能な限り惨むごたらしく苦しめた末に死に至らしめる事――の為に必要と思われる情報を整理し編へん纂さんし計画を組み立てるだけだ。

　その為に休眠中の『代行者』は思考力の殆ほとんどを割いている。

　既に『代行者』達はそれぞれ数万通りの方法を立案しその可能性を詳細に検討している。次に起動する時間が来れば即座にその内の一つを実行できる様に、彼等は擬似意識内におけるシミュレーションを繰り返していた。

　だが。

　彼等の計画を大きく狂わせる要因の出現が報告された。

　十六体存在する『代行者』の一体が破壊されたのである。

『代行者』達の計画は基本的に人間に対する『代行者』の絶対優位という立場に依よって組み立てられている。これが揺らぐとすれば――つまり人間側に『代行者』に対抗できる戦力が在るとすれば、彼等の立てた計画の殆どは破棄を余儀なくされる。

　破壊された『代行者』が機能停止する直前に送ってきた情報によれば――人間側は『代行者』達の創造主たる神の偽物を用意してそれをぶつけてきたらしい。幾つかの不明情報は存在するが――そもそも人間は『代行者』に近付く事も出来ないのにどうやってその偽神を制御し、奇き蹟せき術まで使っているのか――まずはこの想定外の要素、不純物を排除しない事には円滑な計画の遂行は望めない。

　故に『代行者』達は思考する。

　既に計画されていた数万通りの行動を一いつ旦たん凍結し、新たに対偽神戦術を彼等は淡々と構築する。そこに創造主に対する畏い敬けいは無い。彼等はただ復讐を代理する者だ。恨みも憎しみも彼等のものではない。彼等はただの道具であり滅んだ神の影に過ぎない。巨大な自存する呪詛たる『代行者』は、黙然と亡き創造主の望みを実行するのみで――そこには感慨すらも無い。故に『代行者』は、偽神の重要部品に彼等の創造主の肉体が使われているらしい事も可能性として認識はしていたが、その破壊には何ら躊躇ためらいは無かった。

　そして――



　　　



　早めの昼食を摂とった後はハーチェッタによる奇き蹟せき術の講義が行われる事となった。

　既に何となく省吾も気付いてはいたが――姫ひめ巫み女こ達にはそれぞれ得意不得意というものが在る。彼女等は普通の人間以上には何でもこなせる様だが、それでも個人的な資質や育ってきた環境の差が出てくるのだろう。

　ハーチェッタは奇蹟術開発に長じたマブロ家の娘だけあって姫巫女の中でも最も奇蹟術に関する造ぞう詣けいが深く、また使い手としても優れているという。

「――という訳で」

　小さく咳せき払いしてからハーチェッタは一同を見回した。

　ハーチェッタ・マブロ。

　彼女は姫巫女の中では最も長身で大人っぽい雰囲気を纏まとっている。

　奇蹟術使い――奇蹟師という事はいわゆるファンタジー作品で言うところの魔法使いになる訳だが、外見的には背の高さや切れ長の眼、そして長い三つ編みといった要素から省吾にはゲームに出てくる様な『格闘家』『拳法使い』の印象が強い。

　やはり外見から何となく気が強そうな女性――と省吾は勝手に考えていたのだが、これはどうも違うらしい。

「基本的な理屈から」

　今、省吾達が居るのは屋敷の食堂である。

　別に何ど処こでも良かったのだが……元々擬ぎ神しん杖じようは人間の身長程もある代物なので食堂の様に広い場所の方が何かと融通が利く。更に言えば椅い子すも机も在るという事で講義には相応ふさわしかろうと花梨が選んだのだ。

　ちなみに現在、食堂には姫巫女としてはハーチェッタの他にもう一人姫巫女の姿が在る。

「…………」

　何処かぼんやりとした表情の少女。

　セネカ・ルースポリテ。

　小さめの眼鏡を鼻先に引っかけており、枯葉色の癖毛を後頭部で二条にくくっているのが特徴である。ハーチェッタとは逆に何処か文学少女然とした大人しめな印象が強く、実際あまり口数は多くない。表情も茫ぼう洋ようとした処ところが在るので今一つ何を考えているのかよく分からない雰囲気も在るが――その一方で何かとよく気がつく少女ではあるらしく、花梨の衣装の手配や、細々とした身の回りの品の管理はこのセネカがそつなくこなしている。

　今回何も注文しなくてもノート代わりの紙束とペンとインク壺つぼ、茶と茶菓子、更には練習用の擬ぎ神しん杖じようまで用意していたのは彼女である。

　ちなみにセネカも奇き蹟せき術に関しては姫ひめ巫み女この中ではハーチェッタに次いでの使い手だそうで、補助役として此こ処こに居る訳だが……どちらかというとセネカは寡か黙もくな方らしく、講義は専もつぱらハーチェッタが担当する事になった様だった。

「言葉としての区別がややこしいので今後、我々の世界をソロン、ショウゴ様達の世界をアースと呼びますが――そもそもソロンのありとあらゆる物質には〈存在子イグジス〉と呼ばれるある種の記述が組み込まれています」

「記述？」

　いきなり意味不明である。

「……どう言えば良いんでしょうか……ええと……うーん」

　いきなり詰まるハーチェッタ。

　常に沈着冷静、といった印象の彼女が困惑の表情を浮かべている姿は妙に可愛らしかったりもする。どうやら見た目程には気が強くも怜れい悧りでもないらしい。むしろ細かい言葉使いやそれに付随する仕草を見ているとメリニよりも余程に子供っぽい。

「いざ説明しろと言われると――」



    

  
    
      



    

  
    
      　どうやら〈存在子〉というものは彼女にとって『当たり前』のものであるらしく、説明しろと言われるとかえって表現に困るらしい。例えば海の側そばで育った人間が、ずっと山間で育ってきて海を一度も見た事の無い人間に『海とはどんなものか』を正確に説明するのは困難だろう。前者には海は海であってそれ以上のものではなく――どれだけ言葉を重ねて説明すれば良いのかさえ分からない。

　いわゆる天才にありがちな問題である。

　直感的な理解能力に優れている分、他人に言葉を噛かみ砕いて説明するのが下手なのだ。どうして他人がそれを理解できないのか――それが実感として分からないのである。

　その技能に対する才能と、その技能を教える才能とは別という事だ。

「〈存在子イグジス〉とは」

　ふと思い付いたかの様な口調で横からセネカが口を出す。

「ありとあらゆる物質の在り方を規定するものです」

「……いや、やっぱり分からないけど」

「例えば岩を砕くと石になり、石を砕くと砂になります。砂を更に細かく砕いていくと塵ちりの様なものになり――理論上限界まで物質を砕いていくと、最終的にはありとあらゆる物質が同じもので出来ている事が分かります。実は、石も、水も、空気も、我々人間も、最小の構成単位は同じなのです」

「分子とか原子とか……素粒子みたいなものかしらね」

　と花梨。

「そちらの言葉は分かりませんが。とにかくありとあらゆる物質は、その最小構成単位をどう組み合わせるかによって様々な形質を採ります。しかしこの形質は基本的に固定されており、水がある日突然、石になったり、人間になったりはしません。その組み合わせ、物質の在り方、そういったものを決めて固定するものが〈存在子〉という事になります」

「ふうん……」

　コツコツとペンの軸で机を突きながら花梨が声を漏らす。

「熱量に対する情報――か。そういう概念？　その制御？　一種の〈マックスウェルの悪魔〉か……いや、情報に対する干渉というよりも、その可能性の観測と選択という意味では〈ラプラスの鬼〉の方が考え方は近いのかな？　でもまさかこの世界に量子力学や熱力学が在るとも思えないんだけど……」

「……むむ」

　既に省吾にはかなりきつい内容だが、花梨はどうも納得している様なので、『やっぱり分かりません』とは言い辛づらい。というか普段から花梨は女子中学生としては異常だと思うが、何やら今は更に変に見える。思わず『お前は何人だ』とか尋ねそうになった。

　だが――

「まあむしろ、細胞に対する遺伝子みたいなものかしらね……」

　と呟つぶやく花梨。

　何となくこれで省吾にも印象が湧わいた。

「お解わかりいただけたでしょうか？」

　ぼんやりとした口調で言うセネカ。

「あ……まあ何とか」

　省吾はとりあえず頷うなずいた。

「では続きをどうぞ――ハーチェッタ」

「……ありがとう」

　苦笑して頷き、ハーチェッタが講義を続ける。

「とにかく。〈存在子イグジス〉には『物質とはこうあるべし』という記述命令が入っています。そしてその記述命令の中に、『神の命令に従うべし』というものが在ります」

「……神の、命令……」

　ＳＦかと想っていたらいきなりここからファンタジーである。

　ハーチェッタは滔とう々とうとした口調で続ける。

「我々は神の身体の一部、これを『聖体』と呼んでいますが、これを使って物質に対し、『私は神である。命令を聞け』と自らを偽る事によって、一いつ旦たんその〈存在子〉の記述を解除し、そこから再び新たに記述を書き換える事になります」

「は……はあ……」

「ありとあらゆる物質は神の命令には従わなければなりません。その様に〈存在子〉に書かれているからです」

　この部分だけは単純と言えば単純ではある。

「『聖体』から発せられる『聖光』は証の様なものです。これを発する事で私達は物質に『自分は神である』と言い聞かせる訳です。そして神の命令を模した特殊な言語『聖句』によって物質の〈存在子〉を誘導する事になります――よろしいですか？」

「…………な、なんとか」

　省吾は呻うめく様に言った。

　隣で花梨が疑いの眼まな差ざしを向けてきているがこの際無視する事にする。

「基本的な理屈はこれだけです。『聖光』の発生や『聖体』の制御に関しては擬ぎ神しん杖じようが担当しますので、細かい事は必要在りません。むしろ奇き蹟せき師は『聖句』をどのように詠唱するか――が問題となってきます。基本的な聖句の文法、韻律、詠唱速度、その他がそれぞれ密接に絡んできますので……」

「とりあえず『聖句』の文面を丸暗記して唱えれば良いという訳ではないの？」

「ええ」

　花梨の問いにハーチェッタが頷く。

「全く同じ文面でも詠唱速度が違うと意味が微妙に変わりますので」

「……面倒ね」

　と苦笑する花梨。

　ただし何ど処こか面白がっているというか、何かに挑む様な表情をしているのが彼女らしいと言えば非常に彼女らしい。

「特定の効果を同じ様に出す――というだけであれば、聖句を録音、再生する装置が存在しますが、汎用性が無くなります。この装置は〈イコノクラスト〉にも積まれていますが、実際に使用する際は、私達姫ひめ巫み女こが遠隔操作で再生速度や音量を微調整しながら稼働させる事で、対応しています」

　どうも思った以上に奇き蹟せき術というのはややこしい代物らしい。

　奇蹟術が使えれば恰かつ好こう良いだろうし、面白そうだ――そんな甘い気持ちでこの講義に参加した省吾は、早々にめげそうになっていた。

　だが――

「……ひょっとして」

　省吾はふと思い付いて尋ねる。

「俺おれは好き勝手振る舞って動かしてたけど、〈イコノクラスト〉ってただ動き回るだけでも物もの凄すごい手間がかかってる？　ハーチェッタとかセネカとかも、実は物凄く俺の動きを支援するだけで大変とか？」

〈イコノクラスト〉は奇蹟術の集積によって動いている。

　腕の一振り、脚の上げ下げ、そういった単純な動作ですら、聞いた限りではこの繊細極まりない奇蹟術が絡んでいるのだ。そうなると、現場の状況に即して奇蹟術を調整していたのは誰だれか――という事になる。何しろ省吾は全くそんな事をしていない訳で。コンピュータの類たぐいが無さそうなこの世界では、それは人力で行うしかない。

　正直、〈イコノクラスト〉が起動してからは、一体姫巫女達は何の作業をしているのだろうか――と省吾は思っていたのだが、どうやら本当に縁の下の力持ちとして頑張ってくれていたらしい。

「まあ……一応」

　ハーチェッタがはにかむ様に苦笑する。

　大人びた彼女がこういう表情をするとある種倒錯的な可愛らしさが出てくる。

「ですが」

　セネカがやはり茫ぼう洋ようとした口調で付け加える様に言った。

「それが私達の仕事ですから、お気遣い無く」

「は……はあ」

「では」

　ハーチェッタがまとめる様に言った。

「理屈ばかりを延々話していてもショウゴ様、カリン様も退屈でしょう。とりあえず簡単な奇き蹟せき術を幾つか実践して見せますので、それに沿ってまた話をいたします」

　そう言いながら彼女は擬ぎ神しん杖じようを持ち上げた。



　　　



　緩やかに炎が揺れている。

　煉れん瓦がを組んで造られた即席の暖炉を囲む様にして、八名の男女が座していた。

　彼等は非常に低い――脚も無く椅い子すと言うよりも単なる座面とも言うべき藤製の器具を腰の下に敷いているが、その下は地面である。彼等の居るその場所を外界と区別しているのも壁に非あらず、数本の鉄棒で組み上げられた骨組みに、蝋ろうを塗り込んだ防水布を幾重にも被かぶせただけのもの――要するにテントでしかない。

　一見すればそれは単なる野営の場面としか思えないであろう。

　少なくともそれがこの世界――ソロン全域に影響力を持つとされる組織の頭頂会議である様には見えまい。

　だが……

「由々しき事態である」

　列席する男女の中でも最も年老いた人物が呟つぶやく様に言った。白髭ひげに隠れてその口元は殆ほとんど見えないが、その老人の声はこもる事も無くはっきりと響く。言葉を発する声そのものの強弱や抑揚が殊更に明確なのである。何人もの人間を前にして喋しやべる事に慣れた者特有の滑舌であった。

「皆も聞き及んでいるであろう。東部――ヘーゲスン山脈の向こう、百マイリスに在るラヴィゾンの街近郊において『御尊影』が屠ほふられたという噂うわさが流れておる」

「…………」

　列席する男女はいずれも顰しかめ面のまま無言を維持している。

「ラヴィゾンの街に駐留する治安修道士もこの噂を裏付ける報告を送ってきておる」

「それが事実であったとして」

　列席者の一人が言う。

「倒した者の詳細については何か分かっているのですか？」

「いや……」

　老人は首を振った。

「報告では『御尊影』を屠ったのは鋼の巨人であるとの話だが――この鋼の巨人についての詳細は未まだ分かっておらん。『御尊影』を屠った後動きを止めたが、その後やってきた飛行船の一団がこれを分解、回収していったとの事だ」

「もしや〈五人の罪人〉共の末まつ裔えいか？」

「そう断じるのは早計かと思われる」

「あるいは――」

　列席者の間で囁ささやく様な会話が交わされる。

「――静粛に」

　老人の言葉に再び沈黙が満ちる。

　しばし老人は簡易暖炉の中で爆はぜる炎を見つめていたが――

「何にせよ……この鋼の巨人とその背後に居る者達が我等の信仰と相あい容いれぬ者達である事は間違いない。だが〈五人の罪人〉の末裔共と決めてかかる訳にも行くまい」

「しかし――」

　老人は反論しようとした列席者の一人を片手を挙げて制する。

「そもそも今すぐ全ての民が『御尊影』の御裁きを粛しゆく々しゆくと受け入れる事は出来んという事は皆も分かっておるだろう。人の心はままならぬものだ。目先の利益を求めて走り、畜生の如ごとく迫る死を恐れる。中には身の程知らずにも『御尊影』に対し必死に抗あらがおうと考える者が居ても不思議は無い。そしてそうした者達にも辛抱強く人たるものの在り方を説くのが我等の使命である」

「……いかにも」

　列席者達が頷うなずく。

　老人は――溜ため息の様に言葉を続けた。

「今まではそれで良かった」

「…………と申されますと？」

「彼等の考えは――身の程知らずの野望など、ただの妄想の域を出なかった。『御尊影』を倒す事など元より不可能――誰だれもがそう思っておった事であろう」

　列席者達の間に微妙な空気が漂い始める。

　老人の言わんとする事に対する理解が全員に行き渡ったからだろう。

「だが現実に『御尊影』が屠ほふられる事となればどうなるか」

「恐ろしい事です……」

　列席者の一人が呻うめく様に言った。

「原罪を忘れ再び我等が神に弓引こうとする者が現れる――」

「それこそ〈五人の罪人〉共の再来だ」

「何と恥知らずな……獣の所行だ……」

「やはり〈五人の罪人〉の末裔共が今も尚なお潜伏し活動しているという噂うわさは――」

　列席者達はざわめく。

　そして――

「早急に事実を確認し……対策を講じる必要が在る。民が身の程知らずな妄想に取り憑つかれてしまう前に。故に私は教主の権限において派遣治安修道士を一旅団、ラヴィゾンの街に向かわせる事を提案する。目的は事実関係及び『鋼の巨人』の正体に関する調査。そしてそれが〈五人の罪人〉共の末まつ裔えいに関係するものであった場合――その殲せん滅めつ」

「それは――」

　列席者達が顔を見合わせる。

「〈五人の罪人〉の末裔が実際に秘密結社化して今回の一件に関与していた場合……我等修道会との全面戦争になるのではありますまいか？」

「可能性は在ろうな」

　老人は頷うなずいた。

「されど見過ごす訳にも行くまい。事は我等の信仰そのもの――いやこの世界の在り様そのものに関わる。〈五人の罪人〉の末裔共が万が一『御尊影』の全てを屠ほふるなどという事になればどうなるか」

「…………」

「今の内であれば。未まだ民の間に彼奴きやつ等が潜まざるを得ない今の内であれば、未だ打つ手だてはあろうよ」

　皺しわ深い顔の間から炯けい々けいと光る瞳ひとみを一同に向けて老人は言った。



　　　



　天井より滴り落ちた雫しずくが鼻先で跳ねる。

「あー…………」

　瞬まばたきしながら省吾は改めて湯気の充満する浴場を見回した。

　広い。とにかく広い。

　これが営業用の温泉や大浴場の類たぐいであれば別に違和感の無い大きさだが、個人の邸宅の風呂場となると法外な規模である。競泳が出来る程――とまでは言わないが、石材を積んで造られたらしい浴槽も、浴場そのものも、それぞれ省吾の実家の十倍はある。

　もっともこちらでは入浴に関する感覚が違うのか――全体的に浴槽の底が浅い。深さは五十センチもなかろう。全身を湯に浸つけようと思えばどうしても寝転ぶ様な恰かつ好こうになってしまう。

「疲れた……」

　呟つぶやく省吾。

　今日は発声練習も含めてみっちり半日、彼はハーチェッタとセネカの指導の下で奇き蹟せき術を学んできた訳だが……当然ながらいきなり奇蹟術が使えたりはしない。またハーチェッタ達も、基礎知識すら満足に覚えていない様な相手にいきなり本物の擬ぎ神しん杖じようを渡したりもしないという事で――省吾としてはいまいち、『魔法の練習をしている』という実感の湧わかない様な、地味な作業が延々と続いたのである。

　花梨は花梨でそれなりに得るものが在ったのか、何ど処こか満足そうな様子であったが、省吾としては、異世界に来てまで講義を受けたり勉強したりする事になるとは思ってもみなかった。

　まあ嫌なら止やめれば良いだけの話なのだが――

「それもなあ……」

　花梨に思いっきり馬ば鹿かにされそうな気もする。

　そんな事を考えながら省吾は再びぼんやりと視線を浴場の天井へと向けた。

　その時。

「…………い？」

　扉を開く音に省吾は思わず表情を引きつらせた。

　この館やかたには省吾と花梨と姫ひめ巫み女こ五人――総計七人の人間しか居ない。

　ならば誰だれであれ入ってきたのは女性という事になる。

「だ――誰だっ!?」

　思わず浴槽の中で半回転、俯うつぶせになりながら発した誰すい何かに――湯気の向こうで小柄な人影が立ち止まるのが見えた。

「アフィニエ・オトルチです」

　鈴を鳴らす様な高い声がそう答える。

　五人の姫巫女の一人――アフィニエ。

　最も小柄で、愛らしい雰囲気の少女。メリニとは別の意味で人形の様な――フリル付きのドレスでも着せてそのまま飾っておきたくなる様な、そんな容姿をしている。省吾の眼から見れば、多分に幼い雰囲気を引きずってはいるものの――何故かその仕草の一つ一つが妙に色っぽかったりもする。

　なので――

「ちょ――ちょっと待て、待て、待って」

「はい」

　素直に頷うなずくアフィニエの姿は――裸体でこそないが、パレオ型の水着の様な布を身体の二カ所に巻いているだけである。胸と腰と、それぞれの布の結び目を解けば一瞬にして全裸になるであろう事は省吾にも分かった。

「未まだ俺おれが入ってるんだから――」

「はい。ですから御寵ちよう愛あいをいただきに参りました」

　あっけらかんと言うアフィニエ。

　まあ最初から予想出来た事ではあるのだが――やはり間違って入ってきた、という訳ではないらしい。

「ごちょうあい……って、ちょっと待てっ!?」

「お待ちしたいのは山々ですが」

　アフィニエはふっ――と小悪魔的な笑顔を見せる。

　省吾は何故か湯に浸つかりながらもぞくりと鳥肌が立つのを覚えた。本能的な部分での期待と、そして何か罠わなにはめられたと知った時の様な危機感と。

「抜け駆けがばれれば後が怖いので」

「何だよ抜け駆けって!?」

「ですから」

　アフィニエは言って浴槽に歩み寄る。

「ショウゴ様の御寵ちよう愛あいを頂く事です」

「いや。だから。メリニにも言ったけど――」

「ショウゴ様」

　アフィニエが甘える様な声を出す。

　童女の様な顔立ちにうっすらと浮かぶ娼しよう婦ふの媚び態たい。省吾はただただ身動きできずにその場に伏せているしかない。いや――伏せているのも少々、辛つらいというか痛いというか、そういう状態に身体の一部がなってはいるのだが。

「どうかお情けをくださいませ」

「…………」

　省吾の脳裏で、期待で踊り出しそうな部分と、焦燥に暴れ出しそうな部分とが鬩せめぎ合っている。やばい――と思いつつも布に隠された彼女の肢し体たいから眼を背ける事が出来ない。

　アフィニエは美しい。胸や腰は未まだ発達しきっていない感じだが、それだけに華きや奢しやな体たい躯くと白い肌は見る者の征服欲を――つまりは省吾の中にも当然の如ごとく在る『雄』の部分をいたく刺激する。

　とはいえ……　はっきり言えば省吾の中での姫ひめ巫み女この序列はどうしてもメリニが一番に来る。彼女も居るこの屋敷でアフィニエと肉体関係を持ってしまうのは、何というかまずい気がするのだ。別にメリニは省吾が誰だれと寝ようが構わず彼を慕ってくるのかもしれないが、それでも省吾としては、どうにも躊ちゆう躇ちよしてしまう部分が在る。

　まして、事の最中に花梨に踏み込まれでもしたら。

「……鍵かぎはかけて参りましたから」

　省吾の考えを見透かしたかの様に、悪戯いたずらっぽい微笑を浮かべてアフィニエが言う。

　彼女はそのまま浴槽まで歩いてくると、何の躊躇ためらいも見せずに湯の中に身を沈めてくる。

　ふわりと湯に浸かる事で緩んだ布が――まるで悪魔の演出の様に自然と解けてアフィニエの身体から遊離する。水面の乱れの為にはっきりとは見えないが、その下には当然何も着けている様子は無く……白い腕が伸ばされると、省吾の背中に指先が触れた。

「ショウゴ様――私では御不満ですか？」

「いや……そんな事は無い……けど……」

　そういえばメリニにも同じ事を聞かれた。

　だがアフィニエの場合は、何というか――どう答えようが彼女の行動は変わらない気がする。たとえどういう反応をしても獲物を前にした猫が襲いかかるのを止やめない様に。

「どうかお情けをくださいませ……」

　言いながらくすぐる様に指先が省吾の背中を這はい、肩から腰へと――

「――！」

　次の瞬間。

　アフィニエは弾はじかれたかの様に湯を跳ね飛ばしながら立ち上がり、流れ出た布を手に取る。どういう隠し方をしていたのか、次の瞬間には、上下二連の銃身を持つ超小型の拳けん銃じゆうが彼女の手に握られていた。

　そして。

「省吾ッ!!」

　物もの凄すごい音と共に蹴けり開かれる扉。

　その向こうには――花梨と、そしてメリニ、ペルテアの姿が在った。鍵かぎを掛けたというのは本当の事であろう。その証拠に扉に付けられた鍵は、物凄い力で引きちぎられたかの様に、歪ゆがんで分解していた。どうやら奇き蹟せき術で破壊したらしい。

「ちょ――ってこら、花梨!?　おまえ、何を」

「そっちこそ何やってんの」

　冷ややかな眼で全裸のアフィニエと、同じく全裸で俯うつぶせのまま動けない省吾を見据える花梨。

「これは未まだ――いや、そうじゃなくて！　おまえ、あのな、いくら従姉妹いとことは言っても、その……少しは恥じらうとか遠慮するとかしろよ!?　いきなり踏み込んで来るか!?」

　悲鳴じみた声で叫ぶ省吾。というか叫ばないとやっていられない。

「何を今更。っていうか小学校低学年まで何回か一緒に入ったじゃない」

「あれから何年経たってると思ってんだよ!?」

「大丈夫、省君の裸になんて興味無いから。省君も猿のヌード見ても平気でしょ？」

「…………」

　別に花梨は妹みたいなものなので、別に異性としての意見や視点を期待する気持ちも無いのだが――逆にそうはっきり言われると、何となく情けない気もする。

「俺おれは猿並か……？」

「まあ省君も年頃だから性欲とか沸騰してるのは分かるけど」

「……親しん戚せきのおばはんか、お前は」

「私の目の黒い内はそういうのは許さないから」

「……な、なんでだよ？」

　つかつかと大おお股またに歩み寄ると、花梨は省吾の前にしゃがみ込んだ。

「省君」

「…………はい」

　真剣な花梨の表情を前にして思わずそう応じてしまう省吾。

　次の瞬間――いきなり花梨は省吾の首に両腕を回して抱き付いた。

「……！」

　愕がく然ぜんと硬直する省吾。

　まさか花梨がそんな事をしてくるとは思ってもみなかった。

（おいちょっと待て――花梨は、その、従姉妹で、妹みたいなもので、その）

　頭の中でそんな言葉がぐるぐると回る。

　実は花梨は省吾の事が異性として好きだったのか。それでヤキモチを焼いたりしているのだろうか。だがしかし省吾は花梨を恋愛の対象とは見ていなくて――

「ただエッチするだけで済めばいいけど」

　だが……予想に反して省吾の耳元で囁ささやく花梨の声は至極冷静だった。

「……え？」

「下手に手を出したら〈レネゲイド〉の権力闘争にもろに巻き込まれるわよ」

　抱き付いて見せたのも、低く抑えた声なのもメリニやアフィニエ、ペルテアに聞かれないようにとの配慮からだろう。

　もっともメリニとペルテアは、アフィニエを省吾から引き離し、浴場の入口で『今日は貴女あなたの順番じゃないでしょ』とか何とか微妙に聞き捨てならない事を言っているが。

「…………」

　省吾は冷水をいきなり浴びせかけられた様な気がした。

　そうだ。

　朝のペルテアの言葉を思い出す。

　彼の身の回りをどれだけ取り仕切るかで、〈レネゲイド〉内の権力図にも影響が出てくるのであれば――当然、省吾がどの姫ひめ巫み女こを抱くかによっても何か影響が出てしまうのではないのか。

「分かった？」

「……分かった」

　頷うなずく省吾。

　そこへ――

「あの。ショウゴ様」

　メリニが何ど処こか遠慮がちに声を掛けてくる。

「カリン様の強い御要望でしたので、御邪魔する事になってしまいましたが――アフィニエを気に入られたのでしたら、私達は退出致しますので御存分に」

　御存分にどうしろというのか。

　そういう台詞せりふを大真面目に言うメリニもメリニだが――

「何でしたら私達も一緒に御奉仕致しますけど？」

　一緒にトランプでもしますか？　と問うかの様な口調でペルテアが聞いてくるのも困りものではあった。どうもこの姫ひめ巫み女こはこの手の事に関して頓とん着ちやくが無さ過ぎる。

　更にアフィニエはアフィニエで、妙な期待に輝く眼を省吾に向けていたりもする。

　恐らく冷静に見れば男としては小躍りして受け入れるべき状況なのだろうが、良くも悪くも省吾の中に在る常識的価値観が強過ぎた。誰だれかと二人きりならばともかく、初体験を複数と――などと言われればいくらなんでも背徳的に過ぎる。

「いえ。いいです。はい。というか――」

　そろそろ両腕が辛つらい。



    

  
    
      



    

  
    
      　尚なおも俯うつぶせの、ワニの腕立て伏せを思わせる様な間抜けな姿勢のまま省吾は言った。

「頼むから今は全員出ていってくれ」



    

  
    
      
第二章　御披露目



　高校生にもなって他人に着替えさせて貰もらうのは恥ずかしい。

　その他人が同世代の少女であったなら尚なお更さらだ。

　しかも上着を着替える程度ならばともかく、下着一枚を除いて全部となると――これは一体何の罰ゲームかという気持ちにもなってくる。特にズボンの類たぐいを『はーい右脚を上げてくださいね』とか言われながら履いていくのは、上半身が妙に手持ち無ぶ沙さ汰たな上に、自分が幼児になった様な気がして大変恥ずかしい。

　だが――自分で着替えようにも用意された衣装の着方が全く分からないのではどうしようもない。知っている者に着替えさせて貰った方が早いのだ。

　そういう訳で……

「――お似合いですよ」

　着付けを終えて一歩下がったペルテアが言った。

　相変わらず、あっけらかんとした態度なのが省しよう吾ごにとって救いと言えば救いである。着付けをする手の動きもてきぱきしていて爽さわやかな感じだ。だがこれが他の者であったなら――例えばアフィニエが着付けをしていたならばどうなっていた事か。

「……どうかな」

　苦笑する省吾。

　インペラス家お抱えの仕立屋は腕が良いのか、問題の衣装は翌日の昼過ぎにはきちんと省吾の元に届けられていた。

　基本的なデザインは身体に沿う様なぴったりとしたものであったが、布には鮮やかな色彩で模様が描かれ、飾りらしき紐ひもと布が幾つも縫い付けられていて装飾性を増している。

　ペルテアによると元々は伝統的な剣舞師の衣装の一種らしく、激しく動き回った際に最も映える様にと布や紐が多用されているらしい。『元々は剣舞師は上半身裸が正装なんですけど、さすがにそういう訳にもいきませんし』とはペルテアの言である。身体の線が分かる様なぴったりした衣装なのはそれを模しての事なのであろう。やたら細かくペルテアが省吾の身体を計っていたのは恐らくこの為だ。

　しかし……決して省吾は肉体美を誇れる様な体たい躯くではない。

　体質的にあまり太らないのは未まだ幸いだったが、特に誇れる様な筋肉の量が在るでもない。むしろどちらかといえば貧弱な方だ。似合わないコスプレをさせられている様でどうにも落ち着かなかった。

「で――眼鏡はどうされます？」

「外した方が良いって言ってたけど」

　省吾は躊躇ためらう様に言う。

　ペルテアの台詞せりふが本心のものか、単に御世辞なのかは分からないが、何にしてもこれから宴席という場で視界が曖あい昧まいなのも少し問題が在るだろう。

「やっぱりそのままでいくよ」

「分かりました。では――」

　ペルテアに促されて一緒に部屋を出る。

　廊下には他の姫ひめ巫み女こや――そして省吾と同じく着替えた花か梨りんが待っていた。

　相変わらず姫巫女達が並ぶと艶つややかな感じがする。どの少女も元々とても綺き麗れいで可愛いし――特に今回は宴席という事で普段着ではなく、『聖せい廟びよう』で初めて省吾を迎えた時の衣装に近いものを帯びている。色遣いも造りも決して派手ではないのだが、メリハリの利いた独特のデザインが少女達の姿を艶やかに見せている。

（一人じゃ恥ずかしいけど……まあメリニ達と一緒なら）

　気恥ずかしさも和らぐかもしれない。

　要するに価値観と慣れの問題だ。単に着慣れていないから何だかコスプレしているかの様な恥ずかしさを覚えるのだ。ペルテアの言葉通り恐らくメリニ達の眼から見れば省吾の姿はごく自然なものに映っているのだろう。彼女等の間に居れば何も恥ずかしいなどと思う必要は無い訳で――

「――省君」

　花梨が至極真面目な表情で言った。

「なんか変。コスプレみたい」

「やかましいっ！　つーかお前もそうじゃんよ」

　省吾は呻うめく様に言った。

　ちなみに――花梨の衣装も新調されていたが、全体的な色遣いやデザインは姫ひめ巫み女こ達のそれに近い。花梨自身がどう思っているかは不明だが――メリニ達と一緒に並んでいれば、傍はた目めには彼女も姫巫女の一人に見えるかもしれなかった。

　これは逆に言えば……そういう恰かつ好こうをしても花梨の場合はよく似合っているという事だ。

　美人は何を着ても似合うというが、その意味では確かに花梨は美人なのだろう。普段は省吾もあまり意識していない事なのだが。

「では参りましょうか」

　メリニが一同を代表してそう促した。



　　　



　姿勢制御用のプロペラが立てる風切り音と蒸気式エンジンの放つ断続的な駆動音を響かせながら途方もない巨体が悠然と降りてくる。

　ただ下から見上げるだけで畏い怖ふを感じずにはおれない大きさである。頭上にのしかかる様な存在感は地を這はう者を静かに威嚇する。あれが落ちてくればどうなる事か――そんな不吉な想像を禁じ得ない程に。

「……よしそのまま……そのまま……止めろ！」

　だがその巨体にもかかわらず伴う雑音は非常に小さい。プロペラの音もエンジンの音も轟ごう音おんには違いないのだが――その巨大な船体が醸し出す存在感に比較すれば、ささやかと言っても良いだろう。この光景に何ど処こか蜃しん気き楼ろうの類たぐいを見ているかの様な――実体を伴わない幻想的な印象が付きまとうのは、その不釣り合いさ故の事だ。

　超大型硬式飛行船〈フルヴァス〉。

〈フルヴァス〉の背後には〈エルハムイ〉、〈ウィズデン〉、〈パーボスク〉、〈エデニート〉といった同型飛行船四隻の姿も見る事が出来る。

「よし――牽引索降ろせ！」

〈フルヴァス〉は腹部に在る格納庫を開くと、ワイヤーや鎖を何十本と降ろしてくる。ワイヤーも鎖も共に人間の手首程も在る様な太い代物なのだが、飛行船の巨体の下では糸の様に細く見えてしまう。

　ワイヤーや鎖の先端にはフック状の、あるいは手錠の様な構造の金具が付いている。飛行船の直下では駆け寄ってきた作業員数十名がその金具に『積荷』を引っかけて固定する作業を始めた。

　積荷。即ち――巨大な鋼鉄の左腕を。

〈イコノクラスト〉によく似ているが、〈レネゲイド〉の技術者達であれば一目でそれが別物であると見抜いただろう。

〈イコノクラスト２〉である。

　明後日の『お披露目』に合わせてリヴィス社の工場から五分割された〈イコノクラスト２〉を搬送するために、〈レネゲイド〉がこの飛行船団を派遣したのである。

　接続作業を進める作業員達の間を一人の大柄な男が歩きながら叫んでいた。

「おら！　チンタラやってんじゃねえぞ！　そこ！　おめえだおめえ！　くっちゃべってる暇なんざねえだろが？　だらだらしてると逆さに吊つり下げるぞ！」

　背はそんなに高くはないのだが、肩幅は広く胸板も厚く、更には髪を短く刈り込み、その反面で無精髭ひげを生やした風体がやたらと威圧的である。リヴィス社の作業服を着てはいるが――どちらかというと先まずその容よう貌ぼうから連想する職業は山賊だろう。

　作業監督を示す文字がその作業服の胸元に刺し繍しゆうされている。

「――御苦労」

　そう掛けられた声に作業監督は振り返った。

　歩み寄ってくる細身の青年とその護衛役らしき男が二名。いずれも宴席や式典に出るかの様な、立派で糊のりの利いた衣装を身に纏まとっており――鋼鉄と油と火と水蒸気の匂においが立ちこめる工場には違和感の在る一行であった。

　ネロ・オトルチとその部下である。

「オトルチ様。戦勝会は良いのですか？」

　作業監督は先程までの怒鳴り声が別人のものであるかの様な、ひどく気き易やすい口調に切り替えるとネロにそう声を掛けた。

「構わないよ。オトルチ家からはアフィニエが姫ひめ巫み女ことして付いているしね。マブロやルースポリテの連中としてはむしろ自分達が取り入る余地が増えたと喜んでいる事だろうさ。とはいえ『救世主』の人となりを推し量るにしても、取り入るにしても、あの様な場では人が多過ぎて意味が無い。『救世主』殿も明日には全員忘れているだろうが――さてその事に何人が気付いているやら」

「またその様な事を」

　作業監督は苦笑する。

　この男は表向きリヴィス社第一工場長という役職に就いているが、〈レネゲイド〉の結社員の一人でありネロの腹心の一人でもある。今回〈イコノクラスト２〉の最終調整を行ったのはこの人物だった。

「作業は進んでいる様だね」

「御指示通りに」

　監督係は微笑を浮かべる。

「きちんと問題の部分は偽装してありますぜ。誰だれが見ても――」

　ここで監督係は何かを憚はばかるかの様に、一段声の調子を下げて付け加えた。

「たとえマブロ家の連中でも一見すれば最初から蒸気機関がそこに収まる設計になっているのだと錯覚する程度にね」

「御苦労」

　ネロは満足気に頷うなずく。

「そういえば。本物の手配はどうなってます？〈血族〉の連中は」

「そちらは未まだ交渉中なんだが――」

　ネロは微苦笑を浮かべる。

「何しろ相手は我等と同じく世間からは隠れ住む身だからね。それも我々以上に自分達の存在が世に知られるのを恐れている」

「それはそうでしょうな。一部噂うわさにはなっておる様ですが――」

「核心には触れていないがね。ともかく――彼等の場合、一つ話をするにもいちいち面倒な手続きが付きまとう。とはいえ、これも近いうちに話がまとまる筈はずだ」

「左様で。楽しみですな」

　にやりと作業監督は笑う。

　厳いかついその顔に――ひどく陰湿なものが混じっていた。

「悪趣味だねえ――君も」

　ネロが肩を竦すくめる。

　こちらはいつもの通りである。元より何ど処こか蠱こ惑わく的な毒の雰囲気を漂わせる容よう貌ぼうではあるのだが――世間話をするかの様な気安さだけがそこには在る。残忍さも陰険さも非情ささえもそこには見受けられない。

　しかし……

「オトルチ様程ではありませんよ。最初にお話を聞いた際には失礼ながら貴方あなたの正気を疑いましたが」

「私はただやれる事をやりたいだけさ」

　ネロはそう言って微笑し――飛行船の中に収納されていく巨人の断片を見上げた。



　　　



　姫ひめ巫み女こ達に先導されて花梨と共に薄暗い廊下を進んでいく。

　意味もない位に長く幅広い通路である。しかも他の部屋に移動する際に通過するというただそれだけの場所であるのに、床には柔らかな絨じゆう毯たんが敷かれ、一定間隔で美術品らしきものが置かれ、窓枠や柱にも細かな細工が施されている。

「……どうされました？」

　ふと立ち止まった省吾をメリニが振り返って声を掛けてくる。

「あ……いや。何でもないよ」

　そう言って再び歩き出しながら――しかし彼は徒労感を感じずにはおれない。

　窓枠の端に彫り込まれたレリーフ。

　省吾の眼から見てもそれはとても丁寧に作り込まれているものだと分かる。窓枠という小さな限られた場所に、しかし驚く程の精緻さで今にも動き出しそうな瑞みず々みずしい少女の姿が彫り込まれている。恐らく相当な技巧と情熱が無ければこんなものは作れまい。その程度なら省吾にも分かる。

　だが一体誰だれが、この窓枠の木に彫り込まれた少女の意匠に眼を止めるのだろう――そこに費やされた製作者の努力と意欲を一体誰が知るだろうか。誰しもが周りなど殆ほとんど見る事も無くただ通り過ぎるであろうこの場所に自らの作品が置かれる事を、果たして製作者は知っていたのだろうか。

　これを虚むなしいと思ってしまうのは省吾が庶民である証拠なのだろう。

　傍らを歩く花梨ならこう言うだろう――無駄をも余裕と割り切って鷹おう揚ように消費するのが権威というものだと。そしてこの場はそれを空気の様に当然のものとして呼吸する者達の住まう場所なのだと。

「…………」

　僅わずかではあるが緊張で鼓動が早まるのを省吾は感じていた。

『聖せい廟びよう』から蒸気式自動車で半時間程の場所に宴うたげの会場は在った。さすがに省吾の与えられた屋敷では〈レネゲイド〉の重要人物達を招いての宴席をやるには多少手狭だという事で、ルースポリテ家の長パルマスの屋敷を宴の――戦勝会の会場とする事になったのだ。

「よろしいですか？」

　一ひと際きわ大きな両開きの扉の前で立ち止まってメリニが尋ねてくる。

　省吾が頷うなずくのを確認するとセネカとアフィニエが扉を叩たたいた。

　恐らく――ただ扉の開閉をする、その為だけに控えていた者が居たのだろう。まるで自動扉の様に音もなく大きく分厚い扉は内向きに開いて省吾達に広間の様相を晒さらした。

　雪崩なだれ出てくる大量の光が省吾の顔を打つ。

　メリニ達に促されて脚を踏み入れたそこは……眩まばゆいばかりの光に溢あふれた空間だった。

　二階分の高さにも達する天井とサッカーの試合すら出来そうな床の広さが先まず省吾を圧倒する。しかもその広い空間を光が余す所無く満たしている。外は夜だというのに宵よい闇やみは隣接するテラスからも大きな窓からも光圧に押し返される様に一ミリたりとて滲にじんでくる様子が無いのだ。ランプの明かりとは思えない程の光量だが――ひょっとしたら奇き蹟せき術をも併用しているのかもしれなかった。

　そしてその広間には上品に着飾った男女が居る。

　衣装のデザインは省吾の知るものとは微妙に異なるが――それがいずれも礼服や式服の類たぐいに属するものである事はすぐに分かった。元よりこちらの衣装はなにがしかの模様が付いたものが多いが、今はそれに加えて色とりどり飾り紐ひもや飾り布で装飾性を増したものが多い。省吾や花梨の衣装にしてからがそういう仕立てになっている。

　人々は宴席に散在する幾つもの円卓に着き談笑していた。

　その様子はまるで……結婚披露宴の様な印象である。無数の会話が混ざり合って出来上がる雑然とした音に広間は満たされている。給仕役らしい娘達が卓の間を動き回り料理や飲み物を配る際の食器が触れ合う音がそれに涼やかなアクセントを加えていた。

　ただし――

「～～～～！」

　ペルテアとセネカが何事か叫ぶと――広間の様相は一変した。

　全員が会話をぴたりと止めてこちらを向いたのである。

「…………うわ」

　省吾は声を漏らす。

　自分を凝視する数百の瞳ひとみ。

　この世界に召喚された際の経験が在ればこそ、未まだ踏み留まる事も出来たが――もし初めての経験であったなら省吾は思わず逃げ出していたかもしれない。奇妙な程に熱のこもった視線が省吾に集中している。その数およそ二百名。これでも参加者を絞っているのだと傍らのメリニから聞かされて、省吾はただ呆ぼう然ぜんと頷うなずくしか無かった。

「ほら。しゃんとして」

　花梨が囁ささやく。

　花梨とメリニを左右に従え――実際には先導されているのは省吾の方であるが――更にそれぞれペルテアとハーチェッタ、セネカとアフィニエを両翼として左右に引き連れて省吾は広間の中に歩み言った。

　低く硬い音が広間の隅々にまで響き渡る。

　席に着いていた者達が一斉に立ち上がった音である。彼等はその場で直立不動の姿勢をとると左胸に右掌を当てる様にして一礼する。給仕の娘達も素早く運んでいた料理や飲み物を近くの卓に一時置いて同様に一礼した。

「……こちらへ」

　囁く様にメリニが言って歩き出す。

　省吾達一行は――総計七名、まさしく一行である――広間の一郭に設けられた壇上へと移動する。そこには省吾のものらしい席が一つと脇わきを固める様に姫ひめ巫み女こ達のものらしい席が六つ。やはり花梨は姫巫女扱いらしい。

　省吾はおっかなびっくりという感じで席に着き、次いで花梨とメリニ、セネカとハーチェッタの順で座り、最後にペルテアとアフィニエが再び何事かを叫んだ。

「～～～～」

　それが合図であったかの様に人々は一斉に着席し給仕の娘達は再び動き始める。

　だが――人々の注意が省吾に向けられたままなのは間違いなかった。

「……緊張するな……」

　呟つぶやく省吾。

　彼に視線が集中するのは当然だ。

　今回の宴うたげは〈レネゲイド〉が営々と改良に改良を重ねて造り上げてきた最終兵器〈イコノクラスト〉の完成と初陣における勝利を祝うものでもある訳だが、主賓は誰だれかと問われればまず誰もがその〈イコノクラスト〉の御者たる『英雄』の名を挙げる事にはなるのだろう。

　省吾としても否は無い。

　英雄として活躍した以上、もてなされるのは当然の事ではあるだろう。

　だが元々が単なる高校生だった省吾にとって、こうまで下にも置かぬ扱いをされると些いささか気後れせざるを得ない。もっとも花梨は平然としている事を思えば、単に省吾の根性が足りないだけなのかもしれないが。

　しかし――

「大丈夫です」

　メリニが優しく微笑しながら言う。

「ショウゴ様は大きく構えて座っていてくだされば」

「わ――分かった」

　確かにメリニ達が居ればそう心配する事も無いだろう。

　こういう場で一番恐ろしいのはトンチンカンな事をして大恥をかく事だが――少なくとも会話に関しては通訳というワンクッションを置くために、そうそう失敗をする事も無いだろう。緊張のあまり多少おかしな事を言っても、それが直接相手に伝わる事が無いというのは安心材料ではあった。

　しかし――

（俺おれって――メリニ達が居なければ何も出来ないよな）

　そんな事を思ったりもする。

　実際――姫巫女達は美しいだけの存在ではない。

　姫巫女達は全員がそうなのだが――彼女等は才色兼備の典型で英雄の従卒としての能力を一通り備えている。見ての通りの翻訳技能の他に、護衛としての格闘術、射撃術から、〈イコノクラスト〉を代表とする奇き蹟せき術とその周辺機器の扱いまで。実際、今も宴うたげの場だというのにハーチェッタとセネカは片手に巨大な擬ぎ神しん杖じようを携えているし、ペルテアによれば姫ひめ巫み女こはいつも何ど処こかに小型の拳けん銃じゆうを隠し持っているのだそうだ。

　確かにアフィニエは薄布一枚といった様子で風呂場に入ってきた時ですら小型の拳銃を隠し持っていた訳だが――

『他にも護衛は居ますけど』

　とペルテアは笑いながら言った。

『褥しとねの中までお供できるのは私達姫巫女だけなので』

「…………」

　そんな言葉を思い出してメリニを見ると頭に血が上るのを省吾は感じた。

　特にメリニに関しては〈イコノクラスト〉での出撃前に唇まで重ねたり、抱き締めたりしている上に、彼女自身やペルテアの口からも、彼女がそういう関係になるのを望んでいると聞かされているので――どうしても意識してしまう。

　まあ省吾とて十代の健康な高校生であるから、性欲が無いでもないし、その相手がメリニであるとすれば願ったり叶かなったりではあるのだが――

「何をぼーっとしてんのよ」

　と横から突っ込んでくる声。

　花梨である。

　気の強さに限らず色々な面で男勝りなこの少女だが――単に姿という意味では相当な器量好しである。それでもさすがに姫巫女達には見劣りすると省吾は考えていたのだが、改めて見れば、宴席用にと用意された衣装を身に纏まとい、簡単な化粧をしている彼女は決してメリニ達にも負けていない様に省吾は思う。

　まるで兄妹の様に育ってきただけに普段は意識しないが、こうして着飾った花梨を見ていると、彼女も女性なのだなあと感心したりもする。

「い、いや……別に」

「何紅あかくなってんのよ。助平な事でも考えてたんでしょ？」

「そんな事ねえよ」

「はいはい。何考えようと省君の自由だけど、今はちゃんと『英雄』様しときなさいよ」

　年下の癖にまるで姉の様な口調で花梨が言う。

　思わず反論しようとした省吾であったが――近寄ってきた数名の出席者から話し掛けられてそちらの方を向く。彼等は微笑を浮かべ親しげな口調で何かをしきりに話し掛けてくるのだが、省吾には全く分からない。

　だが代わる代わる姫巫女達が通訳に入り彼等の言葉を翻訳してくれたので大きな問題は無かった。相手側も省吾がソロンの言葉を知らないのを理解しているらしく、返事を急せかす様な態度に出ないのは有り難い。

　しかも大抵は――

『私、ルースポリテ家の分家筋に当たります、スパニール家のファイラスと申します。我等が世界を救ってくださる勇者様に拝謁出来て光栄の至り。この度は凱がい旋せんおめでとう御座います。私、テルトラン方面の隊商キヤラバンを統括しておりまして主に〈レネゲイド〉において食料等の消費物資に関する管理を一任されておりますれば、勇者様のお食事の食材からお召し物の生地に至るまで、何か御不満が御座いましたら遠慮無くこの私めにお申しつけくださいませ。私、記録にて勇者様の初陣のお姿を拝見するに、すっかり感服つかまつりました。あの絶対無敵とされた『代行者パニツシヤー』をいとも簡単に倒される勇者様のお姿、未まだ目に焼き付いております――』

　とかなんとか――細かな内容は違っても主旨は同じだ。

　要するに自己紹介に加えて省吾の初陣に対する讃美を述べ立てるばかりである。省吾の前に立つ者は年齢も性別も様々であったが――いずれもが省吾より年上でしかもなにがしかの地位を持っている人物だった。そんな彼等が自分の息子の様な年齢の省吾の前で、ひたすら畏かしこまってその活躍を褒め称たたえる。

「…………」

「――どうされましたか？」

　出席者達の会話がほんの少し途切れた際――目め敏ざとくメリニが省吾の様子の変化を察知して問い掛けてくる。だが省吾は微笑を取り繕って首を振った。

「いや……別に。何でもないよ」

　無論何でもない事は無い。

　ただメリニにわざわざ告げる様な事でも無かろう。

　最初はくすぐったい様な優越感を覚えていた省吾であったが――五十人を超えた時点で違和感を覚える様になっていったのだ。

　これは……何なのか。

　大の大人が雁がん首くび並べて言う事は皆同じ。それも状況に慣れてくると、大抵の者が省吾に取り入ろうという思惑を抱いているのがその表情や口調に透けて見える。言葉は分からないが――いや分からない分だけそういう彼等の下心がはっきりと省吾には見えた。彼等は何とか省吾に名前を覚えて貰もらおうと必死なのだろう。省吾の倍以上生きているであろう者達が媚こびへつらってくるその様子は滑こつ稽けいですらあった。

　とはいえ――

（これだけ続くと滑稽とかそういう場合じゃなくなってくるな……）

　無論口に出す事は出来ないが……そろそろ三桁目に達しようかという出席者の自己紹介を聞きながらそんな事を省吾は思う。

　あまり同じ調子で次から次へと見ず知らずの人間を紹介されると、省吾としても混乱する以上に退屈を覚え始めるのだ。しかも大抵は相手から話し掛けてきてそれに相あい槌づちを打つだけなので単調な作業を延々とやらされている感じになってくる。自分で流れを変える事でも出来れば良いのだろうが――姫ひめ巫み女こ達の通訳が無ければ水のお代わりを頼む事さえ出来ない身では、ただ頷うなずくなり、肯定否定の言葉なりを口にするのが精一杯だ。

（……で。これいつまで続くんだ？）

　愛想笑いを浮かべて近寄ってくる大人達に対して、同じ様に曖あい昧まいな笑顔を浮かべて応対しながら……省吾はそんな事を考えたりしていた。



　　　



　宴うたげの最中――視線が合った。

　義父が呼んでいるのをそれだけで察してメリニは省吾達の側そばを離れる。入れ替わり立ち替わり様々な者が省吾の側にやってきているので、さすがに彼もその事を気にする余裕など無いだろう。ペルテアに目配せして自分の分まで通訳を頼むと、メリニは会場に隣接するテラスに歩み出た。

「……お父様」

　義理の父に呼び掛けながら少しメリニは身を震わせた。

　全体的に姫巫女の衣装は薄い仕立てになっているのでさすがに夜風の当たる場所に出ると肌寒い感じがする。もっともメリニが寒気を感じているのは夜風に対してだけでもなかったが。

「首尾はどうだ？」

　テラスの端で空に浮かぶ大小二つの月を見上げながらバルドが問う。

「我等が救世主殿の様子は」

　彼の側には護衛役の男二人が立っているが、彼等はまるで風景の一部の様に黙って佇たたずんでいるだけだ。時折メリニは彼等が本当に人間なのか疑問に思う事さえ在る。動く彫像と言われた方が未まだ信じられるだろう。何も聞かず。何も言わず。何も考えず。ただ彼等はバルドの命が狙ねらわれた際に身を盾にして彼を護まもる。その様にのみ徹底して教育されているのだ。故にどんな会話であろうと彼等の存在を気にする必要は無い。

「報告は書面で出しておりますが……」

「直接お前の口から感想が聞きたいのだよ」

　バルドはメリニの蒼あおい瞳ひとみをのぞき込む様にして言う。何もかもが見透かされている様な気がしてメリニは思わず少し身を反らすが……義父は構わず尋ねてきた。

「お前は救世主殿をどう見る？」

「充分に使い物になるかと思います」

　メリニはそう断言する。

　言い淀よどむ事は許されない。救世主の見極めも彼女の重要な仕事の一つだ。必要以上に時間を掛けたり『分かりません』などと答えれば、その瞬間に彼女は無能と断じられるだろう。

　だが――

「ふむ……多少の不安は在ったが問題は無いか」

「はい。精神的にも肉体的にも特に異常は在りません」

「――いや」

　微苦笑がバルドの厳いかめしい顔を過よぎる。

　珍しい事ではあった。

　殊更に無表情という訳ではないが、メリニの前では滅多にこの義父は笑わない。当たり前だが普通の親子関係などメリニとバルドの間には無い。飼い主と家畜、あるいは所有者と所有物の関係でしかなかった。

「お前の事だ」

「え……？」

　予想外の事にメリニは思わず声を漏らす。

「姿形も奇き蹟せき術の才も、頭の良さも、私の養女の中ではお前が最も優れていた故、姫ひめ巫み女ことして使った訳だが。どうにもお前には他の者に較くらべて弱い部分が在る」

「…………」

　メリニは黙り込む。

「自覚しているか？　お前は妙な部分で自分を御しきれていないというか――自分が分かっていない処ところが在るからな。頭が良い分、適当な理屈をこねくり回して自分を騙だましてしまう。下手な言い訳を自分に言い聞かせて、言動にぎこちなさが出ないかと案じておったのだよ。場合によっては他の者との交替も考えておったのだが――どうも杞き憂ゆうだった様だ」

「お父様、私は――」

　この場合は褒められているのだ。それは分かる。素直に喜んでいればいい。それも分かっているのだ。少なくとも無能と言われている訳ではない。存在理由が否定されている訳ではない。他の者と姫巫女役を交替させられる事も無い。

　しかし――

「構わぬから素直に救世主殿に情愛を捧げるがいい」

「私は……！」

　訳の分からない衝動がメリニの中で渦を巻いていた。

　否定しなければ。

「その方が鎖としての役目をむしろ果たし易やすい」

「違います、私は――」

　自分はショウゴを愛してなどいない。その振りをしているだけ。その為に育てられたからそういう女を演じているだけ。ペルテアでさえそれがメリニ・コードランの本質なのだと誤解してしまう位に念入りな演技を重ねているだけ。本当はショウゴなど愛してはいない。いない筈はずなのだ。さもないと――自分は。

「反論しろと言ったか？」

　バルドの声が急に冷える。

「…………」

　メリニは再び黙り込む。

「救世主殿はお前を可愛がってくれたか？」

「い……いえ……未まだ――ですが必ず御寵ちよう愛あいを勝ち取って……」

「やはりあの娘の存在が邪魔だな」

　メリニの言葉は無視しバルドは呟つぶやく様に言った。

　あの娘――即ち花梨の事である。省吾が花梨の事を気にしてメリニや他の姫ひめ巫み女こに手を出していないのではないか――という推測はメリニも他の姫巫女も報告の中で行っている。だがだからといって明らかに省吾の精神的な支えになっている花梨を〈レネゲイド〉が強制的に排除すれば、彼の反感を買う事になるのは分かりきっていた。

　だからこそメリニ達も今まで手をこまねいていた訳だが――

「実行に移すかどうかはさておき。ネロ・オトルチの意見も採り入れてあの娘は切り札の一枚として確保しておいた方が良かろうな」

「お……お父様」

「時に、救世主殿は健けん啖たんか？」

「…………」

　思わずメリニは嘔おう吐と感を覚えて口をつぐむ。

　彼女は省吾の食事の皿だけが特別だという事を知っている。それがどういう素材を使いどういう意図の元に作られた食事であるのかという事を知っている。知っていて省吾には黙っている。

「答えろ」

「は……はい」

　省吾は特に疑問を抱く様子も無くその食事を口に運んでいた。

　だが――

「それは重ちよう畳じよう。初代救世主殿も浮かばれるというものだな」

　バルドが薄い笑みを浮かべて言う。

　そんな義父を――メリニは心の底から恐ろしいと思った。



　　　



　繰り返される紹介と賛辞の言葉。

　そろそろ省吾はこの場に居る事が耐え難くなってきた。

　代わり映えのしない内容を同じ様な言葉で延々と聞かされていれば居心地も悪くなる。ましてこれらは姫ひめ巫み女こ達の通訳を介しての事であり――省吾の感覚からすれば見知らぬ大人達が見知らぬ言語で意味不明の事を笑いながら宣のたまっているだけだ。これがいわゆる政治的に必要な手続きだというのは分からないでもないが、これでは省吾は陳列棚に飾られた商品、いや、檻おりの中の珍獣と大差ない様な気もする。

　そこでペルテアの言葉が再び思い出されるのだ。

『要するにどれだけショウゴ様の身の回りを取り仕切るかで〈レネゲイド〉の中での立場や地位も変わってきますからね』

『今やショウゴ様に関する事柄は些さ細さいな事でも〈レネゲイド〉の権勢争いにも影響を及ぼす訳です』

　理屈は分かる。

　英雄たる省吾に少しでも取り入ろうと彼等は考えているのだろう。

　だが――

（……なんなんだ……これは……）

　名状しがたい不安を覚える。

　まるで自分が立っている場所が薄氷の上だと不意に気付いたかの様な。

　あるいは自分が知らず知らずの内に大きな渦巻きの中に取り込まれているかの様な。

　恐らく、こうした扱いが自らの力で勝ち取った実績の結果であり、その実績も少しずつ積み重ねられていったものであるのならば、省吾はあるいは増長し、これを当然と考えていたかもしれない。

　実際、省吾の中には戦いに勝った高揚感、英雄と呼ばれる興奮、ラヴィゾンの街を護まもり幾つもの命を救ったという満足感が在る。確かにそれは間違いなく彼の中に在る。

　だが幸か不幸か――省吾は花梨という存在が身近に居た為に、元々自分の事に関してはそうそう自信過剰になる性格では無かった上、わずか二週間あまりで己を取り巻く環境が変わり過ぎた為に、どうしても状況に馴な染じめず、違和感と不安感を感じてしまうのである。

　確かに省吾は〈イコノクラスト〉に乗って『代行者パニツシヤー』を倒した。

　それは事実だ。

　だが――実際に省吾は何か特別な力を発揮しただろうか？

　単に〈イコノクラスト〉に乗ってがむしゃらに動き回っただけ――と言われればその通りである。ひょっとしたら省吾でなくても良かったのではないだろうか。

　とすれば……

（俺おれがこうして歓待されているのは単に偶然――か）

　そんな風にも思ってしまう。

　英雄たる者。

　ひょっとしたら歴史の上でも物語の中でも彼等はこうやって単に偶然と幾ばくかの思い切りで『英雄』『勇者』などと呼ばれる者になったに過ぎないのだろうか。結局の処ところ、こうした周囲の動きが英雄を造るのだとしたら――

（それに何の意味が在る……？）

　彼が暮らしてきた世界とどう違う？

　それはやはり一種のシステムではないのか？

（いや……しかし…………）

　省吾は考える。

『ラヴィゾンの街の者達もショウゴ様には感謝しておる事でしょう』

『我等もこれで希望というものが持てまする』

　多少の世辞は入っているのだろうが――そう言う者達の笑顔は純粋に嬉うれしい。

　期待されるという事。

　感謝されるという事。

　それはやはり何よりも自分が英雄たる事を実感させてくれる。

　自分はそれだけの事をやったのだと。

　別に恥じ入る必要も、不安を覚える必要も無いのだと。

　ただそう単純シンプルに考えれば良いのだと。

　そんなとりとめも無い事を省吾が考えていた時――

「ショウゴ様」

　メリニが口調を少し変えて呼び掛ける。

　彼女が見ている方向へ視線を向けると……会場の人々がまるで潮が引くかの様に左右に分かれ、自然と出来上がった道を悠然と歩いてくる二つの人影が見えた。

　バルドとパルマスである。

〈レネゲイド〉の頂点たる五氏族の長の内の二人は真まっ直すぐ省吾の処まで歩いてくると僅わずかに笑顔を浮かべて何事か語りかけてくる。

「『ショウゴ殿。楽しんでおられますか？』」

　パルマスの言葉をセネカが通訳する。

「あ。はい」

「『それは重ちよう畳じよう。こちらとしても更に御願いをし易やすいというものです』」

「……は？」

「『姫ひめ巫み女この誰だれかから聞いて居られるかもしれませんが、民衆に対しショウゴ殿をラヴィゾンの街を救った英雄としてお披露目したいと考えております。五日後には用意も調ととのいますのでどうか御協力頂きたい』」

「え？　あの――」

　翻訳された言葉は至極丁寧なものだが――パルマスの口調を聞いている限りそれは有無を言わせぬ響きが在った。

「『街を救った英雄のお顔を一目見たいと訴え出る民衆も多いのです。ショウゴ殿に感謝する彼等の気持ちを無視するのも心苦しいと思い、急きゆう遽きよ、ラヴィゾンの街にてお披露目を行うべく、会場を用意させております』」

「は……はあ……」

「『連日のことでお疲れではあると思いますが、どうか不安な日々を送る民衆にそのお姿を示して安心させてやって頂きたい』」

「……………………はい」

　いきなりの事ではあったが――立て板に水とばかりに言われては省吾としては頷うなずくしかない。正直、宴席と同様にひどく気後れするというか気恥ずかしい感じがするが、そんな事を口にするのも躊躇ためらわれた。

　それに……英雄物語に凱がい旋せんは付き物だ。

　あの荒野で見下ろした人の群れを思い出すと今でも省吾の背中にぞくりと身が引き締まる様な感動が蘇よみがえる。何十人何百人、あるいは何千人――そんな数の人々が彼を仰ぎ見てその偉業を讃たたえている場面。あの時は咄とつ嗟さの事にただその状況を呆ぼう然ぜんと眺めるだけだったが――今度はそれをきちんとした場所できちんとした手続きの元にやるという事なのだろう。その場面を想像するだけで省吾は静かな興奮を覚えずにはおれない。この宴席が意外に退屈であったから尚なお更さらの事だ。

　しかし――

「…………」

　ふと視線を向けると――何やら花梨が考え込む様な表情を示して黙り込んでいる。

「花梨？」

「……なんでもない」

　彼女は呟つぶやく様に言った。



　　　



「――そういえば聞いたかい？　あの『代行者パニツシヤー』を倒した巨人。近々、あれの正体が分かるって話だよ」

「へえ？　何ど処こから聞いたんだい？」

「いや。出所は分からないけど。もっぱらの噂うわさでさ。なんでも何処かの企業が造った兵器なんだとか……お披露目をこの街でやるんだとか」

「なるほどねえ」

「しかし……もし『代行者』が全部倒せるってのなら、ひょっとしてあれかね」

「うん？」

「例の〈五人の罪人〉なんてのもまた英雄って事になっちまうのかね」

「今の世界を造った原因というか――神様をぶっ殺した連中だろう？」

「そりゃそうなんだけどさ。うちの婆ばあさんなんかはそれこそ蛆うじ虫むしみたいに嫌ってたけどね。でも『代行者』だって神様の『御尊影』なんだろう？　修道会の教えじゃ。それを倒すってのもやっぱ罰当たりなのかねえ。私達は助かって嬉うれしいけど」

「どうなんだろねえ。そういえばその〈五人の罪人〉とかも子孫とかが何処かに残ってるのかね。そういう連中は今度の事を見て大喜びしてるかもしれないねえ」

「まあ……今回の事じゃ結局、修道会の連中なんざ、何もしてくれなかったけどさ」

「しっ――」

　中年女の二人組はトーマの姿を見て声を潜める。どうやら今までの会話が聞こえていないとでも思っているらしい。あの様な無神経なしゃべり方では五十歩離れていても聞こえそうだったが。

「……お務め、御苦労様です」

　中年女達が頭を下げてくる。

　だがその顔を完全に地面を向く瞬間、トーマは彼女等の顔が嘲ちよう笑しように歪ゆがむのを見た。

「…………うむ」

　怒りを押し殺して頷うなずき、そのまま通り過ぎる。

　しばらくすると中年女達はまた同様の会話を始めていた。

「…………」

　街に不穏な空気が満ちている。

　エクノドラス真教修道会の駐留治安修道士トーマ・フラワンはそう感じた。

　原因は明白である。あの『御尊影』が――街の住人が呼ぶ処ところの『代行者』が、何処からともなく現れた奇怪な鋼の巨人に屠ほふられた時から街の空気はおかしくなった。

　誰だれもが妙にそわそわして落ち着かないのである。

　不安ではない。むしろ街の者達の表情は明るい。明る過ぎる程だ。『御尊影』の御裁断から思いも寄らぬ形で逃れ得た経験が彼等を常とは異なる精神状態に置いているのだろう。

　もっともそれを『不穏』と感じているのはトーマや仲間の治安修道士だけだ。

「……くそっ……」

　トーマは何度も不満の呟つぶやきを漏らしながら警けい邏らを行っていた。

　十六の時に基礎修行を終えてすぐ、この街に配属されてから既に六年が経過している。派遣治安士と異なり、駐留治安士は基本的に地元に腰を据えてじっくりと地域との融和を図りながらエクノドラス真教修道会の教えを広めていくのが基本だ。故にトーマ達もこの街の治安維持の為に尽力し、街の人々からもそれなりの信頼を得てきた――少なくともトーマや仲間の治安修道士達はそう考えていた。

　だが……　あの『代行者パニツシヤー』が倒された日から人々のトーマ達に対する態度は微妙に変化しつつあった。わずか数日前の事だというのにそれがはっきりと分かる。有り体に言えば街の住人達がトーマ達治安士に向ける視線が冷たくなりつつあるのだ。

「……恩知らずな奴等が……そんな事だから……」

　人間の業の深さにトーマは絶望的な気分を覚える。

　そもそもこの世界が――ソロンが今の様になってしまったのは忘恩の輩やからたる〈五人の罪人〉達が神を殺したからである。それまでも充分に恵まれた世界を与えられていたにもかかわらず、彼等はより多くの権勢を求め、自分達を絶対支配者の玉座に据えるべく、神を謀殺してしまったのだと修道会の教典は伝えている。

　それ故に神はこの世界を呪のろった。

　神は滅びる直前に十六の神罰代行者――『御尊影』を置き、罪人達の罪を償わせるべく様々な災いをもたらす様に命じた。人々は神殺しの罪を、それを止められなかった罪、それを考える様な者を人類の中から輩出してしまった罪を『原罪』として負う事となり、ただひたすら、世界の終わる日まで『御尊影』の下す裁断を甘受するという今の世界が出来上がった。

　故にこそ修道会ではこの『原罪』を償う事こそが人間の採るべき道だとする。

『御尊影』が訪れればただ伏して御裁断を待つ。

　自ら命を差し出し苦しみを甘受する事でようやく罪を償う事が出来るのだと修道会では教えている。切られれば血を流し、寒ければ震え、食べなければ飢え……このままならぬ人の身も全ては贖しよく罪ざいの為に在るのだと。

　御裁断にて死する者は幸いである。それは赦ゆるしを得る事であるから。

　しかし同時に自らの命を絶つ事は悪であると修道会は説く。

　この世界で苦しみつつ生きていくのもまた赦ゆるしを得る為の手段であるから。自ら簡単に死んでしまっては償いにならないから。数多あまた在る死の中でも苦しんで苦しみ抜いてあくまで『御尊影』に殺される事だけが、神に許され、そして死後、神のおわす楽園に至る道であるのだから。

　なのに……

「何が『英雄』かっ……！」

　街の住人達は目先の苦痛を恐れて真実から眼を背けている。

　折角『御尊影』が降臨されたというのに、その御裁断によって死する事を恐れ、償いに背を向け、ただ瞬間的な恐怖から逃れ、享楽を追求する為だけに生の延長を望む。いや、それだけならばまだしも――常々街の治安の維持に努めてきた治安士達を、役立たず呼ばわりする者まで出る始末だ。

　彼等に言わせれば治安士は『肝心な時にまるで役に立たない』のだそうだが……これは言いがかりも甚はなはだしい。『御尊影』が降臨されれば喜悦の涙を流しつつ、長き苦渋の日々に終止符が打たれる事に喜びを見いだすのがエクノドラス真教修道会の教えである。

　そんな修道士に街の住民達は一体何を期待していたのか。

　あの偉業の巨人の様に『御尊影』と戦い倒す事か。

　そんな事が出来る筈はずもない。教義に反するし――そもそも幾ら鍛えていようとそんな力など生身の人間に出せる筈も無い。

　なのに街の住民達はあの異形の巨人と治安士を較くらべている。

　結局の処ところ……街の住民達は治安士の教えなど何一つ聞いてはいなかったのだろう。殊勝な顔をして修道士の説法に頷うなずきながら、単に彼等を番犬の様に使う事だけを考えていたに違いない。

「恩知らずの奴等が……そも目の前の死を恐れるだけなら動物と変わらない……己の原罪を自覚し自ら償いたる崇高な死を望んでこそ人は人たるものとして完成するのだ……！」

　呟つぶやきながらトーマは夜の街を歩き回る。

　その時――

「……む？」

　人目を避ける様にして街角を行く三つの人影をトーマは見つけた。

　街の住人ではない。先を行く男女二人は旅装束を帯びているし――三人目に至っては頭からすっぽりその身体を覆うマントを被かぶっている。人相風体は元より、性別すらも判然としない恰かつ好こうだった。見るからに怪しい雰囲気である。

「…………」

　トーマは右手の長ちよう棍こんを改めて握りしめた。

　治安修道士は刃物を使わない。基本的に彼等の使う武器は鉄芯しん入りの木もく棍こんである。非常時の威嚇用として拳けん銃じゆうを与えられてもいるが、修道会が駐留治安士達に与える拳銃は精度が低く暴発の危険性も高いので、使いたがる者も少ない。それにトーマの経験上、近距離ならば棍こんを使った方がむしろ制圧力は高かった。

　街の住人に対する不満と、治安士たる責務への忠実さとは別だ。

　修道士らしい考えを頭の中で一通り展開してから、トーマはその三人に近付いていった。

「そこの三人」

　声を掛けられてその三人が立ち止まった。

　威圧的な口調で言葉を続けながらトーマは三人に歩み寄っていく。

「旅行者か？　行商人か？　この街の者ではないな。私は修道会駐留治安士トーマ・フラワンである。私には汝等なんじらの素性を知る権利と責務が在る」

「…………」

　三人は顔を見合わせた。

「別に怪しい者じゃないが」

　その中の一人――髪を棘とげの様に何本もまとめて逆立てる髪型の青年が、頬ほおを掻かきながら言う。トーマは何ど処こかその言葉の抑揚に奇妙な偏りを感じたが、今はその事を気にしている場合ではない。

「怪しいか怪しくないかは私が決める。そこの者。フードを取りなさい」

「それは勘弁してやってくれ。こいつはちょっとした事故で顔に大怪け我がをしていてね。人前に顔を晒さらしたくないんだとさ」

「つべごべ言わずにフードを取れ！　それからそこの娘！」

　トーマは言って、二人目――長い髪を束ねた娘に棍の先端を突き付けた。

「擬ぎ神しん杖じようを手放せ」

「…………」

　娘は一瞬、意見を窺うかがう様に青年の方を見たが――青年が頷うなずくと娘はゆっくりと、その場にしゃがんで手にしていた擬神杖を地面に置いた。

　奇き蹟せき師といえど擬神杖が無ければただの人間だ。

　拳銃を隠し持っている可能性は在るが、万が一、三人の内の誰だれかが抜いても、この距離ならば棍で払い落とす自信がトーマには在った。彼とて伊だ達てに治安修道士を拝命している訳ではない。

「しょうがない。デュメ――見せてやれ」

　奇妙に抑揚の効いた微妙な物言い。

　だがトーマはその意味に気付く事は無かった。

　デュメと呼ばれた人物はマントの下から、ゆらりとした――トーマの警戒心を刺激しない動きで手を伸ばす。白く華きや奢しやな指は女性のものだった。

　掌てのひらがトーマに向く。

　次の瞬間。

「――!?」

　白い光がトーマの視界を埋める。

　そして――

「セプテ・ルア・ウア・モベンテ――」

　独特の韻律を以もつて唱えられる耳慣れない言葉の羅列。

　間違いなくこれは――

「馬ば鹿かな――」

　トーマは呻うめいた。

　これは聖光だ。そして聖句だ。

　だがこのデュメと呼ばれた人物はどうやって奇き蹟せき術を使っているのか。

　擬ぎ神しん杖じようは決して小さなものではない。どんなに小型化してもマントの下に隠してそれと気付かせられない様な代物ではない筈はずなのだ。そして擬神杖が無ければどんな優秀な奇蹟師とて奇蹟術は使えない。

　トーマは半ば反射的に女の手を棍こんで払おうとするのだが、身体が全く動かない。

　どうやら既に奇蹟術で身体に干渉されてしまったらしい。



    

  
    
      



    

  
    
      「どうします？」

　白濁して閉じた視界。

　ただ――ひどく落ち着いた女の声だけが聞こえてくる。

「治安士を殺したら後々面倒だろう。とりあえずは記憶だけ消しておくのが良いだろうが――出来るか？」

　これは青年の声であろう。

「精神干渉は何かと繊細なので、あまりやりたくないのですが――何とか。しかしラヴィゾンは比較的よそ者にも寛容と聞きましたが、これは間違いだったのでしょうか？」

「いや。違うだろう。単に苛いらついていたんじゃないかな。『代行者パニツシヤー』の一件でどうも街の連中の治安士や修道会に対する態度が冷たくなってきたからな。その憂さ晴らしもあったんじゃないか？　普通の警けい邏らなら二人一組で行動するだろうし、ただ旅装束やフード被かぶってるからって、あんな問答無用で喧けん嘩か腰の突っかかり方はせんだろ」

（……違う……！　俺おれは……そんな……）

　そう叫びたかったが声が出ない。

「修道士も人間さ。ま――怒るな。哀れんでやれ」

「そうですね」

　頷うなずく気配がする。

　勝手な物言いに対する羞しゆう恥ちと憤怒とでトーマは全身が弾はじけ飛びそうだったが……やはり身動きできない。

　やがて――そのまま彼の意識は白い光の中でゆっくりと溶けていった。



　　　



　深夜になってようやく省吾は解放される事となった。

　セネカの運転する蒸気式大型自動車で自分の屋敷にまで戻ってきた省吾と花梨は、自分達の部屋の在る二階へと早々に上がっていた。風呂には入る積もりだったが、さっさとこの宴席用の礼服を脱いでしまいたい気分だった。苦しい訳ではないのだが、何となく普段着に着替えないとあの宴席が終わっていない様な気がするのだ。

「……疲れたでしょ」

　二階の廊下を歩きながら花梨はそんな風に声を掛けてきた。

「ちょっとな」

　苦笑を浮かべて省吾は笑う。

　本当はちょっとどころではない。途方もない精神的な疲労だ。見ず知らずの者達が入れ替わり立ち替わり訪れては省吾に訳の分からない親しげに言葉で語りかけていく。無論、姫ひめ巫み女こ達が翻訳はしてくれるが――自分で理解出来ない以上は何ど処こか不安感が残る。

　まるで――自分が何かとんでもない勘違いをしているかの様な。

「花梨こそどうなんだよ？」

「私は省君みたいにパーティの中心じゃなかったからね」

　と花梨。

「どう？　憧あこがれの英雄になった気分は」

「……なんか皮肉っぽい言い方だな」

　顔を顰しかめて言う省吾。

　花梨が〈レネゲイド〉の者達や〈イコノクラスト〉にあまり良い印象を持っていないのは省吾も知っている。はっきり彼女は言う――『省君は利用されているだけよ』と。彼女の言葉がある意味で真実だというのは今日の宴席を見ていても分かった。

　だが……

「それでも俺おれはやっぱり――」

　自分が英雄になる事を望んでいる。

　自分が英雄である事を望む人が居る。

　それで助かる人や喜ぶ人が居るのならばそれは悪い事ではない筈はずだ。〈レネゲイド〉の思惑がどうあれ、ラヴィゾンの街の人々が感謝してくれているというのならば、それは誇って良い事だと――選んで良かったのだと省吾は思う。

「ああ、その話はとりあえずパス」

　花梨は肩を竦すくめて言った。

「今更また英雄について省君と口論しようとは思わないわよ。でもね――英雄って敵と戦って凱がい旋せんするだけが仕事じゃないからね。当然それが唯一無二の存在であるのならば、そこに絡む利権を狙ねらって色々な連中が来るわよ。その事は覚えておいた方が良いと思う」

「…………」

「今日だって、気付いた？〈レネゲイド〉の五氏族が大体順番に、順番に、省君と面会してたの」

「……え？」

　とりあえず寄ってくる連中に失礼の無い様に振る舞うだけで――といっても話術などの心得も無いしそもそも言葉が通じない省吾としては、適当に愛想良く笑っているだけだったが――気疲れしてそれどころではなかった。

　何しろ省吾の倍以上の年齢の者達が、細かな言動の違いこそあれ、それこそ手を摺すり合わせる様な感じで――機嫌を損ねない様、腫はれ物に触るかの様な馬ば鹿か丁寧な物腰で、寄ってくるのだ。これに居心地の悪さを感じない程、省吾は自意識過剰ではない。

「どうも見ているとコードラン、マブロ、ルースポリテ、オトルチ、インペラスの順で勢力に差が在るみたいね。結果的にメリニが通訳してた数が一番多かったでしょ？　あれはコードラン家の招待した客人が一番多かったって事よ」

「よく見てるな、そんな事」

「私は英雄様じゃないもの。ノーマークだから観察し放題だったわよ」

　花梨は言って笑う。

「権力闘争は何ど処こにでも在るって事よね」

「それなんだけどな」

　省吾は腕を組んで言う。

　ペルテアの言葉も在るし、今日の宴席で色々と実感する処ところは在った。だがそれでも省吾にはよく分からないというか――理解しきれない部分が残っている。

「そこの処がよく分からないんだよな。この世界は滅亡し掛かってるんだぞ？」

　そんな状況下で個人の利権などというものを優先させる馬ば鹿かが居るのだろうか。

「だからって権力闘争が無いなんて事は無いでしょ。人間、三人集まれば争いが始まるって言うじゃない。それに――最初私達が思っていたよりは、この世界まだ荒廃してないみたいよ」

「なんで分かる？」

「パーティに来ていた連中の衣装と、食事」

　平然と花梨は断言した。

「……なんだって？」

「機械縫製技術とかが進んでないと、ああいう衣装は作れないだろうし。食事にしても色々な野菜を使っていたけれど、あんなの一カ所で全部採れる訳ないでしょ。恐らく鉄道かそれに類する大量輸送手段も在る筈はずよ。まあ英雄様の為にわざわざ少数取り寄せて調理したとも考えられるけど……何にしても衣食住っていうけど、これらは生活水準のバロメータでもある訳。そこらを見てると文明レベルや経済状態も何となく推測がつくし」

「……何者だよ、お前は」

　省吾は言って溜ため息をついた。

　相変わらず彼の従姉妹いとこは中学生とは思えない位の知識量、観察眼、そして推論能力を持っている。まあ花梨が頭が良い事は知っていたが――どことなく『試験で成績が良い』事と『本当に切れ者である』事は違うと省吾は考えていたし、普段の生活で頭の回転の速さや推論能力を推し量る場面が在る訳ではない。何となく省吾は花梨を前者だと思っていたがどうも後者――あるいは両方であったらしい。

「でもね、省君。覚悟しておいた方がいいよ。これからこんな事はもっともっと増えていくだろうから」

「……分かったよ」

　省吾はもう一度長々と溜ため息をつくと、花梨と別れて自分の寝室に入る。

「…………英雄……か」

　呟つぶやいて省吾はベッドの上に倒れ込む。

　ベッドサイドには……小さな鈴が『鳴らしてください』と言わんばかりに置いてあった。

　しかし今はメリニにしろ他の姫ひめ巫み女こにしろ夜よ伽とぎを申しつける様な元気は無い。まあ在っても隣の部屋に花梨が居る以上はそういう行為にも及びにくいが。

「……お披露目……か」

　一体どういう事になるのやら。

　英雄になった事そのものは嬉うれしい。小躍りしたい位だ。

　だが――やはり何ど処こか心の底に違和感が付きまとう。

　これは何なのだろうか。

　何か大事な事を忘れてしまっていて思い出せない――そんな気分だ。素直に今の状況を喜ぶ事が出来ない。何かとんでもないペテンに引っかけられているかの様な気がする。花梨の忠告が無くとも省吾は手放しで浮かれる気分になれない自分に気付いていた。

「本当――夢が叶かなったってのにな」

　ベッドの天てん蓋がいをぼんやりと眺めながら省吾は溜め息をついた。



　　　



　蒸気式自動車の振動に揺られながらネロは傍らの部下に視線を向けた。

「お申し付け通り――ラヴィゾンの街の中央広場を『お披露目』の会場に致しました」

　報告書を手渡しながらも部下は口頭で要約した内容を告げた。

　タイプライターで印字された数枚の書類には『お披露目』の会場として使う中央広場の詳細な資料に加え、ラヴィゾンの街で情報操作中の部下からの報告、お披露目会場を設営中の部下からの進行に関する報告も記載されている。

　ネロは素早くそれらに眼を通しながら満足げに微笑ほほえんだ。

　至極順調である。細かな調整は無論必要だが――基本的にはネロが思い描いた筋書き通りに事は進んでいる。

　だが部下はそうは思っていない様子だった。

「しかし御お館やかた様さま。思いの外、情報の伝達と拡散が早かったらしく――現在、ラヴィゾンの街にはケインパクスから逃げ延びた難民や、周囲のエトビアやビーシュレンの街からも物見高い連中が流れ込んできています。このままでは会場が手狭になってしまうと思われますが……」

「構わないよ」

　ネロは微笑を浮かべて言った。

　無論――その程度の事はネロの予測の範囲内だ。その為に事前に会場の面積やそこに繋つながる街路の太さ、隣接する建物の数やその高さを細かく調査させておいたのだ。

「しかし――」

「多少狭くなる事は最初から想定済みだ。周囲の街から色々な連中が流れ込んでくる事もね。元より計画通り」

「……は」

　部下は――ネロの言葉を理解はしきれなかったらしいが、とりあえず頭を下げた。

　オトルチ家は〈レネゲイド〉の中でもどちらかといえばコードラン家やマブロ家に較くらべて地位は低いが……それでも長ともなれば〈レネゲイド〉を牛耳る五大巨頭の一人である。本人が納得しているというのにしつこく反論を述べて良い様な相手ではない。

　ましてネロの頭の回転や発想の柔軟さは部下達もよく心得ている。

　例えば――

『実業家ネロ・リヴィスが代行者パニツシヤーを倒した救世主をお披露目する』

　その噂うわさがラヴィゾンの街に流れたのは数日前だった。

　ネロ・リヴィス。

　その名前は様々な言葉を冠された上で人々に知られている。

　曰いわく――自動車王ネロ・リヴィス。

　曰く――謎なぞの金持ちネロ・リヴィス。

　曰く――美しき変人ネロ・リヴィス。

　……等々。

　何にせよ……ネロ・リヴィスという名前には様々な感慨が絡む。しかし共通しているのは『凄すさまじい金持ちな上に秘密主義の変人』という認識だった。その認識は数日前に目撃した巨大な人型と絡み合ってある種の納得を生み出した。

　つまり『ネロ・リヴィスの創り出した新型兵器と彼の見出した人物が『代行者』を倒したのだ』――と。

　それだけの事をしかねないとんでもない人間だと思われているのである。

　言うまでもなくこれは彼の本当の顔――ネロ・オトルチが用意周到に造り上げてきた風評だ。彼が自動車を始めとする蒸気式装置や奇き蹟せき装置の製造会社を持ち、幾つもの工場を経営しているのは事実であり、これらは主に〈レネゲイド〉の活動資金を得る為のものではあるが――ただそれだけの為ならばわざわざネロ・リヴィスという架空の人物を生み出す必要は無い。

　ネロ・リヴィスという人物が一般民衆の間で語られる際に『秘密主義』『変人』『道楽』といった言葉が必ず使われる。わざわざこの様な性格設定キヤラクターを造り上げたのは、どれだけ突飛な事をしても――例えば巨大兵器を造り上げて『代行者パニツシヤー』を倒す様な事をしても――『彼ならばやりかねない』と民衆を納得させ、そこで思考停止を起こさせる為の伏線だ。この為に彼は意味不明の事業を興しては潰つぶすという事も積極的かつ定期的に行っていた。

『変人』『秘密主義』『道楽』――これらの単語が漠然と描き出す印象が不自然さを覆い隠し、殆ほとんどの民衆は彼の背後に在る〈レネゲイド〉の存在にまでは想像力が及ばないのである。

　普通の人間は此こ処こまでは出来ない。

　ごく自然に何の努力も要せず鼻歌交じりで迂う遠えんとも言うべき規模の大きな謀略を組み立てる――そういったネロ・オトルチの特異性を身近な部下達はよく理解していた。

「無論、警戒は怠らない様に。人員を配置して銃器や奇き蹟せき杖じようの類たぐいは全て取り上げる事。それから――そうだね。特にケインパクスの人間には注意してくれ」

「――御意」

　今度こそ何故にとも聞かず――ただ部下は頷うなずいた。



　　　



『お披露目』――当日。

「こりゃまた凄すさまじいな」

　ラヴィゾンの街――中央広場。

　本来の収容人数を大幅に越えて文字通り人々の姿が溢あふれかえっている。それどころか広場に隣接する建物の二階や屋根の上にも、無数の人々が集まっており、今にもこぼれ落ちんばかりだった。

　言うまでもなく全て『お披露目』を見ようと集まってきた人間である。

　ラヴィゾンの街の住人だけではない。噂うわさを聞きつけて周辺地域の街からも問題の『巨人』を一目見ようと何十人、何百人という人間が集まってきたのだ。

　この為にラヴィゾンの街の街路はあちこちで人の流れの渋滞を引き起こし、ちょっとした喧けん嘩かやその他の揉もめ事が頻発している。治安修道士達はその処理に忙殺されていて『お披露目』に批判的な眼を向ける余裕すら無い有様だった。

　そんな中――

「早めに宿を出ておいて良かったな」

　ごった返す広場の中を泳ぐ様にして歩きながら一人の青年が呟つぶやく様に言った。

　人々の海の中に在りながらよく目立つ青年である。

　周囲の者達よりも頭半分余り抜け出る様な長身である事も無論だが、何かで固めているのか、棘とげか角の様に何本も髪が逆立っているという髪型のせいで、更に異彩を放つ容よう貌ぼうとなっているのだ。

　恰かつ好こうそのものは、使い込まれてはいるものの割と標準的な馬上装束――動き易やすく丈夫な衣装の上から皮ベルトでポーチや簡易の防具を固定したものになっている。ちなみに腰には拳けん銃じゆうを収めていたであろうホルスターも揺れているが、今現在は空っぽだ。会場の入口四カ所で警備をしているリヴィス社の者達に、預かり証と引き替えに取り上げられてしまったのである。携帯していたナイフやライフルも同様だった。

「ネロ・オトルチも何を考えているのか分からない男です。どうせなら街の外の荒野にでも会場をしつらえた方が未まだ余裕を以もつて人を収容できたでしょうに」

　そう言うのは青年の隣をよたよたと――小柄なのでこの人の波の中では右へ左へと押されて真まっ直すぐ歩けないのだ――歩く娘だった。長い黒髪を後頭部二カ所でくくっており、鼻先には小さなレンズの眼鏡を引っかけている。よく見れば整った顔立ちをしているのだが、無粋とも言える旅装束と、愛想のカケラも無い様な無表情さのせいで外見的な魅力が印象に残りにくい。

「いや……むしろこっちの方が良いだろう」

　娘に手を差し伸べて抱き寄せながら青年は言った。

「……何故に？」

「ゲッペルスの――つっても分からないか。とにかく狭い場所に人間を詰め込んだ方が理性が麻ま痺ひしやすい上に、意思統一をし易やすいんだよ」

「そういうものなのですか？」

「ああ。細かい事は省くが――民衆心理操作アジテーシヨンの常じよう套とう手段だよ。狭い場所に収容限界以上の人間を閉じ込めて、そこに生まれる熱気を言葉巧みに誘導すると、人間は簡単にその誘導にハマる。自分の考えをまとめる余裕が無くて、他人の気持ちや言葉に飲まれやすくなるんだな」

「……なるほど」

「何ど処こまでネロ・オトルチがその理屈を知っているのかは知らないが、〈イコノクラスト〉やその御者である『勇者』をカリスマとして認知させる為には有効な手段だよ。後は音と光とをどれだけ効果的に使えるかだな。まさかこの開けた場所でガスの類たぐいは使えまいし、一人一人に薬を投与する余裕もあるまいし――とと。そろそろだな」

　青年が立ち止まる。

　青年と娘の位置からでもよく見える場所――中央広場に設けられた舞台。

　そこには傲ごう然ぜんと立つ巨大な人型が在る。

　黒と赤に彩られた巨大擬神機。

　基本として人の姿を模しながらも、何本もの角の様な突起を備え、鎧よろいを帯びているかの様にごつごつとした威嚇的な輪郭を示すその姿は、塔の如ごとき背丈と相まって観る者の心にある種の畏い怖ふ心を呼ばずにはおかない。

　神の呪のろいの『代行者パニツシヤー』――滅びの運命を倒してのけた巨大な、文字通りの奇き蹟せき。

　その姿を見て人々はただただ熱狂する。

　一度はリヴィス社の飛行船団が訪れて荒野に座り込んでいたこれを分解、持ち去ってしまったが、今回『お披露目』の為に再びリヴィス社がラヴィゾンの街に持ち込んできたのである。

　その姿は確かに人々が見たあの巨大擬神機そのものだ。

　だが――

「……レオン様」

　娘が青年に呼び掛ける。

「お気付きですか？」

「何がだ？」

　ふと……娘と青年の近くに居た中年男が怪け訝げんそうな表情で二人を一いち瞥べつした。恐らく聞いたことも無い異国の言葉で喋しやべる二人に注意を引かれたのだろう。もっとも男はすぐにその注意を広場に立つ巨大な人型に戻してしまったが。

「あれは〈イコノクラスト〉ではありません」

　娘は異国の言葉で――日本語で告げた。

「…………なんだって？」

「素人目には同じものに見えるかもしれませんが……細かな造りが明らかに違います。恐らくあれは修道会の治安士の目を欺く為の、ただの人形です」

「改修されてるから――という訳ではないんだな？」

「細部で、明らかに〈イコノクラスト〉の設計上必要な部品が幾つか欠損しています。内部機構の設計を一からやり直したのなら話は異なりますが――この設計は基本的に『聖遺物』の制御と利用を前提にしている以上、そう簡単に変えられるものでもないかと」

「…………わざわざそんなものまで用意するか。凝こった事を」

　青年――レオンは苦笑して言う。

「……出てきたぞ」

〈イコノクラスト〉の足下。

　半円状にしつらえられた舞台の上に、礼服を着た色白の美青年が立った。

　ネロ・リヴィス。

　銀の髪と紅あかい瞳ひとみが特徴的な容よう貌ぼうを形成している。容姿端麗と言えばその通りだが何ど処こかそれだけでは語りきれないものが――蠱こ惑わく的な『毒』がその風情には含まれている。つめかけた民衆の半数を占める女性達から、妙に熱を含んだ溜ため息が漏れた。

「皆様。暗黒の時代は終わりました」

　唐突に――何の前置きも無くネロはそう語る。

　殊更に大声で喋しやべっている訳でもないのに広場の隅々にまで音が行き渡ったのは、恐らく奇き蹟せき術で音声を拡大しているのだろう。注意力の在る者は舞台の袖そでで奇蹟杖じようを持った少女を――ネロと同じ銀髪と紅眼の少女が立っている事に気付いたかもしれない。

「私――ネロ・リヴィスは常々考えておりました。我等は本当に罪を受けねばならないのかと。我等の遙はるかな祖先は、かつての人類は確かに罪を犯したかもしれない。だが、我等は我等です。親の罪を子がかぶる必要は無い。我等が此この世に生まれ出たその瞬間に、しかも我等とは直接関係の無い事柄によって『有罪』と断じられる。この様な理不尽な事が在りましょうか？」

　ざわめきが人々の間に広がっていく。

　恐らく多くの民衆はそんな事など考えてもみなかったのだろう。彼等が生まれ落ちた時には――ネロが言う通り――『代行者パニツシヤー』と人類の関係は決定済みだった。人類は罪人として『代行者』に蹂じゆう躙りんされる、それは世界の摂理であって疑問を差し挟める余地など在るものではなかった。それは朝の次には夜が来るのと同じく、人は生まれてそして死ぬのと同じく、当たり前であって逆らう事の出来ない摂理だった。

　だが――

「いわれなき罪には『否』と唱える権利が我等には在る！　私はそう考えました。私はその為に持てる財のほぼ全てを費やしてこれを造り上げたのです――最強の兵器、神の呪のろいに対抗する希望の星、我等を救う存在、〈イコノクラスト〉！」

　人々の間に流れるどよめきに喜色が混じる。

　更に――

「だがしかし、『代行者』はあまりに強大でこの〈イコノクラスト〉を以もつてしても倒しきる事は出来ない。これは強大ですが所しよ詮せん、兵器でしかない。〈イコノクラスト〉を駆り、神の呪いをはね除のけるだけの力を備えた『勇者』が私には必要でした」

　ここでネロは民衆の反応を見るかの様に沈黙する。

　民衆がネロの無言に焦じれてざわめきが一回り大きくなった――その瞬間を見計らい、ネロはようやく言葉を続けた。

　否定の後に肯定を。

　絶望の後に希望を。

　それ故にこそ肯定は肯定として見聞きする者の意識により定着し、希望はより輝かしいものとして認識される。これが『演出』というものだ。

「御紹介しましょう。我等の為に異世界より降臨した勇者――神の呪いをはね除け、我等に未来をもたらしてくれる英雄……」

　ネロはそこで舞台の裾を振り返る。

「ショウゴ・カシバ！　彼こそが救世主なのです！」

　その言葉と同時に――先の擬ぎ神しん杖じようの少女を含めた、総計六人の少女達を付き従えた一人の少年が舞台の上に上がってきた。

　更に。

　爆音と共に舞台のあちこちで煙が吹き上がり、恐らくは奇き蹟せき術のものらしい色とりどりの光が幻想的に舞台を取り巻く。舞台の上に緩やかに上って層を成す煙の上には突如として幻影の様なものが浮かび上がり、そこでは……『代行者パニツシヤー』を引き裂く〈イコノクラスト〉が映し出されていた。

「なるほど。奇蹟術で気流制御して煙を固定、スクリーンにしてそこに映像を投影か……やるじゃないか。アイドルのコンサート顔負けだな」

　感心した様子でレオンが呟つぶやく。

「アイドル？　コンサート？」

　娘が首を傾かしげるがレオンは構わず言った。

「全部自分で考えたんだとしたら、とんでもない天才だな、ネロ・オトルチってのは」

「…………」

　むしろネロを褒め称たたえるかの様な口調に、何か引っかかるものでも感じたのか、娘は傍らのレオンを一いち瞥べつしたものの――特に何も言わなかった。



　　　



　省吾はただ愕がく然ぜんとしていた。

「ただそこに立っていてくだされば良いのです」

　そうメリニには言われていたのだが――実際にその場に出ればただ『立っている』だけですら努力を必要とするものだという事は瞬時に理解出来た。

　ラヴィゾンの街。

　その街の中央広場に演台がしつらえられていた。省吾の感覚に狂いが無ければ半径十メートルはあろうかという巨大な半円形のステージが材木によって組まれ、その円周部分を何百――いや何千という人間達が取り巻いている。広場の面積だけでは詰め掛けた人々を収容しきれないのか、広場に繋つながる道や、広場に面する建物の屋根や二階にも溢あふれんばかりの様子で人が蠢うごめいているのが分かる。

　彼等はラヴィゾンの街の住人達だ。そして半円形ステージの後方には簡単な修復を終えた〈イコノクラスト〉が――あくまで『お披露目』用に用意された偽物らしいのだが――傲ごう然ぜんと仁王立ち、街の住民達を睥へい睨げいしている。

「…………」

　省吾はただ絶句するしかない。

　街の人々の熱狂ぶりはどう考えてもただごとではなかった。

　奇き蹟せき術を使ったのであろう――まるでアイドルのコンサートの様に、花火が焚たかれ、色とりどりの光が乱れ飛び、挙げ句には煙をスクリーンにして〈イコノクラスト〉が戦っている様が投影されている。一体何い時つの間に撮影されたのか――あまりの用意周到さに省吾は言葉もない。

　だが……最も驚くべき事は〈レネゲイド〉の段取りの事ではなかった。

　広場に集まった何百何千人――あるいは何万人かもしれない――という人々の熱狂ぶり。それは現代日本に育った省吾には殆ほとんど縁が無いものだった。強いてこの雰囲気に近いのはアイドル歌手やロック歌手のコンサートかもしれないが、元よりオタクの省吾はその手の会場に直接行った事は無い。

　初めてこの世界に喚よび込まれた時――つまり〈レネゲイド〉の『聖せい廟びよう』に降り立った時も似たような感じは在ったが、その時とは人間の密度も数も違うし、何よりも熱気の質が明らかに違う。

　あの時の〈レネゲイド〉の者達はある種の理性が感じられた。

　自分達が誰だれを喚び出したのか。自分達の行為が何をもたらすのか。その事への確信と理解が彼等の態度を、熱は帯びながらも静かなものにしていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが此こ処こは違う。今は違う。

　この広場に集まった民衆は――彼等に在るのは『熱狂』だった。盲信であり暴走でありただひたすらの畏い怖ふだった。その証拠に彼等の口にする声は台詞せりふの体裁を成していない。轟々ごうごうとうねる波は濤とうの響きの如ごとく、それは意味のない音の雪崩なだれとなって省吾に向かって押し寄せてくる。

〈レネゲイド〉の者達が――無論、表向きはリヴィス社の社員という事になっている――舞台の周りで銃や剣を構えて牽けん制せいしていなければ、舞台に向かって押し寄せてきそうな雰囲気さえ在った。

「なんなんだ……これは……なんなんだよ……？」

「省君」

　傍らの花梨が囁ささやく様に言ってくる。

　ちなみに彼女は今、省吾の右斜め後ろに立っている。丁度メリニと省吾を挟んで反対側だ。本来、〈レネゲイド〉のお膳ぜん立だてでは彼女は舞台の裏で待機している筈はずだった様だが、彼女はこれに反対、姫ひめ巫み女この衣装を――ペルテアに予備の衣装を借りて着た上で、省吾の隣に居る。

「何でもいいから偉そうな顔して立っていた方が良いわよ。下手におどおどしたらむしろどうなるか分からない」

「どういう意味――」

「前向いたまま！」

　鋭く花梨が言ってくる。

「あの人達が求めてるのは『英雄』よ。その為に此処に集まってきたんでしょ。要するに省君はカリスマとして期待されてるの。それが実はカリスマじゃないって分かったら、どうなると思う？」

「どうなるんだよ？」

　省吾は懸命に前を向きながら言った。

「怒るでしょ、多分。下手すると殺されるわよ」

「……殺されるって……」

「ショウゴ様」

　メリニが割って入る。

「今は前を向いて毅き然ぜんとした態度でお臨みくださいませ。それが彼等の為でありショウゴ様の為であり我々の為でもあります」

「…………」

　省吾は熱風の様に押し寄せてくる人々の視線を全身で受け止めながら唇を噛かんだ。

　怖い。

　情けないと自分でも思うが……怖い。人間の熱狂とはこれ程のものか。物理的な圧力さえ伴うかの様な圧倒的な何かが省吾の全身に叩たたき付けられる。

　集団だから圧倒されるのだ――そう思って省吾は一人一人の人間を見ていく。

　男。女。老人。幼児。

　様々な人々が省吾を見ていた。省吾だけを見ていた。

　見ながら泣いている者が居た。見ながら顔中を口にして何事か叫んでいる者が居た。彼等の表情はしかし、泣いている者も、笑っている者も、一様に何か取り憑つかれたかの様な――焦点を見失っているかの様な雰囲気が在った。

　違う。これは――違う。

　省吾は思う。

　何なのだこれは。これが英雄を見る眼なのか。自分も――こんな眼をして映画やアニメやゲームの英雄を見ていたのか？　こんな……　しかも。

「～～～～！」

　舞台の脇わきに退いていたネロが何事かを告げると、更に状況は変化した。

「～～ショウゴ!!」

　恐らくはネロが叫んだのは省吾の名前だろう。既に一度彼の名前は民衆に告げられているので、これは明らかにある種の煽動アジテーシヨンだ。

　それを証するかの様に――

　――ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ！　ショウゴ!!　ショウゴ!!　ショウゴ!!　ショウゴ!!　ショウゴ!!　ショウゴ!!　ショウゴ!!　ショウゴ!!　ショウゴ!!　ショウゴ!!　ショウゴ!!　ショウゴ!!　ショウゴ!!　ショウゴ!!　ショウゴ!!――

　叫び声が次第に大きくなっていく。

　ある意味ではあの召喚の時の状態に似てはいる。

　しかし……省吾の名に込められた人々の感情は遙はるかに大きい。今にもそれは弾はじけて押し寄せてきそうな何かを秘めていた。まるで決壊寸前の堤防の前に立っているかの様な、危機感で省吾は眼が眩くらみそうだった。

　そして――



　　　



　トーマ・フラワン治安士は怒っていた。

　修道士、特に治安士は『代行者パニツシヤー』が接近してきても逃げない。無論、『御尊影』と呼んで『代行者パニツシヤー』を崇拝する彼等自身もその猛威の前には一般民衆と何ら変わりは無く――最終的には『代行者』の猛威によって死ぬ事になる訳だが、治安士達はそもそもこれ以上、人々が悪徳を重ねない様にと、治安の維持に身を捧げた殉教者であり、彼等は基本的に死など恐れない。むしろ『御尊影』に殺される事を――つまり罪に汚れたこの世界から浄化されて飛び立てる事を喜び、彼等は近付く『代行者』に懺ざん悔げの祈りを捧げながら静かに最期の時を待つのだ。

　トーマもそうする積もりだったし先日の騒ぎの際にも実際、そうしていた。

　だが――

「……馬ば鹿か共が……」

　熱狂の渦巻く広場の方を振り返り――トーマは吐き捨てる様に言った。

　何が英雄だ。

　そもそも『神の呪のろいを打ち払う』などという発想が傲ごう慢まん極まりない。ネロは色々と詭き弁べんを弄ろうしていたものの、神を最初に裏切ったのは『五人の罪人』とされる連中であって、彼等の行いがこの世界をもたらしたのは間違いが無いのだ。誰だれが悪いと問われれば先まず最初に裏切った人間の方が悪い。

　だが――当時の人々は『五人の罪人』を当初、英雄としてもてはやした。

　絶対権力者たる神から支配権を人間の手に取り戻したとして。

　だがそれも最初の『代行者』が動き出すまで――わずか数日の事だったという。

　結局の処ところ、人間は全員が恥知らずの卑劣な生き物なのだ。人間に許されるのは罪の生を苦しみながら生きる事で裏切ってしまった神への贖しよく罪ざいを続ける事であり、それが叶かなわぬ時は『苦界からの解放の時』と心得て速やかに『代行者』の裁きを待つ。これが心穏やかに生き悔いを残さぬ人生というものではないか――エクノドラス真教ではそう教えている。

　トーマもこの考えを忠実に信奉していた。

　とんでもない事だ。神の呪いを打ち払うなど。

　とんでもない事だ。御使いたる『代行者』を殺すなど。

　まして――それを誇るなど！

　しかし街の連中はこんな馬鹿げた真似をするネロ・リヴィスとその配下達を恥知らずにも崇あがめ奉っている。

　これでは人間はこの五百年間で何も学ばず何も悔いなかった事になってしまう。何という浅ましさか。何という意地汚さか。目先の生や快楽に飛びつくだけなら獣にも虫にも可能なのだ。人間の尊厳とは自らの罪を認めそれを償う処から生まれるのではないのか。

　故に――例の〈イコノクラスト〉とそれを駆る少年の『お披露目』が始まった時には彼は全力で止めにかかった。

　だがリヴィス社の連中はあまりに数が多い上、武装していた。更に熱狂した愚かな住民達はむしろ治安士達を『嘘うそつき』と言って罵ののしり、広場から無理矢理追い出してしまったのである。

　いや……それだけならば未まだ良い。それだけならば未だトーマは我慢が出来た。民衆は愚かだ。だからこそ修道会が在り修道士は彼等を導く使命を帯びている。

　だが。

「馬ば鹿か共がっ！」

　ラヴィゾンの街の裏路地。

　ほぼ全ての人間の眼が中央の広場に向いている今――こんな陽の当たらない場所に眼を向ける者は居ない。だから治安士の死体が転がっていても悲鳴を上げる者も居なければ拳けん銃じゆうを片手にその側そばに立っているトーマに声を掛ける者も居ない。

「教えを忘れた背信者ども……！」

　トーマの足下に転がっているのは、つい半日前まで彼が仲間だと信じて疑わなかった同じ修道会の修道士であり治安士である者達だった。

　だが彼等は裏切り者だった。背信者だったのだ。

『これだけの金を貰もらった』

　彼等は言った。

　リヴィス社のあの巨大兵器を調査し、派遣治安士達の到着を待つまでもなく彼等に不正あらばその場で弾劾する。不正なくともその思想の危険性を理由にリヴィス社の者達を一人でも多く逮捕する――それを提案したトーマに、彼等は言った。

『これだけの金が在れば蒸気式のトラックだって買える、燃料付きでな。これなら何ど処こへだって逃げられる。自分を騙だましながら俺おれ達を殺しに来る『代行者パニツシヤー』を拝む必要なんて無いんだ！』

　彼等は笑いながらそう言った。

　最低の裏切り者。卑劣な変節漢。

　トーマはそれが許せなかった。

　自分が今まで信じ、努力してきたもの全てを汚された様な気がして。

　だから――

「馬鹿共が。馬鹿共が。馬鹿共が……」

　壊れた機械の様にそう繰り返しながらトーマはふらふらと路地から出ていった。



　　　



「――順調の様ですな」

　広場から少し離れた場所で蒸気式自動車の中から熱狂する人々の様子を見ていたバルドは、隣に停とめられた同様の自動車の中を振り返る。そこではパルマスが神経質そうな仕草で口髭ひげをいじりつつバルドを見つめていた。

　ちなみに彼等の乗るこの蒸気式自動車は〈レネゲイド〉の五氏族の長用にリヴィス社が造り上げた代物だ。一見すると普通の蒸気式自動車と大差ないが――積まれているエンジンの出力は通常のものの二倍に達する。外装の内側に貼はられた装甲の分、重量の増した車体を、高速走行させる為に、必要な性能だった。無論、今は雨よけの屋根と風よけのフロントグラス――この世界では透明な硝子ガラスは非常に高価な品だ――以外は全くの素通しだが、運転手が足下の非常用ペダルを踏み込めば、一瞬にして装甲板が各部からせり上がり、銃弾を通さない装甲車へと変へん貌ぼうする。

　それはさておき――

「ネロ・オトルチ――なかなかやる」

「彼は見栄えも良いのでな。確かに適任ではあろう」

　バルドは微苦笑を浮かべて言う。

　少なくともああいう場ではバルドやパルマスが出ていくよりは遙はるかに絵になる。

「しかしこれでいい気になってもらっても困りますが」

「……その様な事も無かろう、わきまえておるよ、奴は」

　言いつつもバルドは内心でパルマスの発言に苦笑した。

　相変わらずつまらぬ事に気を回す男である。

　この程度でネロ・オトルチは『いい気』になどなるまい。奴がもし何か考えているとするのならばこの程度で満足するとも思えない。ネロが『いい気』になるのはそれこそ〈レネゲイド〉の全てを手中に収めた時であろう。ネロは頭が切れるし、それを自覚もしている。そんな男がこの程度の、実利など殆ほとんど伴わない成功で喜ぶ筈はずが無いのだ。だがそこまではパルマスには分からない様だった。

「しかし……」

　何い時つの間にそこに来たのか。

　大柄な――決して背は高くないのだが、肩幅と肉厚の為に大岩の様な印象がある――肉体の存在感をまるで感じさせない様子でレネゲイド五氏族の長の一人、ゼブロンが蒸気式自動車の側そばに立っていた。

　この男だけは五氏族の長の立場に在りながらも護衛や、その為の設備や装備――特注の蒸気式自動車の様な――を側に置かない。武人としての矜きん持じかららしいが、それを『意味の無いこだわり』と他人に笑わせないだけの実力を、この初老の人物が持っている事はバルドも知っている。実際、バルドの護衛役達は格闘技、特に剣技においてゼブロンの薫くん陶とうを受けた者が多い。

　権力闘争としては明らかにバルド達の後こう塵じんを拝んでいるが、バルドにしてみれば、ある意味ではネロ以上に警戒すべき人物でもある。ゼブロンがどうしても〈レネゲイド〉の頂点に立ちたいという欲望に取り憑つかれたら、恐らく止める間も無くバルド達は暗殺されているだろう。長に一番近付けるのは護衛役と同じ長の立場に在る者だけだし、ゼブロンがその気になればバルドもパルマスも一瞬で首の骨を折られている筈はずだ。

「早めに切り上げるべきではないか」

「どうしてだね？」

　パルマスが不満げに言う。

「今は何とか抑えられているが――一つ間違えば暴徒と化すぞ。それを押さえ込むにはそれこそ〈イコノクラスト〉でも使わねばどうにもなるまい」

「…………」

「圧倒的多数の力……か」

　呟つぶやく様に言ってゼブロンは歩き出す。

「奇き蹟せきと同じだな」

「……どういう意味だね？」

「辛うじて均衡を取る事で制御できているに過ぎんという事だ」

　言ってゼブロンは歩み去っていく。

　その後ろ姿を眺めながらパルマスは苦笑気味に言った。

「インペラスの長は悲観主義に過ぎる」

「……かもしれんな」

　バルドは頷うなずき――そして再び広場の方に視線を戻した。



　　　



　実を言えば省吾は特定の歌手や女優といった芸能人のファンになった経験が無い。

　お気に入りのアイドル歌手や贔屓ひいきのタレントは居ないでもないのだが――いわゆるファンクラブに入ったり写真集を買ったりした事は一度も無い。気に入った歌手のＣＤを買う事は在っても関連商品を手当たり次第に買いあさったりはしない。

　友人の中には彼のそういう部分を『異常』だと決めつける者も居るが、省吾に言わせれば当然の様にコンサートだ写真集だＣＤアルバムだと見境無く金をつぎ込む友人達の方が理解に苦しむ。

　何故なら省吾にとって芸能界はいわば蜃しん気き楼ろうの様なもので――そこに住む者達は『決して自分では手を触れられない世界』の住人だからだ。更にぶっちゃけて言えばどれだけ入れ込んでもアイドルやタレントが自分の恋人や友人になってくれる訳でもない。向こうはこっちを知らないのにこっちは向こうに対して一方通行の好意と金銭と時間と手間を捧げ続ける――これが省吾には無駄に思えて仕方が無いのである。

　ましてやロック歌手のコンサート等では感極まって失神する者が出る事が在るというが、こういう感覚が全く省吾は理解出来ない。自分も相手も同じ人間だ。しかも相手は自分の事など知らない。相手から見れば何万と居る有象無象の一人でしかないのだ。なのにどうしてそうも一方的に心酔できるのだろうか。

　友人達はそんな省吾に『だからオタクは嫌なんだ』とか『お前だってアニメやらマンガやらに金使ってるじゃんか』とか言うが――省吾はその手のものが物語として好きなのであって、登場人物に崇敬や恋慕の情を抱いたりはしない。省吾は英雄物語が好きだがそれは単に自分が英雄になりたいからであって――英雄に心酔し何かを捧げようとする気持ちは彼には無い。

　しかし――

（……これも同じなんだよな……）

　省吾は眼の色を変えて彼の名前を連呼する人々を前にして思った。

　彼の知識の中で最もこの広場の雰囲気に近い状況と言えば、やはりアイドル歌手やロック歌手のコンサート会場であろう。省吾は自らそういう場に行った事は無かったが、テレビでその場の熱狂振りを中継している番組位は見た事が在る。

（……ああいう場の……歌手とかはこんな気持ちにならなかったのか……？）

　今まではそれこそ『違う世界の住人』としてその気持ちを考えた事も無かったが――ああいう現場でファンの熱狂を一方的に浴びせかけられる方は何を思うのだろう。

　嬉うれしいと思うのか。当然だと思うのか。気持ち良いと思うのか。

　あるいは――怖いと思うのか。今の省吾の様に。

（……確かに俺おれはこの人達を護まもった……護ったけど……）

　何か違う気がする。

　彼等は今初めてであった省吾に心酔している。している様に見える。実際、省吾の名前を連呼している途中で失神して倒れていく者の姿も舞台の上から見えた。それどころか、あちこちで暴動めいたやりとりが起こり――少しでも舞台の上の省吾に近付こうと強引に割り込んで他の住民や警備の者と衝突を起こすのだ――怪け我が人が出ているのさえ見える。

　だが彼等は本当に省吾という人間を理解しているか？

　そんな筈はずは無い。

　では省吾について彼等は何か少しでも知っているか？

　多分何も知らない。

　この広場に詰め掛けた人々は恐らく省吾の顔と名前を知っているだけで、彼の性格も生い立ちも家族構成も趣味も全く知らない。どういう人間なのかも知らないのに熱狂し、心酔し、側そばに寄ろうと諍いさかいまで起こしているのだ。

　これが異様でなくて何なのか。

　今まで実感として省吾は『英雄』というものの本質を感じた事は無かった。

　それは彼にとってフィクションの中の出来事であって、表層的なものでしかなかったのだ。表に出てくるのは英雄本人の華々しい活躍や、その凱がい旋せんを讃たたえる人々の姿であって――それですら『実際の空気』までは伝えてくれなかった。

　これは一体何なのか。

　少なくともこれは省吾が求めていたものとは違う。

　これではまるで……まるでカルト宗教の教祖ではないか。

　それこそ省吾が此こ処こで『死ね』と言えば死ぬ者まで出てきそうな勢いだった。無論、それはネロや〈レネゲイド〉の者達の煽せん動どう在っての事ではあるのだが――

（英雄ってのはこういうものなのか……？）

　不安が胸の中で蠢うごめく。

「ショウゴ様」

　傍らのメリニが微笑を浮かべて言う。

「皆貴方あなた様に感謝しているのです。『代行者パニツシヤー』を打ち払った貴方様に、感謝し、感動し、崇敬し、それを表現したくて声を上げているのです。笑顔で応じてやってくださいませ」

「……そ……そうか……」

　省吾はただ頷うなずくしかない。

　しかし――



　　　



　省吾が不安がっている。

　それをメリニは肌で感じていた。当たり前と言えば当たり前の話だ。それがどういう種類のものであれ、迸ほとばしる様な感情を、それも何千何万と一斉に叩たたき付けられれば戸惑わざるを得ない。まして省吾はこの世界の言葉を知らない。自分がどのように紹介され、どの様に利用されているのかさえ分からないのだ。

　だが省吾はこの場から逃げ出す事は出来ない。

　彼は自分の名を連呼し、慕い、敬い、崇あがめさえする者達を、異様に思い恐ろしいとも思いながら、しかし彼等に背を向ける事が出来ない。省吾とはそういう少年なのだ。メリニの眼から見れば愚かな位にこの少年は善良で義理堅い。

　彼はだからこそ扱い易やすいのだ。

　この場から逃げ出せないのであれば……民衆の望む『英雄』を演じるしかない。

　その為に彼は勝手に『英雄』たらんとして自らを追い込んでいくだろう。不安を感じていても違和感を覚えていても、それを誤ご魔ま化かしながら勝手に『英雄』を演じる人形として完成してくれるだろう。

〈レネゲイド〉の思惑通りに。

　全く都合の良い性格だ。

　愚かと言っても良いだろう。

　だがそれが――メリニには眩まぶしくさえあった。

「……そ……そうか……」

　省吾はメリニの言葉に頷うなずく。

「そうだな……俺おれは……望んで英雄になったんだもんな……」

　必死に笑顔を作ろうとする省吾。

　だがその表情は何ど処こか強こわ張ばっていて痛々しい。

　彼の横顔を見ていて――メリニは居ても立ってもいられない気分になる。

　彼がこの状況に不安を感じているのは好都合なのだ。

　それでこそ姫ひめ巫み女この存在が生きる。

　言葉の通じないこの世界で、自分の意志とは無関係に動いていく大きな流れ。それに対する不安を払拭出来るのは本来、姫巫女だけだ。言葉が通じ、異性で、無償の愛を救世主に捧げる清らかな乙女達。彼女等だけが、心の支えになる様にと最初から計算した上で姫巫女達は配置されている。

　だが――

（……ショウゴ……様……）

　声には出せない。

　こんな不安に濁った声を出せばそれはショウゴの気持ちを揺るがせる事になってしまう。あくまで姫巫女はショウゴの不安を解消する側でなくてはならない。彼の怯おびえを、恐れを、焦りを、全て受け止める事で彼を縛る消極的な鎖。

　それが、それだけがメリニの存在理由。

　だが――

（………………）

　メリニは柔らかな笑顔を装いながらも胸の内で渦巻くものを御しきれないでいた。

『守るから。あんな風に死なせたりはしないから』

　そう言って彼女を抱き締めたショウゴ。

　メリニの眼から見れば――愚かな位に真まっ直すぐな少年。

　恐らく彼の側に立てばメリニは裏切り者だ。

　それを彼は知らない。

　知られてはいけない。

　しかし……発作的に全てをぶちまけてしまいたくなる気持ちがメリニの中に僅わずかながらも生まれつつあった。

　罪悪感。

　それをメリニはそれと自覚はしていなかったが――

（ショウゴ様――）

　胸の内で彼の名を喚よびながらメリニはその衝動に耐えた。



　　　



（これで良いんだ――）

　省吾は自分にそう言い聞かせる。

（俺おれが餓が鬼きだっただけなんだ。英雄ってものを安易に考えていただけなんだ。英雄ってのは人々の希望とか崇敬とかを一身に背負う者なんだ。背負う者。決してそれは気持ち良いだけの事ではなくて、なんていうか――それも、それをやり遂げてこそ、英雄なんだ。人々の不安とか恐怖とかを打ち払うのも、英雄の仕事だ）

　省吾はそう考える。考えて――自分に言い聞かせる。

　そうしなくては自分に押し寄せる人々の熱狂の前で押し潰つぶされてしまいそうだったから。

　これも試練。

　そう考えなくてはもうこの場から逃げ出したくなってしまう。

（俺は良い事をしたんだ。これは俺が英雄になった証拠だ。誰だれもが俺を崇拝している。誰もが俺を敬愛している。誰もが俺に希望を見ている。だったらそれに応こたえなくては。俺は良い事をした。偉大な事をした、俺は――）

　自らを洗脳するかの様にそう繰り返す省吾。

　だが――

「～～～っ!!」

　異物。

　それは群衆の放つ大音声の中で何故かはっきりと省吾の耳に届いた。

　はっとして思わずその声の主を捜す。

　その者はすぐに目に付いた。

　群衆の真ん中――省吾の真正面に位置する場所でその女性は何事か叫んでいた。年齢は二十歳過ぎであろうか。若い女性だ。どこかやつれた雰囲気は在るが、その容姿は美しいとも言えただろう。

　無論、省吾にはその女性の言葉は分からない。分からないが――はっきりと彼女は『違う』のだと分かった。省吾への崇敬に酔う者達とは明らかに違う表情を、彼女はその顔に浮かべていた。

　彼女は怒っていた。怒り狂っていた。

　省吾への賞賛と好意だけが嵐の様に吹き荒れるこの広場で、彼女はしかし省吾への憤怒に燃え狂っていたのだ。

「な……なんだ……？」

　思わずメリニや他の姫ひめ巫み女こ達の方を見る。

　だが彼女等も唐突なその女性の存在に戸惑っているかの様だった。

　そして。

「～～～っ!!」

　一際ひときわ強烈な叫びと共に――省吾の肩を小さな衝撃が打つ。

　それは床に落ちて硬い音を立てた。

　石だ。

　その怒る女性が投とう擲てきしたものだろう。

（……石を……投げ付けられた……？）

　何故。どうして。

　省吾は英雄だ。人々の希望を背負い、崇拝と敬愛を受ける者だ。だからこそ人々は熱烈にその訪れを歓迎し、この『お披露目』においても激しい熱狂振りを示した。

　なのに――

「なんで……？」

　広場が――唐突に静まりかえる。

　あれ程に人々の熱狂で満たされていた広場が、まるで水を掛けられたかの様に静まりかえっていく。その女性を中心に痛い程の沈黙が放射状に広がっていく。

「～～～っ!!」

　女性はしかし気にせず、叫び続けている。

　叫び、そして石を拾っては省吾に向けて投げ付ける。その顔は怒りに歪ゆがみ、そして涙で濡ぬれていた。やはり言葉は分からないのだが、その女性が悔しくて腹立たしくて、どうしようもなくて泣いているのだというのは省吾にも理解できた。

　だが――何故？

「～～～!?」

「～～～!!」

「～～～!!」

　周囲の数名が――我に返った様子で女性に何事かを叫ぶ。

　だが女性は駄々っ子の様に首を振りながら喚わめき、叫び、暴れ、そして省吾に向けて石を投げ付ける。

　そして――

「～～～!!」

　叫びながら周囲の者達がその女性に飛びかかった。

「……え？」

　省吾は思わず声を漏らす。

　飛びかかった男達がその女性を思いっきり殴り付け、髪を引っ張って地面に引き倒したからだ。男達の顔には、女性のそれとは異なるが、明らかに怒りが渦巻いていた。

「や……やめ……」

　思わず叫びかける省吾。

　だが男達は構わずその女性に向けて暴行を繰り返していた。

　殴った。蹴けった。それは離れた場所から見ている省吾の耳にすら打撲の音が聞こえてきそうな位、生々しい暴行の様子だった。

　泣き喚わめきながらそれでも省吾を睨にらむ女性。

　その女性を踏み、蹴り、唾つばを吐きかける男達。

　一体何が起こったのか。

　省吾には分からない。

　しかし――

「やめろっ！　やめてくれっ!!」

　悲鳴じみた声で叫ぶ省吾。

　あのままでは遠からずあの女性は死ぬ。それが省吾にも分かる。分かるからこそ、止めざるを得なかった。言葉が通じないなどという事は彼の頭の中から吹き飛んでいた。

　だが――

「やめなさい、省君！」

　花梨が叫ぶ。

「何言ってんだ、やめさせないと――」

「言葉が通じないのよ？　分かってる？　今、あの暴行をしている連中には、省君が『よくやった、頑張れ、もっとやれ』って叫んでる様に聞こえるかもしれないのよ!?」

「…………！」

　絶句する省吾。

　これは後に花梨から教えられた事であるが――例えば自分の飼っている犬が誰だれか他人を噛かみに行ったりした場合、下手に大声で名前を呼びながら叱ると逆効果な事が在るという。よく訓練された犬は別として――大抵の、人間の言葉の分からない犬には飼い主の叫ぶ声が自分に対する声援に聞こえてしまうのだそうだ。

「メリニ――」

　救いを求める様に省吾はメリニを振り返る。

　しかし――

「いけませんショウゴ様」

　一瞬だが――ぞっとする。

　メリニは至極冷静だった。目の前で一人の女性が撲殺されようとしているというのに彼女の顔には何の感慨も浮かんではいなかった。

「あの者はショウゴ様に石を投げました。その様な者を放置しておいては後々禍根を残す事に――」

「あの人、何か叫んでいたでしょう？　何て言ったの？」

「…………」

　花梨の言葉に黙り込むメリニ。

　そこへ――

「『どうしてケインパクスの街を護まもってくれなかったのか』って」

　そう言ったのはペルテアだった。

「ペルテア!?」

　振り返ってメリニが咎とがめる様に叫ぶ。

　だがペルテアは肩を竦すくめて言った。

「どうせいつかは分かる事でしょう」

「ケインパクス……」

「省君。最初に『代行者パニツシヤー』を見たあの街よ……」

「…………」

　省吾の脳裏に閃せん光こうの如ごとく蘇よみがえる風景。

　毒の霧に巻かれて跳ねる少女。

　悶もだえ苦しみながら死んでいく大量の人々……

「俺おれは――」

　思わず膝ひざが萎なえそうになる省吾を、しかし彼の表情に気付いて素早く側そばに寄ったメリニとアフィニエが支える。

「メリニ。ショウゴ様には一いつ旦たん退いて貰もらった方が良いと思います」

　ハーチェッタがいつもの如くハスキーな、しかしひどく冷静な声でそう告げる。

「……そうですね。ショウゴ様、こちらへ――」

「メリニ！」

　だが省吾はメリニとアフィニエの手を振り払って鋭く叫んだ。

　今までに見た事も無い様な強い調子の声に思わず姫ひめ巫み女こ達が身を竦ませる。

「は――はい」

「とにかくあれを止めてくれ！　君なら言葉が通じるだろう？　誰だれでもいい、あれを止めろ！　あんなの――おかしいだろ!?」

「…………」

　メリニ。ペルテア。セネカ。ハーチェッタ。アフィニエ。

　五人の姫ひめ巫み女こはしかし、顔を見合わせる。積極的にあの暴行をどうにかしようという気持ちは無いらしい。それどころかあの情け容赦無い暴行を彼女等は当然と考えている様な様子さえ在った。

「ショウゴ様。あれは貴方あなたに敵意を持つ者ですよ？」

　アフィニエが言う。

「だから何だってんだよ!?」

　だからあのまま殺されるのを黙って見ていろというのか。

「今回はたまたま石だったから良い様なものの……あれが銃弾であったならばショウゴ様は大怪け我がをなさっておられました。最悪、死んでいたかもしれません」

「知るか！　とにかく止めてくれ！　止めろ！　死んじゃうよ！」

　淡々とした口調で諭さとすアフィニエに、しかし省吾は喚わめく。

　それでも姫巫女達は躊躇ためらっている様ではあったが――

「救世主を万民に知らしめるための『お披露目』でしょう？」

　何ど処こか突き放した様な口調で言う花梨。

「恐怖政治にしたいのなら別だけど、そうでないのなら、こんなつまらない事で人死にが出たら、救世主様の評判に傷がつくわよ。それは貴女あなた達の望む処ところではないのでしょう？」

「…………」

　再び顔を見合わせる少女達。

　そして――

「分かりました」

　意外にもそう応じたのは――セネカだった。

　省吾達と他の姫巫女四人の視線が集中する中で、最も口数が少なく物静かな姫巫女は淡々とした口調で言った。

「至急、警備の者に言ってあの者達を止めます」

　その時……

「――……!!」

　何事か舞台の袖そでから顔を出した者達が叫ぶ。

　その瞬間。

　姫巫女達や〈レネゲイド〉の連中はおろか、広場で女性を暴行していた連中や他の聴衆達でさえ一斉に静まりかえった。

「な――なんだ？　なんなんだ？」

「いい加減、こっちの言葉を覚える努力した方がいいよ」

　花梨が呟つぶやく様に言う。

「なんだよ。お前は分かったってのかよ」

「何度も何度も聞いてるから、単語くらいなら分かるよ」

　言って花梨はメリニの方を向いて言った。

「『代行者パニツシヤー』が出た――そういう風に聞こえたけど。違う？」

「…………はい。その通りです」

　何ど処こか強こわ張ばった表情でメリニが言った。



    

  
    
      
第三章　砲撃戦



　目撃者が居たならば己の眼を疑った事だろう。

　あるいは蜃しん気き楼ろうか何か――自然現象による錯覚かと思ったかもしれない。

　大きくうねる荒野の地平線。岩山と砂丘とその合間に細々とこびり付く植物とが織り成す荒涼たる大地の景観。この地でさえ本来は緑に覆われた森林地帯であった事を覚えている者ももう殆ほとんど居まい。

　この五百年間、少しずつその版図を拡大しつつある、これ以上は無い位に明確でどうしようもない『滅びの風景』。

　その風景の中にそれはそびえ立っていた。

　厚みを持たない巨大な影。

　だが影に見えるのはあくまで遠目に見た場合である。人間がそれを判別出来る程に近寄れる事はまず有り得ないが……万が一それを間近に見る事が出来たのならば、その黒々とした平面が無数の文字によって構成されていると知っただろう。

　特殊命令言語――即ち『聖句』によって書き連ねられた途方も無い量の呪じゆ詛その集合体。人間を呪のろうもの。人間を苦しめるもの。ただそれだけの為に絶対的な力を備えて存在する――自存する災厄。

『代行者パニツシヤー』である。

　無論……『代行者』の存在自体は珍しくない。

　定期的に起動して人間を虐殺するこの巨大な影は、この五百年間の間に人々の間では馴な染じみと言っても良い存在になっていた――既にそれを崇あがめる宗教が発生して勢力を広げる程に。あるいはある種の『慣れ』の様な感覚が生まれる程に。

『代行者』が何ど処こか遠くの街を襲っている間は自分達は安全――そう考えてしまう者も多いのだ。結局の処ところ、それは一定の法則を備えて発生する『天災』として人々の意識の中に定着しつつあった。その法則さえ知っておけば、明日は知れなくとも今日を安心して生きる事位は出来る。

　しかし……　それは十六体存在する『代行者』が一度に一体しか起動しない事が大前提だった。

　彼処あそこにいるから此こ処こには居ない――そう考える為には『代行者』は基本的に一体しか活動しないという法則が必要である。

　しかし。

　地平線の彼方かなたに屹きつ立りつする巨大な影は二つ在った。

　二体の『代行者』の同時起動。

　それはこの五百年間無かった事である。かつて神の呪のろいによって十六体の『代行者』が発生し、初めて人類の前に姿を現した時を除けば、二体以上の『代行者』が同時に起動して動き回るという事は無かった。

　しかし――

　…………

　我ハ執行者

　我ハ課刑者

　我ハ復ふく讐しゆう者

　我等ガ創造主ノ憤リヲ形トナシ

　裏切リ者共ニ裁キノ鉄てつ槌ついヲ下サン

　故ニ森羅ヨ

　故ニ万象ヨ

　我ガ命ニ従ウベシ

　…………

　高らかに響き渡る呪いの歌。

『代行者』は障害を排除する為に適切と思われる手段をはじき出していた。

　既に一体の『代行者』が倒された際の敵の能力値や戦術は検討済みである。その結果として勝利の可能性の高い戦術が幾つか『代行者』同士の間で提案され、その中の一つが採択された。

　相乗的に圧力を増す大量の聖光を辺りに振りまきながら――二体の『代行者パニツシヤー』はラヴィゾンの街に近付きつつある。

　単純な計算だ。

　一体で倒せなければ二体で当たれば良い。戦術の基本はいかにしてより大きい瞬間戦力で敵に当たるかである。より小さい戦力で大きな戦力を倒すという事は事実上有り得ない。二は一よりも確実に強く、三は更に二よりも確実に強い。あくまで戦術はそれを地形や状況を利用して『一対一』の態勢に持ち込むかという事にかかっている。

　更に――『代行者』二体はラヴィゾンの街の側そば十マイリスの地点、ほぼ平へい坦たんな荒野にて一いつ旦たん動きを止めた。

　聖光が周囲を舐なめていく。光に照らされた地面からぼこりぼこりと泡立つ様に何かが生まれては影の様な平面にまとわりついて何かを形成していく。

　障害を排除する為の『鎧よろい』であり『武器』。

　二体の『代行者』は先の一体の教訓を取り入れて特定戦術に特化したそれを造りつつあった。



　　　



『代行者』出現の報は人々に迅速な行動を促した。

　いくら『代行者』を倒した『英雄』とその『武器』たる〈イコノクラスト〉が此こ処こに在ろうと――『代行者』そのものは何百年という歴史の中で人々の常識、天災の一種と認識されるまでに定着した脅威そのもの、安心する事など出来る筈はずも無い。

　まして……ケインパクスの街の女の一言は意外な効果をラヴィゾンの街の住人に与えていた。

『ひょっとして自分達も見捨てられるのではないか』

　熱狂が激しければ激しい程に、彼等の心に忍び込んだ不安は黒々と大きく渦を巻く。

　また省しよう吾ごが即座に行動に移らなかった事も――〈イコノクラスト〉に乗り込むなり何なり――しなかった事も彼等の疑念を促す結果となった。

　何にせよ……〈イコノクラスト〉がこの街に在るからといって全く不安を感じない程に、街の住人も馬ば鹿かではなかったという事である。

　広場の人の数はあっという間に半分――いや数分の一に減少していた。

　多くの人々は家にこもったり、あるいは馬車や自動車に荷物を積み込み、逃げる算段をしている。省吾達は未まだ舞台の上に残っているが……今尚なお残って彼に縋すがる様な視線を投げ掛けているのは、この街から迅速に出る手段を持たない様な者や、立てこもれる程に頑丈な家に住んでいない様な――つまりは貧しい者ばかりの様だった。

　だが――

「やはりすぐに『救世主』が乗り込まない処ところを見るとあれは偽物か。まあ本物をあんな長時間結合させたままでいる事自体が有り得ないだろうが」

「おっしゃる通りです」

　レオンと彼の従者たる娘アンジェリットは、一気に人口密度が減った広場にそびえたままの鉄巨人を眺めながら言った。

二人の側そばでは地に倒れ伏したまま動かない女性――あの省吾に石を投げた女性だ――と、それとは別に一人、身体をすっぽりと覆う様なマントを纏まといフードを目深に被かぶった人物が女性の側に跪ひざまずいている。

　一見すれば男か女かも分からない。

　ただ――

「その人は大丈夫か？」

「恐らくは」

　レオンの問いに応こたえたのは女性の声だ。

　外がい套とうの袖そでから伸ばされた右手が女性の身体のあちこちに触れる。

「内臓まで傷付けられていてはさすがに私でも手の施しようが無いですが」

　言ってその女性に触れるマントの女の手が――微かすかに光る。

　白い白い光。

　それは……奇き蹟せき術を使う者達が『聖光』と呼ぶものではなかったか。

　しかしもしそうだとして『聖体』とそれを収めそこから力を引き出す為には必須の装置――即ち擬ぎ神しん杖じようは何ど処こに在るのか。少なくともマントの女にそれらしいものの持ち合わせがある様には見えない。

「……そろそろ私達も避難を考えた方が良いかと」

『代行者パニツシヤー』が近付いてきているという方角を振り返りながらアンジェリットが言う。

　確かに逃げるのならば早い方が良い。

『代行者』の移動速度自体はそう早くないがどういう方法で攻撃してくるかが分からない以上、安心は出来ないのだ。触れただけで全身が焼け爛ただれる熱風を発生させる『代行者』も居れば、攻撃的な性質と一刺しで人間を絶命させ得る毒を備えた羽虫を何百万と発生させる『代行者』も居る。その場合、攻撃手段そのものの拡散速度は車や馬の速度を上回る事も少なくない。

　だが――

「いや」

　レオンは言いながら舞台を振り返る。

　そこには半ば呆ぼう然ぜんとした表情で立ち尽くしている『英雄』の姿が在った。

　彼のその表情は、あれ程熱狂的に彼を支持していながら『代行者パニツシヤー』出現を聞いてあっさりと逃げに入った街の人間に対する呆あきれか――あるいは、単に街の人々から寄せられた身勝手とも言うべき期待の大きさに驚いているのか。もしくはその両方か。

「此こ処こは救世主のお手並みを間近で拝見しよう」

「…………」

　怪け訝げんそうにアンジェリットがレオンを振り返る。

　しかし……

「大丈夫だ。〈レネゲイド〉や救世主はこの街を見捨てない」

　自信たっぷりに――しかしそれは明らかに街の住民達が〈イコノクラスト〉に寄せるものとは異なる何かを含んで――レオンは言った。



　　　



　大地が轟ごう音おんと共に横滑りしていく。

　否――それは本物の地面ではなく偽装された巨大な『蓋ふた』であった。木材と鉄材を組み合わせて造られた格子の上に布を張り渡しその上から土砂を薄くまぶして接着したものだ。一見すると地面に見えるが――見た目よりは遙はるかに軽い。大地のあちこちから突如として白煙が吹き上がるのは、この『蓋』を動かす為の蒸気機関が稼働している為だった。

　何枚もの巨大な『蓋』が地面に引き込まれ――その下に隠されていたものが陽光の下にさらけ出される。

『聖せい廟びよう』の周囲――巨大な縦穴を囲む様にして配置された五つの長方形の巨大溝は本来、巨大飛行船を格納する為のものである。

　だが今現在、巨大飛行船はその格納場に無い。

　それらは遙かな空から全速で帰還しつつある途中だった。遠くの空に浮かぶ五つの影がその証拠である。

　そして――

　格納場に置かれているもの。

　棺かん桶おけを想わせる巨大な鋼鉄の函はこ。

　それは『聖棺』と呼ばれる〈イコノクラスト〉保管用の施設であった。『聖棺』本来の保管場所は『聖廟』の塔の中であるが、塔の内部は地下坑道とそこに敷かれた軌条レールによってこの飛行船の格納場にも繋つながっており、必要とあれば〈イコノクラスト〉を構成する五つの部品をそれぞれ飛行船に積み降ろし出来る様になっている。

「急げ！　急げ！」

　作業員達が叫び合いながら『聖棺』の周りを駆け回っている。

　彼等に下された命令は、飛行船の到着までに初陣で損傷した〈イコノクラスト〉の補修を終え、飛行船が到着すると同時に可能な限り迅速にその貨物部へ『聖棺』を搭載させられる様、準備を終えておく事だった。

「第六番から第十八番まで、新型奇き蹟せき術式の搭載は終わっているか!?」

「十七番が――聖句詠唱用の端子固定用の金具が足りません！　青の六十三番！」

「五十八番でも径は合う筈はずだ！　それで間に合わせろ!!　他は問題ないか!?」

「〈エルハムイ〉の到着までもう殆ほとんど時間が無いぞ！」

「細部の微調整は移送中に行う！　必要な部品を一緒に積み込んでおけ！」

　怒声にも似た調子で叫び合う作業員達。

　ラヴィゾンの街に再び接近中の『代行者パニツシヤー』の存在は彼等も知らされていた。

　救世主たる香か芝しば省吾はラヴィゾンの街に居るが――その武器たる〈イコノクラスト〉は先日からずっと『聖せい廟びよう』にて修理調整中だった。これでは『代行者』に立ち向かう事など出来ない。ラヴィゾンに在る〈イコノクラスト２〉は最低限の奇蹟術と蒸気機関で形だけは動くものの、戦闘能力など全く無いハリボテだ。

〈レネゲイド〉では省吾を飛行船で呼び戻し、〈イコノクラスト〉に乗せて初陣の様に射出する事も検討されたが……それではわざわざ『お披露目』まで行った『英雄』が街の人間には逃げたかの様に見えてしまう事、また満足に稼働させる状態までには未まだどうしても幾ばくかの時間が必要であると主張するマブロ家の奇蹟師達や技術者の意見が通り、現地まで〈イコノクラスト〉を飛行船で輸送する事になった。

　もっとも『代行者』の進行速度を見れば時間的に殆ど余裕はない。

「現地で各部を結合させる！　誘導力場用の術式の搭載を忘れるな！」

「姫ひめ巫み女こ用の術式端末卓の準備は終わっているか!?」

　問題は他にも在る。

　現地に在る〈イコノクラスト２〉をどうするのかという事だ。

　わざわざ『お披露目』に使った以上、『実は偽物であった』と暴露する訳にもいかない。その上で街の住民の眼はともかく修道会の眼を誤ご魔ま化かすのは難しいからだ。

　幸い各飛行船にはそれぞれの飛行船が元々運ぶべき部品の三倍以上の積載量を備えており――更には万が一の事を考え、奇蹟術による非常用推進機関が備わっている。これを用いれば一隻が〈イコノクラスト〉一体を丸ごと吊つり下げる事も可能だ。

　この為、飛行船団は一いつ旦たん〈イコノクラスト２〉を部品状態にして回収、街の外に移動してから今度は本物の〈イコノクラスト〉を降ろす手筈になっていた。

「急げ！　急げ！　もう時間が無いぞ！」

「是が非でも間に合わせろ！」

　作業員達は頭上に到着した飛行船を見上げながら叫んだ。



　　　



　広場に残った人々の視線。

　省吾に注がれるそれが微妙に質を変えていく。

「…………」

　単なる熱狂から期待へ。媚こびすらも含んだ渇望へ。

　それが省吾にも分かった。

　彼等は今回も省吾が〈イコノクラスト〉で『代行者パニツシヤー』を倒す事を望んでいるのだ。当然だろう。その為の『英雄』としてわざわざこんな茶番じみた『お披露目』までやったのだから。

　しかし――

「ショウゴ様？」

　何ど処こか気遣わしげにメリニが省吾の顔を見る。

「あ？　……ああ」

　慌てて省吾は我に返ってメリニに視線を戻した。

「大丈夫ですか？　お顔の色が――」

「大丈夫……大丈夫だよ」

　省吾はメリニに――というより自らに言い聞かせる様に言う。

　言い聞かせなければその場に座り込んでしまいそうだった。

　自分は一体何なのか。

　英雄。確かにその通りだろう。

　だがそれは神の同義語ではない。出来る事と出来ない事が在る。

　無論――出来る事が普通の人間よりも幅広いからこそ、英雄は英雄として祭り上げられるのだ。そして当然ながら普通の人間の何倍もの偉業を最初から期待される。本当に出来るか出来ないかなど問題ではない。人々の期待を無理矢理にでも背負わされる者――それが英雄という存在なのだ。

　だから……出来なかったなどと言い訳は出来ない。

　あの女性にも。

　ケインパクスの街の惨劇は自分が未まだこの世界に来て間もない事で……〈イコノクラスト〉を操る準備も全く整っていなかった。だがそれを彼女に言っても納得してくれるとは思えない。

　理不尽だ。そう思う。

　しかし――その理不尽を要求する視線が現に眼の前に在る。

　省吾は〈イコノクラスト〉が無ければただの高校生だ。

　なのに彼等は省吾に期待する。

　あの災厄を振りまく巨大な怪物――『代行者パニツシヤー』を倒せと無言の圧力を掛けてくる。

「ショウゴ様」

　メリニはそっと彼を支えながら囁ささやいた。

「どうか堂々としていてくださいませ。ショウゴ様が不安そうになさっておられれば、民衆も不安を覚えます」

「だけど――」

「御安心を、本物の〈イコノクラスト〉は現在こちらに向かっています。ショウゴ様が搭乗しておられませんので、結合して射出する事は出来ませんが――幸い、このラヴィゾンの街は『聖せい廟びよう』からは比較的近いので、『代行者』の聖光の射程内にこの街が入る前に、到着する筈はずです」

　ハーチェッタが言う。

「あ……ああ……」

「基本的には前回と同じですよ。ショウゴ様はご自分の肉体と同様に〈イコノクラスト〉を操る事が出来る筈です。前回の圧倒的な強さであれば『代行者』が二体になった処ところで問題ないと思われます」

　ペルテアの口調にも省吾に対する信頼が在った。

　だがそれが今は――どうにも痛い。

　英雄・香芝省吾。

　本当に……？

「大丈夫ですよ」

　メリニが優しく言う。

「……そう……かな」

　省吾は曖あい昧まいに頷うなずいた。頷くしかなかった。此こ処こで逃げる訳にもいかない。

　しかし――

「はい。私はショウゴ様の勝利を信じて居ります」

「……………」

　省吾は微笑を浮かべる。

「ショウゴ様？」

「いや――大丈夫だ」

　メリニでもペルテアでもハーチェッタでもなく。

　無論花か梨りんに対してでもなく。

　自分を見つめてくる街の人々に対してでもなく。

　ただただ自分の中で萎なえようとしている気力を鼓舞する為に省吾は頷うなずいて見せた。



　　　



「――妙ね」

　先に状況を把握しようと一いつ旦たん『お披露目』の会場を辞し、街の外に出てきていたセネカとアフィニエは、持参した小型の記録装置を遙はるか彼方かなたの巨影に向けていた。

　このソロンにおいて未まだ一般的な写真機は、静物を撮る事しか出来ない不便な代物だが、奇き蹟せき術を併用したものはこの限りではない。無論――最も安価な等級の擬ぎ神しん杖じようが蒸気式自動車一台分にも匹敵する金額である事を思えば、こうした記録装置はとても一般に出回るものではない。

　だが後々の戦術を練る為にも、姫ひめ巫み女こ達には写真機や『聖光』光量検査器といった幾つかの装置を組み合わせた記録装置が与えられており、機会が在れば彼女達はそれを使って『代行者パニツシヤー』の情報を記録する任務を負っていた。

　だが――

「どうして動かないのかな」

　アフィニエは記録装置から眼を離して言った。

『代行者』はラヴィゾンの街から十マイリス程の距離にまで近付いて、そこで停止している。二体共にそれ以上近付いてくる様子が無い。これは今までに無かった事である。

　この周辺――ラヴィゾンの街の周りには他に街は無い。

　人を嬲なぶり殺すのを存在理由とする『代行者』がわざわざこんな何も無い処ところで止まる意味が無いのだ。今すぐラヴィゾンの街に向かってきても何ら不思議は無い。

　なのに二体の巨大な人影はやはりその場に留まったままだ。

「〈イコノクラスト２〉を警戒してるとかかな？」

「それは無いと思う」

　抑揚に乏しい茫ぼう洋ようとした口調でセネカが言う。

　他の姫巫女をしてしばしば『何を考えているかよく分からない』と言われるセネカとアフィニエであるが、アフィニエに言わせればセネカの方が遙かに何を考えているのか分からない。表情も口調も何ど処こか曖あい昧まいで考えを透かし見る事が出来ないのだ。ただ――物事の分析に関してセネカが嘘うそや誤ご魔ま化かしを言う事が無いのは経験上分かっていたので、その分の信用はしているのだが。

「仕様書を見る限り〈イコノクラスト２〉の中に搭載されているのは最低限の奇蹟機関だけだから、あれがハリボテである事は『代行者』もすぐに気付く筈はず」

「でも距離が在るからただ姿形で判断している可能性も在るよ？」

「自らが可変する形状を持つ『代行者パニツシヤー』が対象を形状で判断しているとは考えにくい」

「……なるほど」

　アフィニエは肩を竦すくめる。

「可能性として考えられるのは……先の『代行者』の敗北を教訓として、戦闘方法を変えてくる事だと思う」

「でも何だかもう先の『代行者』と同じ様な身体は形成しているみたいだけど？」

「『代行者』の身体は便宜に応じて可変するらしいから……多分、手の内を見せない様にしてこちらの出方を窺うかがってるだけだと思う。剣を持ってみせれば相手も盾を装備しようとする。そういう事」

「……そうなるとかなり厄介な気がするけど」

「『代行者』相手に厄介でない戦いなんて無いと思う」

「それはそうだね」

　苦笑するアフィニエ。

「何はともあれ。そろそろ戻ろっか。本物の〈イコノクラスト〉もそろそろ到着する頃だろうし――向こうが動いていないのなら、その時間的余裕はこっちで充分に利用させてもらおうよ」

「うん」

　頷うなずき合うと二人の小柄な姫ひめ巫み女こは記録装置を抱えて街の中へと向かって駆け出した。



　　　



　五隻の飛行船が街の上空に浮かんでいる。

　海原を遊ゆう弋よくする鯨をも想わせる巨体からは何十本というワイヤーが垂らされ、先日の回収時と同じく巨大な鋼鉄の像を分解し収納している。同時に広場に設けられた舞台の上では、警備を行っていたリヴィス社の社員達が、街の住民に退去を命じていた。

　これより飛行船で例の巨人を『代行者』の側そばまで運搬し、そこで再び戦わせる積もりらしい。

「……愚か者共が……！」

　トーマは飛行船の姿を仰ぎ見ながら呟つぶやく。

「度し難い愚か者が……！」

　彼はぶつぶつと呟きながらも街の外へと向かうべく街門の方へと歩いていた。

　仲間の治安士を殺したのだ。もうこの街には居られない。彼に言わせれば背教者を粛正しただけなのだが――それを証明する事は出来まい。修道会に戻る訳にもいかなかった。

　ならば――

「『御尊影』に――」

『代行者パニツシヤー』に殺される事。

　それが今のトーマにとって唯一採り得る未来だった。



　　　



『〈イコノクラスト〉起動準備――第一段階フェイズ１開始！』

　伝声管を伝い、奇き蹟せき術によって増幅された声が〈フルヴァス〉に全艦に響く。

〈イコノクラスト〉の出撃準備の報に同乗していた作業員達は即座に作業を切り替える。奇蹟術による同時通信が〈エルハムイ〉〈ウィズデン〉〈パーボスク〉〈エデニート〉の間で飛び交い、それぞれの船内時計を同期させる。

『『聖遺物』励起！　奇蹟術式展開！』

『頭部――励起確認！』

『右腕部――励起確認！』

『左腕部――励起確認！』

『右脚部――励起確認！』

『左脚部――励起確認！』

『聖光発生率毎秒七十奇蹟単位――尚なおも上昇中！』

『余剰聖光迂う回かい弁解放！』

『感染共鳴回路起動確認！』

『〈イコノクラスト〉起動準備――第二段階フェイズ２開始！』

『『聖棺』解放！』

『緊急用誘導力場形成術式展開！　詠唱第四よる第九段落！』

　飛行船の貨物部から漏れ出る細い糸の様な無制御状態の聖光が、空中に小さな稲妻を幾つも生み出す。

　飛行船五隻の間の風景に微妙な歪ゆがみが生じた。

　非常用の誘導力場である。強力な力場の発生で周辺の光が直進できず屈曲しているのが歪みとなって出ているのだった。

『聖廟』内部では列車の様な軌条レールで『聖棺』同士を結合させ、その後に『聖棺』内の機体を更に結合させてから〈イコノクラスト〉を起動させるが――今回はそういった施設の代わりに奇蹟術による力場でそれぞれの部品を誘導、空中で結合させるのである。

『聖光共鳴を確認！』

『聖域発生第一段階！』

『制御術式第二段落展開！』

　荒野に雷鳴の如ごとく響く火薬の爆音。

　続いて驟しゆう雨うの如く降り注ぐ焼けた空薬やつ莢きようの群れ。

　大型擬ぎ神しん杖じようが制御用の奇き蹟せき術式を展開しつつ、引き抜かれていき、その度にがくんがくんと巨大な擬神の腕が、脚が、頭が、空中に揺れる。

　そして――

『各部投下開始！』

『頭部投下！』

『右腕部投下！』

『左腕部投下！』

『右脚部投下！』

『左脚部投下！』

　各種抑制・制御用術式の擬神杖を遠隔操作する為の伝導索を何本も引きながら鋼鉄の巨神の肉体が次々と空中へ投げ出されていく。だがそれらは力場の干渉によって自由落下せず、まるで見えない坂を滑り落ちる様にして一カ所に集まっていった。

『運動制御術式展開！　速度抑制！』

力場内で幾条もの細い聖光が跳ね回り、それが術式回路を構成しつつ滑走する機体各部に干渉。物もの凄すごい勢いで空中を滑っていた巨大な鋼鉄の塊かたまりは、衝突寸前でその速度を減じ、ゆらりと緩い動きで結合面を互いに向け合う。



    

  
    
      



    

  
    
      『相互位置微調整！　――神体結合開始！』

　鋼鉄と鋼鉄が噛かみ合いながら巨大な神の姿が再び形成される。

　頭部。右腕。左腕。右脚。左脚。

　五つに分割されていた偽物の神が一つに戻っていく。

　五隻の飛行船の下、何十本という伝導索に吊つり下げられる様な形で空中に浮かぶ〈イコノクラスト〉の姿は、まるで巨大な操り人形の様だった。



　　　



『安全弁解放』

『主制御室聖光流入』

「今回は問題ない様ですな」

　順調に起動手順を消化していく〈イコノクラスト〉を街から少し離れた場所に停とめた車の側そばから見ながら、パルマスが言う。側にはタイロイドやバルド、ネロ、そしてゼブロンの姿も――無論ゼブロン以外はそれぞれが護衛に脇わきを固められた状態だが――在る。

　彼等は早々にラヴィゾンの街から脱出をしていた。

〈イコノクラスト〉に彼等は絶対の自信を持ってはいるものの、彼等は民衆と違い、無制限の期待を〈イコノクラスト〉や省吾に掛けたりはしない。

　前回でこそ〈イコノクラスト〉はラヴィゾンの街を護まもりきる事が出来たが、今回もそうとは限らない。まして街そのものを護れても〈イコノクラスト〉と『代行者パニツシヤー』の戦いの余波で死傷者が出ないとも限らない。あれは結局の処ところ、神の残ざん骸がいと残骸が戦っている様なものだ。常識的な感覚でその被害状況を推し量る事は出来ない。

「順調なのは当然だ。我等の修正術式は完全だ」

　タイロイドが顔を顰しかめて言う。

「そう願いたいものだ」

　パルマスのからかう様な言い方に更に顔を顰めるタイロイド。

『類比共鳴回路起動』

『補助奇き蹟せき杖じよう起動』

『感覚同調開始』

「しかし――」

　やはり彼等同様に〈イコノクラスト〉の姿を眺めバルドが呟つぶやく様に言う。

「例の一件は少々問題かもしれんな」

「……例の一件？」

　怪け訝げんそうにパルマスが言う。

「何の事です？」

「ラヴィゾンの街で救世主殿が石を投げられた一件ですよ」

　代わりに言ったのはネロだ。

「……あれの、何が問題なのです？」

　タイロイドが首を傾かしげて言う。

「分からないのなら、構わない。私の杞き憂ゆうかもしれんのでな」

　バルドの言葉にパルマスとタイロイドは顔を見合わせた。

「…………」

　ゼブロンは無言。その厳いかつい顔はいつもの如ごとく顰しかめ面のまま固着してたままで、表情からその思惑を推し量る事は出来ない。バルドの意見についてもこの寡か黙もくな武人がどういう感想を持っているのか……傍はた目めには分からなかった。

　そして――



　　　



『第四段階フエイズ４開始！』

　六十四本の擬ぎ神しん杖じようが術式を展開。

　力場と伝導索に吊つり下げられて脱力していた〈イコノクラスト〉の全身が微細な振動を示し――各関節が僅わずかに軋きしみを上げて動き始める。〈イコノクラスト〉はその全身で痙けい攣れんの様な動きを示しながらそれぞれの関節を噛かみ合わせ、回路を接続し、補助動力の蒸気機関が煙を噴き上げる。

『免疫抑制術式第一段落から第三段落まで展開』

『第一聖遺物拒絶反応、無し』

『第二聖遺物拒絶反応、無し』

『第三聖遺物拒絶反応、無し』

『第四聖遺物拒絶反応、無し』

『第五聖遺物拒絶反応、無し』

『制御術式展開』

『制御反応問題なし』

　確かに問題なく〈イコノクラスト〉の起動過程は消化されていく。

　初陣の時に較くらべれば気味が悪い程に問題が起こらない。

『起動制御用擬神杖第一群解除！』

『第二群解除！』

『第三群解除！』

　タイロイドならばそれをマブロ家とそこに属する奇き蹟せき師達の研究成果であると胸を張るだろうが――別の者ならばまた違う感想を抱いたに違いない。

　あまりに『聖遺物』が大人し過ぎる。

　今回はむしろ万全の態勢を整えて起動に臨む事の出来る『聖せい廟びよう』に較くらべると、人員的にも施設的にも問題が多い。正直な処ところ、五氏族の長達は無論、姫ひめ巫み女こや作業員達も、初陣の際よりも〈イコノクラスト〉の制御に手間取ると考えていた者の方が多い。

　だが今のところ何の問題も生じていない。

　恐ろしい位に順調だ。

　それはまるで何か……〈イコノクラスト〉の中の何かがこちらの出方を窺うかがうべく息を潜めている様にも見えた。



　　　



『聖遺物抑制奇蹟術式第六段落投与』

『聖遺物活性化率壱四四で安定』

『主導権ショウゴ様に固定されました』

　前にも聞いたやりとり。

　それを御者室にわだかまる闇やみの中で耳にしながら――省吾は自分に石を投げてきた女性の事を思いだしていた。

『どうしてケインパクスの街を救ってくれなかったのか』

　至極もっともな意見だ。

　だが省吾にはあの時、ケインパクスの街を救うだけの力は無かった。それは省吾に文句を言われても仕方の無い事なのだ。

　だが――

（『救世主』『英雄』――）

　それを崇あがめ奉る者達。

　彼等の熱狂ぶりはただ事ではなかった。

（なんなんだよ……本当になんなんだよ……）

　どうしようもない不安が広がっていく。

　自分は本当にこれで良いのか？

　本当に自分は『英雄』として正しいのか？

　何か根本的な間違いを犯しているのではないのか？

　問うても答えは出ない。

　だが――



　　　



『〈イコノクラスト〉起動最終段階――自律制御奇き蹟せき術式展開！』

『平衡制御奇蹟術式問題なし！』

『監視用奇蹟術式問題なし！』

『感染奇蹟術式操作体系問題なし！』

『主制御室安定！』

『感覚同調終了！』

『各部動作信号確認！　全制御術式、順調に作用中!!』

『最終安全装置解除!!』

　擬ぎ神しん杖じよう十六本が爆音と共に結合を解かれ、巨体から引き抜かれていく。

『誘導力場消滅まで後十六単位！』

『十、九、八、七、六――』

『〈イコノクラスト〉起動！』

『力場消滅――〈イコノクラスト〉解放！』

　爆発ボルトによって接続を解除された伝導索が空中に跳ね上がり、完全に解放された巨大擬神機は傲ごう然ぜんと空気の層に孔あなを穿うがちながら落下していく。

　着地。そして爆音。

　巨体の持つ総重量が大地を打つ轟ごう音おんが荒野に響き渡り、大量の土砂が舞い上がる。

　膝ひざを、胴を、首を折り曲げ、更には全身の各関節の接続を一時的に解除して衝撃を吸収し、地面に片膝ひざを付く様な状態で着地する〈イコノクラスト〉。

　その鋼の巨体は、しばしその姿勢を維持していたが――



　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！



　全身の関節を再接続。

　悠然と立ち上がりながら咆ほう吼こうを発した。



　　　



　基本的に『代行者パニツシヤー』に個体差は無い。

　能力的に同じという事では無く、そもそも個体という概念が『代行者』同士には無い。彼等は全て神の残像であり目的を同じくする分身である。そこに区別をする意味は無い。彼等は個にして全、全にして個であり――今まで複数体が同時起動する事は無かったので、何ら問題も発生しなかった。

　だが今回は事情が異なる。

　二体同時起動の為に、そして戦術的にも『代行者パニツシヤー』は互いを別の存在と認識して行動する必要が在った。

　故に二体の『代行者』はそれぞれに番号を振った。

『二番体』と『三番体』である。『一番体』は先に敵に破壊された『代行者』に振り当て、自分達にはそれに続く番号を当てたのだ。

『代行者』達は敵の接近を感知する。

　高速で近付いてくる――敵。

　予あらかじめ相互伝達されていた戦術に従い、二体の『代行者』は展開を開始した。



　　　



「二体――か」

　省吾は呟つぶやく。



    

  
    
      



    

  
    
      〈イコノクラスト〉と感覚同調している省吾には遙はるか彼方かなたの『代行者パニツシヤー』の姿もはっきりと視認する事が出来た。

〈イコノクラスト〉の真正面――距離にして六マイリス余り。

　そこに二体の『代行者』が存在する。それまでは完全に静止して様子を窺うかがうかの様な状態であったが――〈イコノクラスト〉の到着に刺激されたのか、現在はそれぞれ左右に広がる様に移動中。

　しかも……

「……なんだ？」

　省吾は『代行者』の姿に思わずそう呟つぶやいていた。

『代行者』は明らかに前回とその姿を違えていた。

　前回は〈イコノクラスト〉と戦う為か、人型をしていたのだが、今回の『代行者』は明らかに形状が違う。右のものも左のものも、むしろその姿は四本足の獣に近かった。

「何を考えているんだ？」

　しかも『代行者』は近付いてこない。

　てっきりすぐに近付いてきて乱戦になると考えていた省吾は、若干拍子抜けした。

『代行者』二体はまるで怯おびえて相手を遠巻きに見守るかの様に、一定距離を保って――緩やかな弧を描く様に移動して〈イコノクラスト〉に近付いてこないのだ。

　だが――

「…………!?」

　次の瞬間。

『代行者』が変形した。

　尻尾しつぽがピン――と張り、頭部が項うな垂だれる。まるで何か一本の柱を尻尾の先から頭頂まで通したかの様な、ある意味では不自然極まりない体勢。

　そして。

　頭部が渦を巻く様にして変形――更に伸張。

　四本足の『代行者』は……まるで串くし刺ざしにされたかの様な姿になっていく。

　長く筒状に変形した頭部。そこから真まっ直すぐに伸びる背骨と尻尾。

　それはまるで――

「…………！」

　理由は無かった。

　強いて言えば――本能的な恐怖。

　省吾の恐怖に反応した〈イコノクラスト〉は殆ほとんど自動的に――姫ひめ巫み女こ達が制御に介入する時間的余裕すら許さずに全奇き蹟せき術処理容量を単一機能に特化。まるで両腕を平行に掲げて自らの頭部を護まもるボクサーの様な体勢を採りながら、二重の防御聖域を最大出力で展開。

　閃せん光こうがその防御聖域に突き刺さったのは次の瞬間だった。

　世界の色が全て反転するかの様な光量が炸さく裂れつする。

　轟ごう音おんは――その後からやってきた。

　膨大な……圧倒的な程の破壊の光。

　その軌道上に大量の爆発と稲妻が連鎖的に発生する。それ一つ一つが民家を丸ごと吹き飛ばすだけの破壊力を備えていたが……しかしそれらは本体である光の破壊力からこぼれ落ちたものに過ぎない。

　それはビーム状に収束して撃ち出された聖光だった。

　特定の奇き蹟せきに特化させる事無く純粋な聖光として発射されたそれは、触れる全てを無秩序な奇蹟の形で物質変換、大量の雷と火炎と衝撃とをあちこちにばらまきながら、〈イコノクラスト〉に叩たたき付けられたのである。

　防御聖域への激突によって指向性を失った聖光は、平面状に拡散しつつ周囲の空気の存在子イグジスを無効化――その結果、物質的結束を失った周囲の空気は小規模ながら核分裂にも似た現象を引き起こし、それまでとは比較にならない程の大量の爆発と電光が発生。強大な衝撃と磁場が巨大な鉄てつ槌ついとなって〈イコノクラスト〉を殴った。

「ぐあっ――」

　省吾が衝撃に呻うめく。

　地面を抉えぐりながら〈イコノクラスト〉の巨体が大きく後退。

　全力で展開した防御聖域のお陰か、〈イコノクラスト〉本体に損傷は無い。

　しかし――

「…………!!」

　省吾は愕がく然ぜんと背後を――ラヴィゾンの街を振り返った。

　実際には〈イコノクラスト〉に搭載されている予備眼による確認であったが……とにかく省吾は見た。

　ラヴィゾンの街の一部が今の聖光砲撃によって消滅している事を。いや、それだけではない。発生した熱によって何ど処こかに火災が発生したらしく、黒々とした煙が街のあちこちで立ち上っていた。

「ば……そ……そんなっ……」

　うろたえる省吾。

　彼の脳裏にあの石を投げてきた女性の姿が明滅する。

　今の一撃で――一体何人の人間が死んだのか。

　しかも――

『ショウゴ様！』

　悲鳴じみたメリニの声。

「――!!」

　省吾の視界に別の映像が割り込んでくる。

　恐らくは姫ひめ巫み女この誰だれかが制御用奇き蹟せきの一部に介入して予備眼の映像を回してきたのだろう。そこには――もう一体、先の『代行者パニツシヤー』と全く同じ形態と姿勢で今まさに〈イコノクラスト〉を砲撃せんとする『代行者』の姿が在った。

　その姿は完全に――四本足を持つ大砲だ。

「くっ――!!」

　今度は意識して全力を防御聖域に集中。

　瞬間的に発生した直径一マイリスの巨大な『盾』が次の瞬間、聖光砲撃を真正面から受け止めた。

「ぐううううううううううあああああああああああああああああああああああっ!?」

　絶叫する省吾。

　防御聖域の処理容量を超えかねない一撃。

聖なる力と聖なる力が互いに噛かみ合い、互いを無効化せんと荒れ狂う。〈イコノクラスト〉の展開した防御用の平面に沿って大量の火炎と電光が迸ほとばしり、異様な光景を生み出す。

　まるで硝子ガラス一枚を隔てた向こう側で火炎と電光が荒れ狂っているかの様に。

　しかし。

「があああああああああああああああああああああああああっ!!」

　叫びながら省吾は全力で敵の聖光砲撃を無効化。

　火炎と電光は、まるでフィルムの逆回しを見ているかの様に収束し、消滅。

「はあっ――はあっ――はあっ――」

　省吾は――脳を直接焼かれるかの様な頭痛を味わっていた。

彼は現在〈イコノクラスト〉と直接、奇蹟術で繋つながっている。これはつまりいちいち何か動作をさせるのに意識的な操作が必要ないという事だ。〈イコノクラスト〉の基本動作を司つかさどっているのは基礎制御術式ではなく省吾の脳という事になる。

　だが……当然ながら動作をさせる為には各感覚器の情報入力が必須だ。試しに眼を瞑つむったまま片足で立ってみれば分かる。大抵の人間は三十秒と保つまい。これは『身体を水平に保つ』為に視覚が多大な貢献をしているからだ。

　つまり……多少の緩衝作用は在るものの、〈イコノクラスト〉の各種感覚器が受け取る破壊的な情報は、そのまま省吾の脳に送り込まれてしまう。あまりに強烈な感覚ならば姫巫女達が奇蹟回路を操作して遮断するのだろうが、それとて瞬間的なものであれば処理が追い付かず、省吾の脳を直撃する。

「ぐ……あ……」

『ショウゴ様！　ショウゴ様!?』

　メリニや、他の姫ひめ巫み女こ達の声が響く。

「ああ……あああああああ……あああああああああああっ!!」

　省吾は――御者席に全身を拘束されたままの省吾は、悲鳴じみた声を上げる。

　同時に〈イコノクラスト〉ももがき苦しむかの様にその巨体を震わせ、手を、脚を、首を痙けい攣れんさせる。

　そこへ――

　轟ごう!!

　更に次の聖光砲撃が飛んでくる。

　半ば本能に促されるまま、省吾は防御聖域を再構築。直撃する聖光が防御聖域と拮きつ抗こうし、余剰聖光に触発された周囲の空気が轟々と音を立てて渦を巻く。荒野に砂さ塵じんが舞い上がり、その中を嵐の様に火炎と電光が這はい回る――

『ショウゴ様！　ショウゴ様！』

　苦痛と。恐怖と。

　それらが省吾を挟み込んで蹂じゆう躙りんする。

　逃げたい。怖い。こんな事はすぐにも止やめたい。

　だが――そうすれば。

　脳裏を過よぎる光景。

　ケインパクスの街で毒の霧に跳ねていた少女。

　ラヴィゾンの街で泣きながら石を投げた女性。

　聖光砲撃であっさりと削り取られた街並み。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああ――ッ!!」

　英雄。勇者。救世主。

　そう呼ばれる者に課される責務。

　ただ戦うだけではない。

　護まもる者に対する責任を持つという事。褒め称たたえられ、崇あがめ敬われる事に責任を持つという事。それがどれだけの意味を持つものであったか――

　激痛で意識がかき回される。

　無理だ。こんなの無理だ。護るなんて無理だ。護る？　誰だれを？　見ず知らずの他人を？　石を投げられてまで？　無茶だ。意味が無い。こんな事どうして自分がしなくちゃならないのか。知り合いならともかく、見ず知らずの他人まで護る義理が何ど処こに在る？　こんな思いをしてまで、こんな痛みを与えられてまで、どうして自分は――

『ショウゴ様！　ショウゴ様！　しっかりなさってください――』

『沈静術式を――』

『駄目よ、ショウゴ様は異界人だから奇き蹟せき術式は効かな――』

『類比奇き蹟せき回路から干渉を！　出来る筈はずよ！　ハーチェッタ！　簡易で良いから術式を組み上げて――』

　何ど処こかで誰かが叫んでいる。

『ショウゴ様！　ショウゴ様！』

　意識が朦もう朧ろうとしてくる。

　だが――此こ処こでもし彼が気を失えばどうなるのか。

　ラヴィゾンの街は。

　何万人の人々は。

　どうして自分はこんな処ところでこんな事をしているのだろう。

　誰の為に。何の為に。

　望まれたから？

　望んだから？

　英雄とは――誰の望みによって生まれる？

　意識が薄れていく。

　苦痛が省吾の意識を断片化していく。

　そして。

『ショウゴ様っ!!』

　メリニの悲鳴。

　その瞬間。

　省吾の意識は一瞬途切れた。



　　　



〈イコノクラスト〉の上空約一マイリス。

　巨大飛行船〈フルヴァス〉の船内にメリニはいた。他の姫ひめ巫み女こもそれぞれの氏族が管理する飛行船の船内で〈イコノクラスト〉制御用の遠隔操作施設を操っている筈はずだ。

　元々奇蹟通信にも到達距離の限界が在る為に、より精度の高い制御と干渉を望むならば比較的〈イコノクラスト〉本体と近い場所で行う必要が在る。故に――〈レネゲイド〉は〈イコノクラスト〉搬送用の飛行船にも管制施設一式を積み込み、いつでも野営陣地を構成出来る様にと手配していたのだ。

　姫巫女達は一隻に一人ずつ搭乗している。

　これはどれか一隻が『代行者パニツシヤー』やその他敵対勢力――例えば修道会――に撃墜されたとしても、一気に〈イコノクラスト〉の制御を失ってしまわない為の配慮である。作業負担量は無論上がるが、姫巫女と施設が三人分にまで減っても何とか〈イコノクラスト〉を制御する事は出来る様になっていた。

『また…………！』

　奇き蹟せき通信回線越しにハーチェッタが悲鳴じみた声を上げる。

　メリニの手元で狂った様に早い動きで数値を書き込む自動書記装置。その装置がはき出す紙にはとんでもない数字が書き込まれていた。

『聖遺物、励起率百七十二――更に上昇中！』

「免疫抑制術式投与！」

　メリニの指示と共に遠隔操作で免疫抑制術式を組み込んだ奇蹟杖じようが作動、〈イコノクラスト〉内部で異常活性している聖遺物――神の遺体に省吾の主導権を親和させようとする。

　だが――

『違うわ！　これはショウゴ様の方が気絶――』

『でも〈イコノクラスト〉は動いてるよ!?』

　アフィニエの言葉通り――黒い巨大擬神機は尚なおも防御聖域を展開中だ。巨大な半透明の盾は確かに六発目の聖光砲撃を真正面から受け止めていた。

『どういう事……？』

『ショウゴ様が防御聖域を展開したまま気絶したの？　でも――』

『何にしてもまずいわよ。気絶しても感覚は同調してるし、それどころか意識が在る時よりも直接負担が脳にかかる可能性が――』

「でも此こ処こで接続を強制切断する訳には……！」

　そんな事をしてしまえば〈イコノクラスト〉はラヴィゾンの街もろともあの二体の『代行者パニツシヤー』に吹っ飛ばされるだけだ。御者などという言い方はされてはいるが、要するに省吾は〈イコノクラスト〉という巨大擬神機の生み出す奇蹟を束ねる為の『主体』である。彼との接続を切ってしまえば〈イコノクラスト〉はそれこそただの鉄の塊かたまりになってしまう。

　しかし――

　望遠鏡からの画像が奇蹟術とレンズで増幅されて管制室の壁に投影されている。

　そこでは既に六発目の聖光砲撃を受けてよろめく〈イコノクラスト〉の姿が在った。

　駄目だ。近付けない。

　このままでは〈イコノクラスト〉はただ攻撃を受けて消耗していくだけだ。

　いや、〈イコノクラスト〉が無事でも御者たる省吾はこのままではとても保つまい。

「ショウゴ様っ!!」

　メリニは悲鳴じみた声を上げる――



　　　



「――さて。そろそろ俺おれ達も脱出するか」

　馬にまたがりながらレオンが言う。

「レオン様。まさか察しておられたのですか？」

　アンジェリットがやはり傍らの馬に乗りながら尋ねる。彼女の側そばには先程のフードの人物の姿も在った。

　アンジェリットの言う『察していた』とは『代行者パニツシヤー』の攻撃の事だ。

〈イコノクラスト〉はラヴィゾンの街を護まもる位置に居たため、その陰となって街の中央区はほぼ無傷だったが――北端と南端部分は聖光砲撃の破壊力によって大きく抉えぐり取られていた。下手に逃げていればむしろ、〈イコノクラスト〉が弾はじいた聖光に巻き込まれて吹っ飛ばされていた可能性が高い。

　つまり……レオンは『代行者』の攻撃形態と、〈イコノクラスト〉がそれをどう防ぐかという事を察していた事になる。

「先の戦いで『代行者』は近接戦闘で敗北しているからな。当然、砲撃戦かそれに類する戦い方で来るとは思ったさ。そして〈イコノクラスト〉がその立場上、この街を護る構えを見せざるを得ないのもな」

「……なるほど」

「とはいえ、二体の『代行者』となるとさすがに四代目勇者殿にも荷が重い。敗北まではしないかもしれないが、街を護っている余裕は無いだろう。だから今脱出するのが適切と考える訳だ」

「御深慮、感服致します」

　フードの人物が言う。

「何を言うやら。俺が強気でものを考える事が出来るのも、あんたらやアンジェリットの支援が在るお陰だよ」

　肩を竦すくめて言うレオン。

「さて。方角的には西へ移動すれば恐らく余波を喰くらう可能性が低い。さっさと逃げよう。いくらあんたやアンジェリットが居ても、まともにあの聖光砲撃を喰らえば防げんだろ」

　レオンは苦笑を浮かべて言いながら、馬の腹を蹴けった。



　　　



〈イコノクラスト〉主制御室。

　その真ん中にしつらえられた御者の座に縛り付けられたまま、省吾はがっくりと首を項うな垂だれている。既に意識は無いのか……耳や鼻からは血が、口からは涎よだれの雫しずくが垂れている。

　だが――

「う……ううう…………」

　獣じみた唸うなり声が御者室に響く。

「……ぐう……てめえ…………いい気に……なって……んじゃ……ねえぞ…………」

　陰々滅々と響く声。

　それは確かに省吾の声音ではあったが――

「……力だ……力を寄越せ……何か…………何かあるだろうがっ!?」

　省吾が叫ぶ。

　その瞬間――



　　　



〈エルハムイ〉船内――姫ひめ巫み女こ専用操作座。

　その座に着くのは姫巫女ペルテアである。忙しげに遠隔操作で奇き蹟せき術の微調整を行う彼女のすぐ前の壁面に〈イコノクラスト〉の姿が投影されている。

　それが――

「……なにこれっ!?」

　ペルテアが驚きよう愕がくの声を上げる。

「〈弓〉が勝手に――」

『〈弓〉？　……って、あれは未まだ安定制御の術式が完成していないから、武装一覧からも外してある筈はずでしょう？』

　回線越しにハーチェッタが悲鳴じみた声を上げてくる。

　同時にこの期に及んでも何ど処こか緩みのある口調で――それでも多少は強こわ張ばった声音ではあったが――セネカが言った。

『それでも奇蹟術の回線は繋つながっている。もしショウゴ様が類比奇蹟回路から逆に辿たどったのだとしたら』

『有り得ないわよ!?　そもそもショウゴ様は今――』

　失神中ではなかったか。

　だが姫巫女達の狼ろう狽ばいをよそに、〈イコノクラスト〉は機体を半身に構えて右腕を突き出す。

　更に膝ひざを浅く曲げながら、平衡バランスを取る様に左肩を下げる。右腕を中心とした不自然な程に偏った立ち方は、明らかに何かの意図を元に組み立てられた体勢であった。

『〈破神の弓〉高速起動中――関連奇蹟回路連鎖起動!!』

「確かにあの聖光砲撃に対抗できるのは〈弓〉だけだけど……」

　ペルテアが呟つぶやく。

『仮想砲身展開！　誘導用奇き蹟せき高速詠唱中！』

『止められないの!?』

「いえ、いっそこのまま――下手に止めたらかえってまずいわよ!?」

　ハーチェッタの叫びにペルテアが応じる。

　そして。

〈イコノクラスト〉の右腕の一部が展開。肩の大型擬神装置を覆う装甲が開き、突き出ていた突起――これも擬ぎ神しん杖じようの一種である――が一斉に後方へと向く。同時に手首に備わっていた巨大な歯車状のものが高速回転を始める。

掌てのひらに滲にじみ出る光。

〈イコノクラスト〉の右腕の上に半透明の線の様なものが浮かび上がる。それはまるで硝子ガラスで出来た砲身の様。その根本、機関部に相当するのが〈イコノクラスト〉だった。

『〈破神の弓〉――撃発！』

　アフィニエの声と同時に、〈イコノクラスト〉の右腕から閃せん光こうが迸ほとばしった。



　　　



『第二体』は敵の攻撃をもろに受けた。

　先の『第一体』との戦闘で敵は遠隔攻撃の機会が在るにもかかわらず、白兵戦によって『第一体』を倒している。よって敵には遠隔攻撃の方法が無いのだと類推されていたのだが、これは間違いだったようだ。

　轟ごう！

　同じ聖光砲撃。しかも『代行者パニツシヤー』達のものよりも出力が高い。

　爆裂と共にその半身を抉えぐり取られ、体勢を崩す『第二体』。それを援護する様に『第三体』が砲撃。だがこれは敵の防御聖域に弾はじかれてあらぬ方向へと逸それる。

『第二体』は高速で自らの体たい躯くを再構築開始。

　しかし――



　　　



『ショウゴ様！』

　メリニの声に――省吾は我に返った。

　同時に自分の状態が、即ち〈イコノクラスト〉の状態が類比奇蹟回路によって脳裏に流れ込んでくる。

「〈破神の弓〉……？」

　彼が呟つぶやくと、即座に脳裏へ〈イコノクラスト〉の搭載奇き蹟せき兵器の一覧が出るが、その中には〈破神の弓〉なるものは無い。

『ショウゴ様、お気付きになられましたか!?』

　メリニの声に省吾は慌てて応じる。

「……って俺おれ、気絶してたのか!?」

『はい』

「でもこの武器――」

『今は細かい事を説明している暇は在りません、一体がショウゴ様の攻撃で動きを止めています、その間に――』

「……分かった！」

　省吾は叫んで〈イコノクラスト〉を前進させた。

　対地効果術式起動。

　一蹴けりで半マイリス近くを跳躍して巨大な鋼鉄神が走る。

　轟ごう音おんを伴い、大地に巨大な足跡を刻み付けながら疾走。距離は六マイリス余り、実際には五秒とかからない。

　破損した『代行者パニツシヤー』が自らを再構築しているのが見える。

「〈爪つめ〉よ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　省吾の叫びに応じて〈イコノクラスト〉の右腕から二条の剣が爆発ボルトの力で押し出されてくる。〈誅ちゆう神しんの爪つめ〉――既にこれは先の戦いで使った分、扱いに躊ちゆう躇ちよは無い。

　無事な方の『代行者パニツシヤー』が砲撃を繰り返しながら距離を取るべく後退していくが、省吾はそれに取り合わない。防御聖域で何とか敵の攻撃を弾はじき飛ばしながら、破損した方の『代行者』に駆け寄って〈爪〉を振り上げる。

　だが――

「……!!」

　瞬時に破損していた『代行者』がその無事な砲身を〈イコノクラスト〉の頭部に向けてくる。

　背筋を冷たいものが走る。

　それは死の予感だった。

　だが――反射的に省吾は――〈イコノクラスト〉はその脚で砲身を蹴けり上げていた。

　がくんと天を向いた砲身から無意味に聖光が放射され、天に白い一線を刻む。

「このっ!!」

　省吾は〈爪〉を思いっきり振り下ろす。

　奇き蹟せきを上乗せした一撃は四本足の『代行者』の首を切り落とす。

　だが――

「……まだ動く!?」

　残った胴体が〈イコノクラスト〉にのしかかってくる。

　最も早はや勝てないと思っての悪あがきか？

　いや――

「――!!」

　半壊した『代行者』の身体越しに見える――もう一体の『代行者』がこちらに照準を付けているのが。

　もう助からないと見て仲間ごとこちらを吹き飛ばす積もりか。

　あるいは最初からこれが狙ねらいだったのか。

　膨れあがる聖光。

　だが――

「あああああああああああああああああああああああっ!!」

　省吾は叫びながら〈イコノクラスト〉の拳こぶしで――途方もない膂りよ力りよくと奇蹟を込めた右腕でのしかかる『代行者』を殴った。

　拳の接触面から爆裂が発生し、その衝撃で大きく『代行者』の身体が浮き上がる。そこに更に叩たたき込まれる左腕の――掌しよう底ていの一撃。

剛体と化す空気さえ抉えぐり抜く勢いで撃ち出された〈イコノクラスト〉の掌てのひらは、『代行者』をその仲間の方向へと吹っ飛ばす。

　聖光発射。

　空中で直撃した破壊の光は既に機能を停止しつつあった『代行者パニツシヤー』を粉微み塵じんに粉砕し、そこで相殺された。

　しかし……

「くそっ――」

　省吾は残る一体の『代行者』を睨にらみ据える。

　相手は完全にこちらに近付いてくる積もりは無さそうだった。試しに少し〈イコノクラスト〉を前進させてみると、ぴったり距離を保って『代行者』が後退する。一対一の接近戦では全く勝てないと悟っているのだろう。

　ならば――

「こっちも遠距離攻撃で戦うまでだよ――」

　既に一度実行している〈破神の弓〉は省吾の意識の中の武装一覧に入っている。

　省吾の意思を受けて〈イコノクラスト〉は再び右手を掲げた。



　　　



　戦いは消耗戦となった。

　距離を置いての砲撃戦。だが互いに決定的な破壊力を得る事は出来ず、防御聖域と聖光砲撃がぶつかり合い、余剰聖光による無秩序な奇き蹟せきが周囲の荒野を削り、沸騰させ、あるいは爆裂させる。

戦いは膠こう着ちやく状態に入ったかの様に見えた。

　しかし――

『代行者』の『第三体』は考える。

　事実上聖光砲撃の出力は敵の方が上だ。恐らく長い長い時間の果てには『第三体』が負けるだろう。『第二体』を失った時点で『代行者』側の有利は崩れ去った。あの敵の力を『第一体』との戦闘から類推した事そのものが間違いであったらしい。

　そもそも……この戦い方では本来『代行者』に与えられた『可能な限り人間を苦しめて殺す事』にもそぐわない。実際には最初の数撃で巻き添えになった人間達が数百人はいた様であるが、ただ一瞬の聖光で分解してしまうなど『神』の遺志に反する。

　故に『代行者』は再計算を余儀なくされていた。

『代行者』は恐れない。

『代行者』は戦おののかない。

　ただ事実を事実として把握して分析するだけ。

　故に――

『第三体』は残り十三体の『代行者パニツシヤー』に『第一体』と同様に情報を編へん纂さんし、送信。

　その後、最も効果的な自爆方法を思考する。

　完全な勝利は最も早はや有り得ない。ならばもろともに滅びる方法を模索するまで。

『代行者』にとって自己保存の感覚は無い。目的遂行が至上の事であって、他は『予想出来る損耗』でしかない――自らの存在すらも。

　故に……



　　　



「くそおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　省吾は脳に切り込んでくる衝撃に耐えながら〈破神の弓〉を打ち続けていた。

　最初の一撃を受けてある程度の耐性が出来たのか、あるいは姫ひめ巫み女こ達がある種の調整を掛けてくれたのか、相変わらず激痛が彼の脳を揺さぶるものの、耐えられない程ではない。

　しかし……いつまでこれが続くのか。

　殆ほとんど拷ごう問もんの様な――こんな事をいつまで続けなければならないのか。

　そんな事を省吾が考えたその時。

「……!?」

　遙はるか彼方かなたから聖光砲撃を続けていた『代行者』が不意に動きを変えた。

　ゆらゆらと水中に漂う物体の様に空中に浮かび上がると、その四肢が巻き取られる様にして胴体に引き込まれていく。やがて回転しつつ『代行者』は自らを砲弾型に塑形――

「まさか――」

　省吾がそう呟つぶやいた瞬間、『代行者』は――飛んだ。

　空気の壁をこじ開けて自らを押し込む様に、回転しつつ、砲弾型の『代行者』は〈イコノクラスト〉に向けて突っ込んでくる。

「そんな馬ば鹿かなっ……!!」

『ショウゴ様！　防御聖域を集中して――』

　メリニの声が響く。

　省吾は〈イコノクラスト〉の右腕に防御聖域を集中させて――その手を掲げる。

　突っ込んでくる『代行者』。

　それを巨大な擬神の手が――掌てのひらが、受け止めた。

　爆音。

　衝撃で〈イコノクラスト〉の周囲の荒野に亀き裂れつが走り、ラヴィゾンの街の外壁が一部倒壊するのが見えたが、省吾にすればそちらに気を回している余裕は無い。

　砲弾型の『代行者パニツシヤー』と〈イコノクラスト〉の右掌。

　それは空中で拮きつ抗こうしていた。

　ぎしぎしと鋼鉄の軋きしみをあげながら震える〈イコノクラスト〉の右掌からほんの少し、省吾の感覚からすれば一メートルも離れていない位置で、砲弾型の『代行者』が自らの身体をイコノクラストの巨体にねじ込まんと尚なおも空中に浮かんでいる。その背後からは推進力を得る為か、大量の聖光が爆発を伴って後方に噴射されている。

「ぬうううううがあああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　省吾は喚わめきながら防御聖域を強化。

　だが――

〈イコノクラスト〉の脚がごっそりと大地を抉えぐりながら後退する。

　その瞬間、均衡が崩れた。

「あああああああああああああああああああああああっ!!」

　強大な推力に文字通り推されて〈イコノクラスト〉はずるずると大地を抉りながらラヴィゾンの街に近付いていく。

「やめろ、停とまれ、停まれ、停まれ。停まれえええええええええっ!!」

　叫びながらも、しかし省吾には防御聖域を集中するしか出来る事が無い。

　そして。

　遂に〈イコノクラスト〉の脚がラヴィゾンの街の外壁を押し潰つぶした。

　そして。

「ああ……あああああっ……あああっ!!」

　省吾が悲鳴を上げる。

　彼の拡張された感覚が告げる。今、〈イコノクラスト〉の脚が、街壁を砕いた。その後ろに居た街の住人をも巻き込んで。〈イコノクラスト〉が、省吾が、護まもってくれると信じていた者達を――

「ああああああああああっ!!」

　足の裏に残るわずかな感触。

　まるで小さな卵でも踏んだかの様に……一瞬の抵抗の後、ささやかな違和感を残してぐしゃりと潰れ消え去るもの。

　それが何であるのかを理解した瞬間――省吾の精神に亀き裂れつが入っていた。

「や……やめ……やあああああああああああああああああっ!!」

　身も世もなく泣き叫ぶ省吾。

　足の下でぞっとする様な感触は続いていた。

　何度も何度も。まるで虫を踏み潰すかの様に。

〈イコノクラスト〉は――その巨体に同調した省吾は何人もの人間を踏み潰していった。

　自分の脚が人間を押し潰つぶしていく悪寒。

　それがはっきりと伝わってくるのだ。

　自分と同じ人間を、生きて、笑って、泣いて、怒って、そんな人生を何年も積み重ねてきた見知らぬ誰だれかを、しかし確実に生きていた人間を、一瞬にして省吾の脚は肉塊に変えてしまう。その感触が〈イコノクラスト〉と同調した彼の感覚には直接伝わってくるのである。

「ひいいいいいいいいあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　潰していく。

　街を。人を。

　男を。女を。老人を。幼児を。

　自分の脚が。逃げまどう人々を、ぷちりぷちりと。アリを踏みつぶすかの様に。その感触が、ぷちりと潰れて、肉が弾はじけて、血がしぶいて、ぐしゃりと地面に染み込まされ、土砂に混ぜ込まれるその感触を、余す所無く――

「あああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　今、踏み潰したのは誰だろう。

　どんな人生を送ってきた人なのだろう。どんな名前だろう。巨大な鋼鉄の脚と地面の間に挟まれて潰されていく苦痛とは一体どんなものなのか。きっと痛かっただろう。たまらない位に苦しかっただろう。その最後の瞬間に思う事は何だろう。何か言っただろうか。何か思っただろうか。それとも――

　潰れる。潰れる。潰れていく。

　街が。人が。

　自分の脚の下で！

　――いっそ殺してくれ。

　省吾はそう思った。

　だが――『代行者パニツシヤー』は止まらない。

〈イコノクラスト〉は自らが護まもる筈はずだった街を潰し、人々を殺し、肉塊に変え、そうして皮肉にも省吾が『お披露目』を行った中央広場へと押しやられてきた。

　そこで力尽きたのか、ようやく『代行者』の推力が多少弱まる。

　好機だ。

　だがそれを喜ぶ気持ちなど最も早はや省吾には無い。

「ぐううううううううううあああああああああああああああああああああああっ!!」

　泣き喚わめきながら省吾は〈イコノクラスト〉の左腕を振り上げる。

　半ば彼は錯乱していた。

　そして――

「あああああああああああああああああっ!!」

　叩たたき落とす。

　文字通りの鉄てつ槌つい――巨大な鋼鉄の拳こぶしが『代行者パニツシヤー』を叩き落とし、爆音と共に地面に落下させる。その衝撃で更に街のあちこちで建物が倒壊し、そこに立てこもっていた人々が落下する建材や倒れてくる壁に押し潰つぶされて死んでいくが、最も早はや省吾にはそんなものを構っている余裕など全く無い。

　既に彼は半分狂っていた。罪悪感に苛さいなまれる彼は、感性を自ら閉じて狂気の淵ふちに逃げ込むしか無かったのだ。

「あああああああああああああああああああああっ!!」

　咆ほう吼こうしているのは〈イコノクラスト〉か、それとも省吾自身か。

〈イコノクラスト〉は地面に落ちた『代行者』を物もの凄すごい勢いで殴り付け始めた。

　ごおん。ごおん。ごおん。ごおん。

　一撃で家屋を倒壊させ、山に洞窟を穿うがつ巨大な拳が、更に多重の奇き蹟せきの力を纏まとって叩き込まれる。『代行者』の上に馬乗りになった『イコノクラスト』は滅茶苦茶に拳をふるって『代行者』の身体を叩く。その度に、『代行者』の身体はへこみ、歪ゆがみ、まるでゴミを固めるかの様に小さくなっていく。

　そして。

「くたばあああああれえええええええええええええええええええええええええっ!!」

　渾こん身しんの一撃。

　大量の――眩まばゆいばかりの電光を纏い、強大な力場で強制加速された拳が『代行者』にとどめの一撃を叩き込む。同時に〈イコノクラスト〉の全身から眩いばかりの聖光が放たれた。

　その瞬間。

　びしりと『代行者』の全身に亀き裂れつが走る。

「――!?」

　亀裂の間から漏れ出てくるのは――黒い霧だった。

　そうとしか言いようが無い。影そのものが噴出するかの様に黒い何かが亀裂から放射状にまき散らされていく。

　それは『代行者』本体――超高密度呪じゆ詛そ。

『代行者』は自らを高速で書き換えながら――自らを新たな呪詛の媒体としながら――辺りに拡散。同時に間髪入れず〈イコノクラスト〉の余剰聖光をそのまま利用してその超高密度呪詛は発動する。

　爆発的な何かが放射された。

〈イコノクラスト〉の防御聖域にもそれは食い込み、あるいは弾はじかれ、弾かれたものは周りの物質に干渉――

「――え？　え？　え？」

　呆ぼう然ぜんと声を上げる省吾。

　彼の視界の中でゆっくりと街の風景が――それは既に廃はい墟きよに等しいものになり果てていたが――崩れていく。まるで炎にあぶられた蝋ろう細工の様にゆっくりと、輪郭を曖あい昧まいにとろけさせ、歪ゆがみ、やがて自重を支えきれずに傾いて、崩れる。

「な……な……なんなんだ……なんなんだよ……なんだんだよおっ!?」

　腐っていく。

　ありとあらゆるものが物もの凄すごい速度で浸食され腐敗していく。

　有機物は勿もち論ろん、鋼鉄ですら瞬またたく間に錆さびに侵され、岩や煉れん瓦がですらもが風化したかの様に砂状に変化して崩れ落ちていく。例外は無い。生命の在る無しなどまるで関係なく発動した高密度呪じゆ詛そは周囲の全てを腐り落ちさせていく。

　猛烈な滅びの呪詛である。

「…………!!」

　省吾は思わずそれを――黒い霧を〈イコノクラスト〉の腕を使ってかき集める。

　だが、当然それは鋼鉄の腕の間をすり抜けて、ラヴィゾンの街を根ね刮こそぎ腐らせていった。

「やめっ……やめ……やめろおおおっ!!　やめてくれえええええええっ!!」

　残酷な場面が省吾の網膜に映り込む。

　眼を閉じようにも――今の省吾の眼は瞼まぶたを持たない〈イコノクラスト〉のそれに繋つながっていて視界を闇やみで覆う事が出来ない。見たくなくても容赦なくその現実は彼の眼に映り込んでくる。

　死んでいく。

　辛うじて生き残った人々でさえもが――ずるずると全身をとろけさせて死んでいく。全身を腐らせて。どろどろと濁った体液を地面に染み込ませて。ずるずると糸を引き、水をぶちまけられた粘土像の様になって。

〈イコノクラスト〉を見つめながら。

『どうして助けてくれなかったのか』と恨めしげに睨にらみながら。

「あああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　為す術すべも無く〈イコノクラスト〉は高密度呪詛を捕まえては引き裂く。

　だが、それは――そんな彼の行為は爆散する呪のろいの前に、あまりにも無力だった。



　　　



「……なんて事を……」

　さすがのメリニ達もラヴィゾンの街を襲った惨状には絶句していた。

　最も早はや、生存者は一人もいないだろう。〈イコノクラスト〉を信用せず早々に脱出していた者達だけが、生存者たり得たに違いない。だがそんな彼等とてどれだけの数が先の聖光砲撃に巻き込まれずに済んだかは分からない。

『メリニ！』

　ペルテアが叫ぶ。

『ショウゴ様の様子に異常！　高密度呪じゆ詛そが〈イコノクラスト〉の聖域に食い込んできてるわよ！』

「……!!」

『聖光を呪詛洗浄状態へ！』

　ハーチェッタの指示で遠隔操作される擬ぎ神しん杖じよう。

　だが――

『呪詛が干渉してて上う手まく働きません！』

「ショウゴ様……!!」

　省吾があの街の住人達の様に生きたまま身を腐らせ苦く悶もんしながら死んでいく光景を想像し、メリニは全身が総毛立つのを感じた。

「有線伝導用アンカーを射出して〈イコノクラスト〉を回収します！」

　メリニの指示に従って、飛行船〈フルヴァス〉は〈イコノクラスト〉の上空、呪詛の影響が無いと思われる高度二マイリスにまで上昇を開始した。



　　　



『聖せい廟びよう』――五氏族会議室。

「……予想外の事態となったな」

〈レネゲイド〉の本拠地に戻ったバルド達は改めて顔を合わせていた。もっとも現場でリヴィス社の指揮を執るべくラヴィゾンの街に――街が在った近くに戻ったネロはこの場には居ないが。

　ラヴィゾンの街の壊滅は彼等にとっても予想外だった。

『救世主』として省吾を権威付けし、それを背後から操る事によって『代行者パニツシヤー』の絶えた後の世界を支配する計画が、まず一番最初の段階で躓つまずいた事になる。

　無論今回はただラヴィゾンの街が失われたというだけで、計画自体はこれから何度でも繰り返す事は可能だろう。

　しかし――

「念の為にラヴィゾンから逃げた連中は追っ手を出して処分した方が良いのではないですかな。下手な噂うわさが流れては困る」

　パルマスが言う。

「任せる」

　とバルド。

「所しよ詮せん、逃げおおせたのは千人に満つまいがな。大勢に影響が在るとも思えんが念を入れて処分しておくのは悪くあるまい。それよりも問題は今後の事だ」

「確かに」

　タイロイドが頷うなずく。

「『代行者パニツシヤー』は学習している。これからどんな戦法を採ってくるか想像もつかない。いや……想像は幾らでも出来るが、その内のどれを採ってくるか判断する材料が少ない。こちらも〈イコノクラスト〉の制御術式や奇き蹟せき兵装に関しては更に改良が必要だろう」

「やはり『お披露目』は未まだ時期尚早だったという事か」

「まあ――急がせた意味も消えた訳だが」

　苦笑めいた表情をタイロイドが浮かべる。

「何にしても〈破神の弓〉を含め開発中の奇蹟兵装の完成を急がせるとしよう」

「飛行船の方にも今回の一件で幾つか改良点が報告されている。これも同時進行で行うべきだろう」

「無論それは――」

「……そもそも」

　タイロイドとパルマスの会話に割って入った低い声に一同の視線が集中する。

　マブロ家の長とルースポリテ家の長は無論、会議の場では滅多に自ら発言しないゼブロンの言葉に……バルドさえ少し意外そうな表情を見せた。

「貴殿等は〈イコノクラスト〉ばかりにこだわるが、あの『救世主』そのものを鍛え直した方が良いのではないか。あれでは余りにがむしゃらに過ぎる。もっとマシな戦い方が在る筈はずだ」

「何を言うかと思えば」

　タイロイドが苦笑を浮かべる。

「所詮、『救世主』なぞ奇蹟術の行使主体としての意味しか無い。言ってみれば〈イコノクラスト〉の部品だ。いざとなれば姫ひめ巫み女こ達の遠隔操作でもある程度は戦える。駄目であってもまた喚よび出せば済む事だ」

「…………」

　ゼブロンは顔を顰しかめて黙り込む。

　だが――

「いや、インペラス卿きようの言う事にも一理あるだろう。『代行者パニツシヤー』の出方が分からなくなってきた以上、万全の態勢で臨むというのならば、可能な限りに打てる手は打っておくべきだ。部品というのならばその部品の性能を一つずつ上げていく事も重要ではある」

「……ふむ」

　バルドの言葉を斟しん酌しやくする様子でタイロイドが頷うなずく。

「それらの懸案事項は次の会議までに各人の意見をまとめて提出して頂こう」

　バルドが取りなす様に言う。

「とりあえずは『救世主』殿を迎えてねぎらってやらねばな、一応はこれで三体もの『代行者』を屠ほふった事になるのだから」

「確かに」

　苦笑とも皮肉ともとれる笑みを浮かべながらパルマスとタイロイドが頷く。

「人の支配する世界の為に」

『人の支配する世界の為に』

　長達は唱和し――そして席を立った。



　　　



　聖光による呪じゆ詛そ洗浄処置はおよそ半日を要した。

　その間に五隻の飛行船によって回収された〈イコノクラスト〉は『聖せい廟びよう』に帰還する事となった。元より各飛行船は一隻でも〈イコノクラスト〉を運搬できる様に非常用補助動力が搭載されており――〈フルヴァス〉が〈イコノクラスト〉を吊つり下げたまま移送中、空中にて呪詛を無効化したのである。

『聖廟』の底に戻された〈イコノクラスト〉は即座に機能停止の上、結合を解除された。

　同時に――飛行船から降りてきた姫ひめ巫み女こ達や花梨がコードラン家の管理する頭部の『聖棺』に駆け寄る。通信機能は回復している筈はずなのに省吾からは何の応答も無く……御者室の内部の省吾の状態が全く分からなくなっていたからである。

「ショウゴ様！」

〈イコノクラスト〉の御者室を封じ込めている三重の鉄扉を姫巫女達や作業員が開いていく。やたらと分厚く重く――その上、格闘戦の影響でわずかに歪ゆがんだ扉は、ただ開くだけでも時間のかかる大変な作業だった。花梨は無論の事、姫巫女達でさえ苛いら立だちが表情に滲にじむ。

　そして――

「ご無事ですか――ショウゴ様!?」

　開かれた御者室に飛び込むメリニ。

　そこで彼女が見たものは――眼を血走らせたまま宙を睨にらむ省吾の姿だった。

「省君!?」

　メリニを押し退のけて花梨が叫ぶ。

　だが――省吾は何もない空中を見つめながら、ぶつぶつと意味の無い繰り言を呟つぶやいているばかりで少女達の呼びかけには何の反応も示さない。視線すら定まらぬその姿は殆ほとんど廃人の様相を呈していた。

「省君！　省君!!」

　省吾の身体を揺さぶる花梨。だがやはり省吾の様子は変わらない。

　これがラヴィゾンの街を護まもれなかった事による精神的な衝撃のせいか、あるいは防御聖域を浸食して彼の脳に食い込んだ呪じゆ詛その為かは未まだ分からないが……

「省君！　省君!!」

「カリン様」

「省君！　省君！　省君！　省君!!　返事しなさいよ！　私が分からないの!?」

　省吾の襟首を掴つかんで揺さぶる花梨。

　だがやはり省吾は全く反応しない。そもそも花梨の事が見えてすらいないのかもしれない。彼の眼は無限遠の彼方かなたに焦点を結んだままだった。

「カリン様――」

　セネカとハーチェッタが花梨を羽交い締めにして省吾から引き剥はがし、メリニが代わりに省吾のそばに跪ひざまずく。

「ショウゴ様。戦いは終わりました。終わりましたよ……」

「…………」

「とりあえず今はお休みなさいませ……お望みならば、私達がお側そばに」

　言いながらメリニが省吾の身体を固定していたベルトを外していく。

　省吾の身体が完全に座席から解放される。

　拘束を解かれて――がっくりと前のめりになる省吾。

　そして。

「――……!!」

　言葉にならない絶叫が響いた。

　意味不明の叫びを上げながら両手を伸ばしてメリニの首を掴つかむ省吾。何を見れば人間が此こ処こまでになるのか――その眼には明らかに濃厚な狂気の色が渦を巻いていた。

「あああああああああああああああああああああああっ!!」

　親の敵でも縊くびり殺そうと――いや、首そのものを握り潰つぶそうとしているかの様な力の込め方で省吾はメリニの首を掴みながら喚わめき声を上げる。

「メリニ！」

　ペルテアが反射的に前に出るが――メリニの手がそれを制するかの様に動いた。

「ショウ……ゴ……様――」

　血走った眼で自分を睨にらみながら首を絞めてくる救世主を――何ど処こか優しい眼で見つめながらメリニが言う。か細くかすれた声ではあったが、ゆっくりと諭さとす様な口調で彼女は錯乱した省吾に向けて言葉を紡いでいった。

「もう……いい……んですよ……」

「…………」

「私……が……分かりません……か……？」

「…………」

「私です……メリニ……コードラン……です……」

　省吾の眼に理性の光が閃ひらめく。

　それはゆっくりとではあるが広がって省吾の中の狂気を駆逐していった。

　そして――

「……メリ……ニ……？」



    

  
    
      



    

  
    
      　呟つぶやく様に言って――脱力する省吾。

　呼吸困難で息を荒げながらも、メリニは省吾を抱き締め――力無く座席から滑り落ちる省吾共々二人して御者室の床に座り込む。

　省吾は憔しよう悴すいしきっていた。

　生気が根ね刮こそぎ枯れ果てており……まるで一回り身体が縮んだかの様にさえ見える。顔色は死者の様に青白く全身からは脂汗が滴っていた。どう見ても重病人の様子である。

「省君……」

　あまりの省吾の憔悴と狂気を前にして……さすがの花梨も呆ぼう然ぜんとしていた。

　花梨がこれ以上暴れる事も無いと想ったか、セネカとハーチェッタは彼女を捕まえていた腕をほどく。花梨は省吾の元に歩み寄りかけて――しかしまるで腫はれ物に触った手を思わず引っ込めるかの様に、その場に立ち止まった。

　困惑の表情が濃いのは――花梨としてもどうして良いのか分からないのだろう。

「…………俺おれ……俺は……」

　たった一時間にも満たない時間で、どんな経験をすれば人間が此こ処こまで憔悴するのだろうか。さすがにアフィニエやセネカの表情にも驚きと戦おののきの色が在る。ハーチェッタやペルテアもその場に立ち尽くしたままだ。下手に触れればそのまま一気に何かが壊れてしまいそうな……そんなギリギリの雰囲気が省吾には在った。

　だが――

「とりあえず、屋敷に戻りましょう、ショウゴ様。お話は、それから……」

　その中でメリニだけは何の躊躇ためらいも無く省吾を抱き締め、その耳元で優しく囁ささやきかけている。それは――ひょっとしたら単に浅慮や錯覚故の行為であったのかもしれない。花梨でさえ側そばに寄るのを躊躇った様子の省吾に、彼女だけが躊ちゆう躇ちよせず駆け寄って抱き締める事が出来た事に、何か特別な理由が在るのか――それとも無いのか。

　それは分からない。

　だが――

「…………」

　まるで我が子を抱きかかえる母親の様に、省吾の背中をさすりながらメリニが言う。

　やがて。

「…………あああああああああああっ――」

　省吾はメリニの腕に抱かれたまま身も世もない声で号泣し始めた。



『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ02　英　He acts heroism　雄』

完



    

  
    
      次回予告



『英雄』たる事の重圧に省吾はただ怯おびえ惑い続ける。だが既に動き出した状況は彼に感傷に浸る間すらも与えてはくれなかった。〈イコノクラスト〉に乗る事を拒む彼に対し〈レネゲイド〉は花梨を人質に取り――



　次回

『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ03　抑 The oppression 圧』



　――英雄とは既に人間ではない。



    

  
    
      


あとがき



　某月某日。渋谷の某ビルにて。

　某軽小説屋とおヒゲの編集長の会話。

「ところで編集長」

「なんでしょう」

「この『イコノクラスト！』――商業出版である以上、人気無かったらシリーズ打ち切りとかになる可能性もある訳ですが。いくらなんでも『戦いはこれからだ！』みたいな某週刊漫画誌十週打ち切りパターンは読者に失礼だと思うので、予あらかじめ、どのくらいになったら打ち切り考えるとか、そういうの教えておいて欲しいんですが」

「打ち切りません」

「まあ例えば重版がかからなかったらとか、発行部数が●●●●部を切ったらとか、ファンレターが何通未満だったらとか」

「打ち切りません」

「原稿が●カ月以上あがらなかったら駄目とか、三巻越えても濡ぬれ場が無かったら駄目とか、オヤジ含有率がこれ以上増えたら駄目とか、あの窓の外の木の最後の葉が落ちたら終わりとか、『遊びにいくヨ！』でサラがこれ以上腑抜けになったら駄目とか」

「打ち切りません」

「…………太っ腹ですね」

「いえ。そういう後ろ向きな事考えて書いて貰もらう必要は無いです」

「……（がーん）」〈編集長の男気に感動している〉

「だから遠慮せずちゃんと締め切り守って書いてください」

「……………うっ。すいません」

　とかいいつつ思いっきり締め切り破った私が此こ処こに居たりするのですが。



　どうも、軽小説屋の榊です。今回マジに時間無かったりもするので短めに。



『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ02　英 He acts heroism 雄』をお届け致します。

　まあ前の会話はある種の冗談を含んでおりますが（私も編集長も）、色々実験的な事も含んでこの作品の企画は動かしていたりするので、先が読めないのも事実。

　まあこの『イコノクラスト！』に限らず、いつもの事ではあるんですが、新シリーズ立ち上げて三巻目位まではちと怖かったりします。売れてるのか売れてないのか。シリーズは何巻までやればきちんと完結できるのか。その他諸々。状況によって私達の仕事はどうしても変わってきますから。

　一応十巻の予定でプロットは組んでおりますが、途中で打ち切りなど喰くらわぬ様頑張りますので、今後もどうかどうかよろしくです。読者の方々。

　次ではそろそろ省吾が色々と精神的に追い詰められ始めます。

　何故か外道な設定はすらすら思い付く今日この頃、何となく荒んだ自分を感じていたり。

　さて――省吾の明日はどっちだ。



　そーいえば設定とかで一部本作品に噛かんで貰っている照下土竜くんですが。なんかいつの間にか日本ＳＦ新人賞で受賞してたりとかして、新聞に載ってたり。面白い設定とか考える事にかけては抜群にセンスの在る奴なので、そういうの好きな人は彼の名前を覚えておいてもらうと面白いかもしれません。



　ではでは。

　また――次の巻で。



　二〇〇四／一二／一四

　ＢＧＭ：‥無し

榊一郎



    

  
    
      
あとがき　その２



　あれは確か東京にたまたま滞在していた時だったと思いますが。携帯に現担当のＨ氏から電話が入りまして。

「新装版を出します」

「……マジで？」

「ｋｙｏさんバージョンの絵のものに差し替えます」

「……それって凄い手間とお金がかかるのでわ」

「ええもう、かかりますが？」

「…………本当にやるんですか？」

「ええ」

「…………どうかよろしく御願いします」



　という訳で――どうも榊です。

　ええと。色々あって「イコノクラスト新装版」にございまする。既にＯＫＡＭＡ氏に絵を付けて頂いていた旧装版をお持ちの方はまことに申し訳ない（汗）。マジで。



　とはいえ……やはりシリーズものは本棚とかでも綺き麗れいに並べてみたい訳で――そうなると絵師さんをｋｙｏ氏に統一したバージョンの刊行というのは、絵師さん交替の際から出ていた案でした。まあ……あくまで冗談半分の「案」が出ていただけで、まさか本当に刊行されるとは思っていなかったんですが。



　でもってｋｙｏ氏バージョンのこの「イコノクラスト！」のイラスト群――ＯＫＡＭＡ氏バージョンとは別の魅力が在って、個人的には甲乙付けがたいものであると感じています。

　実を言えば、これを書いている時点では全ての挿絵の完成品を見てはいないのですが（ラフは一通り拝見しました）、三巻の絵の仕上がり具合を考えれば特に不安も在りません。本書を手にとってくださった方には、きっとｋｙｏ氏が掘り起こしてくださったキャラクター達やこの世界の新しい魅力を知って頂けると思います。



　近々シリーズとしては四巻が出るかと思いますが、この新装版も合わせて購入頂ければ幸いです。



　二〇〇五／一一／二〇

榊一郎



    

  
    
      　著者

　榊一郎（さかき・いちろう）

　　１９６９年11月23日、大阪生まれ。

　　自ら「軽小説屋」を名乗る、ライトノベル界を代表するベストセラー作家。

　　主な著作に『スクラップド・プリンセス』シリーズ、『ストレイト・ジャケット』シリーズ、『君の居た昨日、僕の見る明日』シリーズ（すべて富士見ファンタジア文庫）、『まじしゃんず・あかでみい』シリーズ（ファミ通文庫）、『神曲奏界ポリフォニカ』シリーズ（ＧＡ文庫）ほか多数。

　　最新作に『神曲奏界ポリフォニカ　まぁぶる』（ＧＡ文庫）がある。

　　公式ＨＰ：‥「うごうご榊くん」

　　http://www.ugougo.net/



　設定協力

　照下土竜（ひのした・もぐら）

　　１９８２年11月10日、高知生まれ。

　　専門学校卒業後、榊一郎に師事。

　　独特の世界構築力に定評がある。

　　『ゴーディーサンディー』で第６回日本ＳＦ新人賞受賞。



　イラスト

　Ｋｙｏ（きょう）

　　１９８５年１月22日富山生まれ。血液型はＡ型。

　　高校のときにＨＰを開設し、それと同時に絵を描き始める。

　　現在大学に通いながら、イラストの依頼も請けるようになる。

　　ゲームが好き。特に、アクション。

　　公式ＨＰ：‥「クロイチゴ」

　　http://www8.plala.or.jp/kyo_/
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